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問
題
の
所
在

戦
争
権
限
に
関
す
る
歴
史
的
論
争

米
国
で
は
憲
法
上
大
統
領
と
連
邦
議
会
の
ど
ち
ら
に
戦
争
権
限

(
w
a
r
p
o
w
e
r
s
)
が
属
す
る
の
か
が
議
論
の
的
と
な
っ
て
き
た
。
一
九
七

三
年
議
会
は
戦
争
権
限
決
議

(
W
a
r
P
o
w
e
r
s
 Resolution)
を
成
立
さ
せ
、
大
統
領
の
軍
事
行
動
を
制
約
し
よ
う
と
し
た
が
、
大
統
領
の

一
方
的
武
力
行
使
は
絶
え
ず
、

す
る
も
の
で
あ
る
。

米
国
憲
法
の
第
一
編
八
節
一

そ
の
都
度
そ
の
違
憲
性
及
び
違
法
性
を
争
う
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
訴
訟
を
検
討

で
、
第
二
編
二
節
一
項
（
最
高
司
令
官
条
項
）

(
1
)
 

一
項
（
戦
争
宣
言
条
項
）
は
議
会
に
「
戦
争
を
宣
言
す
る

(declare
w
a
r
)
」
権
能
を
付
与
し
つ
つ
、
他
方

は
大
統
領
は
「
連
邦
の
陸
軍
及
び
海
軍
、
並
び
に
現
に
連
邦
の
任
務
に
招
集
さ
れ
た
州
の

民
兵
の
最
高
司
令
官

(
C
o
m
m
a
n
d
e
r
in 
Chief)
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

米
国
憲
法
の
起
草
過
程
に
お
い
て
は
、
当
初
議
会
は
「
戦
争
を
行
う

(
m
a
k
e
w
a
r
)
」
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
現
在
の
文
言

に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
大
統
領
に
「
突
然
の
攻
撃
を
撃
退
す
る

(repeal
s
u
d
d
e
n
 attack)
」
す
な
わ
ち
緊
急
の
場
合
に
議
会
の
承
認
を
待

委
ね
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
、

た
ず
に
即
時
に
反
撃
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、
及
び
戦
争
を
行
う
上
で
の
作
戦
上
の
事
項
に
つ
い
て
は
議
会
よ
り
も
大
統
領
に
決
定
を

と
い
う
二
つ
の
考
慮
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
米
国
憲
法
上
は
戦
争
権
限
は
議
会
と
大
統
領
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
戦
争
開
始
を

決
定
す
る
究
極
の
権
限
を
議
会
に
認
め
る
の
か
大
統
領
に
認
め
る
の
か
に
つ
い
て
は
憲
法
制
定
後
か
ら
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

方
で
、
原
則
と
し
て
米
国
の
軍
事
行
動
に
は
「
戦
争
宣
言
」
に
象
徴
さ
れ
る
議
会
の
授
権
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、

ー

そ
の
例
外
と
し
て
大
統

六
〇
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付
与
さ
れ
て
お
り
、
大
統
領
は
自
衛
な
ど
「
戦
争
」
に
い
た
ら
な
い

I. 

ノ‘

（
国
際
法
上
宣
戦
布
告
を
必
要
と
し
な
い
）
あ
ら
ゆ
る
武
力
行
使
を

(
4
)
 

領
単
独
の
決
定
に
よ
る
軍
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
、
憲
法
が

「
最
高
司
令
官
」
と
指
定
し
た
こ
と
の
意
義

を
重
視
し
大
統
領
単
独
の
決
定
に
よ
る
軍
事
行
動
を
広
範
に
認
め
れ
ば
、
原
則
と
例
外
の
関
係
は
逆
転
す
る
。

一
方
の
説
は
、
戦
争
宣
―
―
―
口
条
項
は
戦
争
に
関
す
る
一
切
の
権
限
を
議
会
が
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
あ
ら
ゆ
る
軍
の
使
用
は
、
宣

戦
布
告
な
き
戦
争
や
戦
争
に
い
た
ら
な
い
武
力
行
使
、
情
報
機
関
に
よ
る
秘
密
の
準
軍
事
的
活
動
の
よ
う
な
も
の
も
含
め
て
、
議
会
の
事

前
の
明
示
的
か
つ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
授
権
（
戦
争
宣
言
、
制
定
法
ま
た
は
決
議
の
形
式
で
の
）
な
し
に
は
な
し
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
切
の
武
力
行
使
に
授
権
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
憲
法
第
一
編
八
節
一

(
6
)
 

及
び
復
仇
の
特
許
状

(Letters
of 
M
a
r
q
u
e
 a
n
d
 R
e
p
r
i
s
a
l
)
を
発
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
「
戦
争
」
に
い
た
ら
な
い
敵
対
行
為
や

私
人
が
米
国
の
た
め
に
武
力
行
使
を
行
う
場
合
で
も
議
会
の
授
権
が
必
要
で
あ
る
と
制
憲
者
は
意
図
し
て
い
た
と
い
う
。

他
方
の
説
は
、
大
統
領
の
戦
争
権
限
を
広
範
に
認
め
る
説
で
あ
る
。
米
国
の
戦
争
権
限
は
「
最
高
司
令
官
」
た
る
大
統
領
に
排
他
的
に

独
自
の
判
断
で
な
し
う
る
。
議
会
の
戦
争
宣
言
は
軍
へ
の
支
出
の
承
認
と
同
様
に
大
統
領
の
戦
争
権
限
に
対
す
る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
の
方

法
で
し
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
武
力
行
使
が
主
権
国
家
に
対
す
る
攻
撃
戦
争
ま
た
は
全
面
戦
争
と
な
る
場
合
に
限
り
戦
争
宣
言
の
形
に
よ

る
議
会
の
授
権
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
。

両
説
は
司
法
の
役
割
や
制
憲
者
の
意
思
の
解
釈
に
関
し
て
も
対
立
が
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
は
世
界
各
地
で
の
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
や

集
団
安
保
体
制
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
核
兵
器
の
発
達
を
背
景
に
、
軍
事
的
決
定
の
迅
速
性
・
秘
密
性
の
観
点
か
ら
大
統
領
に
戦
争
権

限
を
認
め
る
主
張
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
軍
事
行
動
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
観
点
か
ら
議
会
に
戦
争
権
限
あ
り
と
す
る
主
張
も

な
さ
れ
、
議
会
に
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
は
あ
る
が
決
着
を
見
て
い
な
い
。

(10) 

歴
代
の
大
統
領
は
最
高
司
令
官
条
項
や
そ
の
他
の
憲
法
規
定
を
根
拠
に
議
会
の
授
権
な
し
に
軍
事
行
動
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、

L
i
n
 ,
 

一
項
で
、
同
項
は
議
会
が

「
私
掠
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ベ
ト
ナ
ム
戦
争
(
-
九
六
四
ー
七
五
年
）

は
論
議
を
呼
ん
だ
。

coln
は
南
北
戦
争
(
-
八
六
一
ー
六
五
年
）
に
お
い
て
議
会
の
授
権
の
な
い
ま
ま
徴
兵
を
行
い
南
部
と
の
戦
争
を
遂
行
し
た
。

F
r
a
n
k
l
i
n

R
o
o
s
e
v
e
l
t
大
統
領
も
第
二
次
世
界
大
戦
に
先
立
っ
て
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
な
ど
へ
の
派
兵
を
行
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

米
国
の
対
外
軍
事
行
動
は
二
百
回
を
越
え
る
が
、
議
会
の
戦
争
宣
言
が
行
わ
れ
た
の
は
、
米
英
戦
争
(
-
八
―
ニ
ー
一
五
年
）
、
米
墨
戦
争

四
五
年
）

（
一
八
四
六
ー
四
七
年
）
、
米
西
戦
争
(
-
八
九
八
年
）
、
第
一
次
世
界
大
戦
(
-
九
一
七
ー
一
九
年
）
、
第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
四
一
ー

(12) 

の
五
回
に
と
ど
ま
る
。
大
戦
後
も

T
r
u
m
a
n
大
統
領
は
朝
鮮
戦
争
(
-
九
五

O
I
五
三
年
）
に
お
い
て
議
会
の
授
権
の
な
い
ま

ま
米
軍
を
投
入
し
た
。

そ
の
後
は
、

E
i
s
e
n
h
o
w
e
r
政
権
の
台
湾
決
議
（
一
九
五
五
年
）
、
中
東
決
議
(
-
九
五
七
年
）
、

K
e
n
n
e
d
y
政
権
の
キ
ュ
ー
バ
危
機
決
議
・

ベ
ル
リ
ン
決
議
(
-
九
六
二
年
）

と
、
主
要
な
軍
事
行
動
に
お
い
て
大
統
領
は
議
会
の
承
認
ま
た
は
支
持
を
求
め
る
態
度
を
と
っ
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は

T
o
n
k
i
n
湾
決
議
(
-
九
六
四
年
）
と
い
う
議
会
の
授
権
が
存
在
し
、

ゆ
え
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
そ
の
も
の
は
合
憲
で

あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
前
に
議
会
の
承
認
の
な
い
ま
ま

K
e
n
n
e
d
y
政
権
に
よ
っ
て
米
軍
の
南
ベ
ト

ナ
ム
派
遣
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
前
記
決
議
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

T
o
n
k
i
n
湾
事
件
が

J
o
h
n
s
o
n
政
権
の
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

N
i
x
o
n
大
統
領
は
、
秘
密
裡
に
実
施
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
爆
撃
(
-
九
六
九
ー
七

0
年
）
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
侵
攻
(
-
九
七

0
年
）
な
ど
一
方
的
に
戦
争
を
拡
大
し
、
議
会
に
よ
る

T
o
n
k
i
n
湾
決
議
の
廃
止
(
-
九
七
一
年
）
後
も
最
高
司
令
官
条

項
を
根
拠
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
継
続
し
（
特
に
パ
リ
和
平
協
定
締
結
後
も
北
爆
を
続
行
）
、
議
会
と
の
間
に
深
刻
な
対
立
を
生
じ
た
。
そ
し

て
議
会
で
は
大
統
領
に
よ
る
ほ
し
い
ま
ま
の
軍
事
行
動
を
制
約
す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

r. 

ノ‘
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戦
争
権
限
決
議
の
成
立

一
九
七
三
年
、
米
国
議
会
は
、
本
来
議
会
が
有
す
る
は
ず
の
戦
争
権
限
を
自
ら
の
手
に
取
り
戻
し
対
外
事
項
の
政
策
決
定
に
関
与
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
、

N
i
x
o
n
大
統
領
の
拒
否
権
発
動
を
三
分
の
二
以
上
の
多
数
の
賛
成
で
覆
し
て
「
戦
争
権
限
決
議
」
を
成
立
さ
せ
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
決
議
の
目
的
と
政
策
|
|
i
決
議
の
目
的
は
、
制
憲
者
の
意
図
を
実
施
し
「
敵
対
行
為

(hostilities)
ま
た
は
敵
対
行
為
へ
の
差
し
迫

っ
た
関
与
が
情
勢
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
状
況

(situations
w
h
e
r
e
 i
m
m
i
n
e
n
t
 i
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t
 in 
hostilities 
is 
clearly 
in-

へ
の
米
軍
の
投
人
に
議
会
と
大
統
領
の
「
共
同
の
決
定
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
で

あ
る
（
二
節
切
）
。
ま
た
、
決
議
制
定
の
根
拠
は
、
憲
法
が
連
邦
政
府
、

に
必
要
か
つ
適
切
な
法
を
制
定
す
る
権
限
を
付
与
す
る
憲
法
第
一
編
八
節
に
あ
る
（
二
節
⑮
）
。
そ
し
て
、
米
軍
を
敵
対
行
為
に
投
入
す
る

大
統
領
の
最
高
司
令
官
と
し
て
の
憲
法
上
の
権
限
は
、

m戦
争
宣
言
、

5
特
別
の
制
定
法
に
よ
る
授
権
、
③
米
国
、
そ
の
統
治
地
域
ま
た

は
米
軍
に
対
す
る
攻
撃
に
よ
る
国
家
的
緊
急
事
態
の
場
合
に
限
ら
れ
る

、1
,2
 

¢
ー

~
i
言

期
的
に
議
会
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る

｀

ー
J3
 

,
1
,
 

I. 

ノ‘

そ
の
部
局
及
び
職
員
に
付
与
し
た
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
実
施
す
る
の

議
会
と
の
協
議
|
_
i
大
統
領
は
、
米
軍
を
敵
対
行
為
ま
た
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
状
況
に
投
入
す
る
場
合
は
、
事
前
に
及
び
事
後
定

軍
の
投
入
を
必
要
と
す
る
情
勢
、

d
i
c
a
t
e
d
 b
y
 t
h
e
 c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
)」

2
 

（
三
節
）
。

議
会
へ
の
報
告
—
ー
大
統
領
は
、
戦
争
宣
言
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
米
軍
を
①
敵
対
行
為
ま
た
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
関
与
が
情
勢

に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
状
況
、
②
戦
闘
の
装
備
を
し
て
外
国
の
領
域
（
訓
練
な
ど
の
場
合
を
除
く
）

て
す
で
に
外
国
に
所
在
す
る
米
軍
の
増
強
の
た
め
に
投
入
す
る
場
合
に
は
、

⑮
投
入
の
憲
法
上
及
び
法
律
上
の
根
拠
、

に
ま
た
は
③
戦
闘
の
装
備
を
し

四
八
時
間
以
内
に
下
院
議
長
及
び
上
院
臨
時
議
長
に
、

5
米

い
敵
対
行
為
ま
た
は
そ
の
関
与
の
範
囲
及
び
期
間
の
評
価
に

つ
い
て
の
報
告
を
書
面
で
提
出
す
る
も
の
と
す
る
（
四
節
切
）
。
大
統
領
は
そ
の
後
定
期
的
に
（
六
か
月
以
内
に
一
度
）
報
告
を
提
出
す
る

（
二
節
い
）
。
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（
四
節
い
）
。

④
軍
使
用
の
終
了
期
限
ー
ー
＇
四
節
⑧
①
に
基
づ
く
報
告
が
提
出
さ
れ
る
日
ま
た
は
提
出
が
求
め
ら
れ
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
早
い
日

の
後
六

0
日
以
内
に
、
議
会
が
①
戦
争
宣
言
も
し
く
は
軍
の
使
用
を
特
別
に
授
権
す
る
法
律
の
制
定
ま
た
は
②
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
六

0
日
の
期
間
を
延
長
し
な
い
限
り
、
ま
た
は
③
米
国
へ
の
武
力
攻
撃
の
結
果
議
会
の
会
合
が
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
大

統
領
は
米
軍
の
使
用
を
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
六

0
日
の
期
間
は
、
米
軍
の
迅
速
な
撤
退
の
た
め
の
避
け
が
た
い
軍
事

決
議
の
解
釈
敵
対
行
為
ま
た
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
状
況
に
軍
を
投
入
す
る
権
限
は
、

上
の
必
要
が
あ
る
と
大
統
領
が
決
定
し
議
会
に
書
面
で
通
知
し
た
場
合
、
三

0
日
を
越
え
な
い
範
囲
で
延
長
さ
れ
る

③
撤
退
（
撤
収
）
の
指
示
ー
五
節
⑮
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
米
軍
が
戦
争
宣
言
ま
た
は
法
律
の
授
権
な
し
に
国
外
で
敵
対
行
為

に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
は
、
撤
退
を
指
示
す
る
議
会
の
同
意
決
議
に
よ
り
大
統
領
は
軍
を
撤
退
さ
せ
る
も
の
と
す
る
（
五
節
い
）
。

⑥
優
先
手
続
ー
五
節
⑯
に
規
定
す
る
合
同
決
議
案
ま
た
は
法
律
案
の
議
事
に
お
け
る
優
先
手
続
（
六
節
）
、
及
び
五
節
い
に
規
定
す

る
同
意
決
議
案
の
優
先
手
続
（
七
節
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
規
定
が
当
該
権
限
を
特
別
に
授
権

し
か
つ
本
決
議
の
意
味
内
で
の
特
別
の
制
定
法
に
よ
る
授
権
で
あ
る
と
の
意
図
を
明
示
し
な
い
限
り
、
既
存
の
ま
た
は
将
来
制
定
さ
れ
る

歳
出
予
算
法
の
規
定
ま
た
は
条
約
か
ら
推
論
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
（
八
節
い
）
。
ま
た
、
本
決
議
の
ど
の
規
定
も
、
①
大
統
領
及
び
議
会
の

憲
法
上
の
権
限
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
②
大
統
領
に
新
た
な
権
限
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
（
八
節
⑯
）
。

以
上
の
よ
う
な
戦
争
権
限
決
議
の
内
容
で
あ
る
が
、
現
実
の
適
用
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
実
効
性
の
疑
わ
し
い
法
律
で
あ
る
。
運
用
上
問

題
に
な
る
の
は
、
事
前
協
議
、
報
告
、
六

0
日
後
の
撤
退
な
ど
の
規
定
は
、
あ
ら
ゆ
る
軍
の
投
入
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
の
か
、
二
節
い

③
の
「
国
家
的
緊
急
事
態
」
に
限
ら
れ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
れ
を
越
え
て
議
会
の
戦
争
宣
言
ま
た
は
制
定
法
に
よ
る
授
権
の
な
い
軍
の

投
入
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
の
か
不
明
確
な
点
で
あ
る
。
ま
た
、
「
敵
対
行
為
ま
た
は
敵
対
行
為
へ
の
差
し
迫
っ
た
関

（
五
節
⑯
）
。

六
四
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歴
代
の
大
統
領
は
最
高
司
令
官
と
し
て
の
権
限
を
制
約
す
る
の
で
違
憲
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
特
に
、
決
議
の
制
定
後
も
大
統

領
に
よ
る
軍
の
行
使
は
何
度
も
行
わ
れ
た
が
、
議
会
と
の
事
前
協
議
は
行
わ
れ
ず
、
決
議
四
節
い
①
に
規
定
す
る
議
会
へ
の
報
告
を
大
統

領
が
怠
る
、
あ
る
い
は
「
戦
争
権
限
決
議
に
従
っ
て
」
「
報
告
」
は
行
う
が
決
議
四
節
①
①
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
な
い
こ

(15) 

と
が
多
か
っ
た
。
例
外
的
事
例
と
し
て
、

F
o
r
d
政
権
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
拿
捕
さ
れ
た
M
a
y
a
g
u
e
z
号
の
救
出
作
戦
(
-
九
七
五
年
）

が
あ
る
が
、
事
前
協
議
は
な
く
、
作
戦
終
了
後
に
決
議
四
節
印
①
に
言
及
し
た
報
告
が
行
わ
れ
た
（
た
だ
し
、

み
で
あ
っ
た
）
。
さ
ら
に
、
報
告
の
提
出
に
よ
り
五
節
⑮
の
六

0
日
の
期
間
満
了
に
よ
る
撤
退
規
定
が
適
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
報
告

の
提
出
の
な
い
ま
ま
軍
事
行
動
が
六

0
日
を
越
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
の
「
タ
ン
カ
ー
戦
争
」
及
び

N
A
T
O
に
よ
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
空
爆
）
。

決
議
成
立
後
も
大
統
領
に
よ
る
武
力
行
使
は
何
度
も
行
わ
れ
、

立
が
表
面
化
し
た
が
、
多
く
の
場
合
、
議
会
は
「
敵
対
行
為
」
に
該
当
す
る
か
、

終
始
し
、
結
局
、
大
統
領
と
の
対
立
を
避
け
何
ら
の
行
動
も
と
れ
な
い
で
終
わ
っ
た
。

議
会
が
特
別
の
法
律
に
よ
る
授
権
を
行
い
、
軍
事
行
動
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
で
き
た
の
は
レ
バ
ノ
ン
派
兵
と
湾
岸
戦
争
の
二
度
だ
け
で

あ
る
（
湾
岸
戦
争
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
R
e
a
g
a
n
政
権
に
よ
る
平
和
維
持
目
的
で
の
レ
バ
ノ
ン
駐
留
(
-
九
八
ニ
ー
八
四
年
）
に
お
い
て
、

大
統
領
と
議
会
の
妥
協
の
結
果
成
立
し
た
レ
バ
ノ
ン
多
国
籍
軍
決
議
（
合
同
決
議
）

別
の
授
権
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
戦
争
権
限
決
議
四
節
①
①
が
八
三
年
八
月
二
九
日
を
も
っ
て
作
動
し
た
こ
と
、
派
兵
の
期
間
は
当
該

日
よ
り
一
八
か
月
間
と
し
、
六

0
日
毎
に
大
統
領
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
大
統
領
は
決
議
に
署
名
し
た
も
の
の
、
戦

（
例
え
ば
平
和
維
持
目
的
で
の
駐
留
）
。

「
タ
ン
カ
ー
戦
争
」
や
湾
岸
危
機
で
は
議
会
と
大
統
領
の
間
に
深
刻
な
対

（
例
え
ば
、

六
五

い
つ
の
時
点
か
ら
六

0
日
が
起
算
さ
れ
る
か
の
議
論
に

は
、
戦
争
権
限
決
議
に
規
定
す
る
制
定
法
に
よ
る
特

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
ペ
ル
シ
ア
湾
で
の
イ
ラ
ン

与
が
情
勢
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
状
況
」
も
あ
い
ま
い
な
概
念
で
、
米
軍
の
海
外
派
遣
の
た
び
に
こ
れ
に
該
当
す
る
か
議
論
が
あ
る

「
留
意
す
る
」
と
述
べ
た
の

20-3•4-247 (香法2001)



を
仰
ぐ
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
米
国
に
お
け
る
戦
争
権
限
論
争
で
あ
る
が
、
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
憲
法
及
び
法
律
に
照
ら
し
て
裁
判
所
の
判
断

(25) 

こ
れ
ま
で
も
大
統
領
の
軍
の
使
用
に
つ
い
て
連
邦
最
高
裁
が
判
断
を
下
し
た
判
決
が
あ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
特
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
関
し
て
、
法
廷
闘
争
に
よ
っ
て
大
統
領
の
権
限
を
争
う
こ
と
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
多
数
の
下
級
審
判
決

例
が
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
の
M
o
r
a
v. 
M
c
N
a
m
a
r
a
,
 3
8
9
 
U
.
S
.
 9
3
4
 (
1
9
6
7
)
 

(
裁
量
上
訴
を
拒
否
）
や

A
t
l
e
e
v. 
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
,
 

3
 

争
権
限
決
議
が
違
憲
で
あ
る
こ
と
、
及
び
一
八
か
月
の
期
限
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。

(18) 

学
説
の
中
に
も
最
高
司
令
官
と
し
て
の
大
統
領
の
権
限
を
侵
す
が
ゆ
え
に
違
憲
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

す
る
六

0
日
（
ま
た
は
九

0
日

）

（

二

節

い

③

の

緊

急

事

態

の

場

合

に

限

ら

ず

）

認

め

ら

(19) 

れ
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
、
他
方
、
大
統
領
は
議
会
の
事
前
の
授
権
の
な
い
ま
ま
六

0
日
間
軍
を
使
用
で
き
る
と
解
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
決

議
は
違
憲
で
あ
る
と
い
う
見
解
や
、
六

0
日
間
の
期
間
が
適
用
さ
れ
る
の
は
二
節
い
③
の
場
合
に
限
ら
れ
、
原
則
は
憲
法
の
戦
争
宣
言
条

(20) 

項
及
び
戦
争
権
限
決
議
（
特
に
八
節
⑮
②
）
に
従
っ
て
議
会
の
事
前
の
授
権
が
必
要
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

ま
た
、
法
律
の
効
力
を
持
た
な
い
同
意
決
議
に
よ
っ
て
軍
の
撤
退
を
指
示
す
る
五
節
い
の
規
定
は
、
議
会
が
判
断
を
留
保
し
事
後
に
法

律
に
よ
ら
な
い
形
式
で
大
統
領
を
拘
束
す
る
議
会
拒
否
権
制
度
が
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
た
最
高
裁
の

I
•N
.
 S
.
 

v. 
C
h
a
d
h
a
,
 4
6
2
 

(

2

2

)

(

2

3

)

 

s. 9
1
9
 (
1
9
8
3
)

の
先
例
に
照
ら
し
て
違
憲
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
議
会
は
戦
争
権
限
決
議
の
議
会
拒
否
権
に
関
す
る
判
断
で

は
な
い
と
し
て
五
節
い
を
改
正
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

(24) 

律
の
審
議
の
手
続
を
規
定
し
た
条
文
が
追
加
さ
れ
た
。

戦
争
権
限
と
司
法
審
査

の
期
間
は
大
統
領
に
よ
る
軍
の
使
用
が
自
由
に

c::::: 

五
節
⑯
に
規
定

一
九
八
三
年
に
五
節
い
の
場
合
に
軍
の
撤
退
を
指
示
す
る
合
同
決
議
ま
た
は
法

六
六
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見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

4
1
1
 U. S
.
 9
1
1
 (
1
9
7
3
)
 
(
政
治
的
問
題
と
し
た
原
判
決
を
理
由
を
付
さ
ず
是
認
）
に
複
数
の
裁
判
官
が
審
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
反

カ
ン
ボ
ジ
ア
爆
撃
の
合
法
性
が
争
わ
れ
た

H
o
l
t
z
m
a
n
v. 
Schlesinger, 4
1
4
 
U
.
S
.
 1
3
1
6
 (
1
9
7
3
)

で
は
、
地
裁
に
よ
る

爆
撃
の
差
止
命
令
を
停
止
し
た
控
訴
裁
の
命
令
を
D
o
u
g
l
a
s
裁
判
官
が
取
り
消
し
た
の
に
対
し
、

M
a
r
s
h
a
l
l
裁
判
官
が
他
の
裁
判
官
の
同

意
を
得
て
再
び
停
止
を
命
令
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
結
局
、
最
高
裁
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
合
憲
性
を
判
断
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ

一
九
七
一
二
年
に
戦
争
権
限
決
議
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
争
権
限
を
め
ぐ
る
紛
争
は
憲
法
の
抽
象
的
な
文
言
の
解
釈
論
争

に
と
ど
ま
ら
ず
、

合
性
だ
け
で
な
く
、
決
議
と
の
適
合
性
と
い
う
間
題
も
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
に

R
e
a
g
a
n
政
権
以
降
、
対
外
武
力
行
使
が
増
え
、
他
方

大
統
領
と
異
な
る
政
党
が
多
数
を
占
め
る
議
会
も
戦
争
権
限
を
主
張
し
て
軍
事
行
動
を
自
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
こ
う
と
し
、
連
邦

議
会
の
議
員
が
決
議
に
従
わ
な
い
大
統
領
を
相
手
取
っ
て
出
訴
し
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
決
議
の
遵
守
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
事
例
が

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
戦
争
権
限
決
議
成
立
後
に
提
起
さ
れ
た
裁
判
を
検
討
の
対
象
と
し
、

対
す
る
司
法
権
行
使
の
態
様
か
ら
安
全
保
障
の
問
題
に
対
す
る
司
法
審
査
の
方
法
及
び
戦
争
権
限
決
議
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
諸
判
決
は
具
体
的
に
は
中
米
紛
争
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
、

岸
戦
争
、

コ
ソ
ボ
紛
争
と
い
っ
た
事
件
で
あ
り
、
裁
判
の
争
点
と
し
て
は
、
政
治
的
問
題
、
訴
え
の
成
熟
性
、
原
告
適
格
、

と
い
っ
た
本
案
前
の
事
件
性
に
関
わ
る
問
題
が
多
い
（
憲
法
の
戦
争
権
限
条
項
や
戦
争
権
限
決
議
の
解
釈
を
示
し
た
判
決
も
あ
る
）
。

そ
も
国
家
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
問
題
に
裁
判
所
が
関
与
す
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
、
政
治
的
紛
争
の
解
決
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
裁
判

所
が
適
切
な
の
か
と
い
う
問
題
に
、
裁
判
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
答
え
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、

こ。t
 

対
し
た
ほ
か
、

六
七

よ
り
明
確
な
規
則
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
統
領
の
一
方
的
決
定
に
よ
る
軍
事
行
動
は
憲
法
と
の
適

そ
れ
ら
の
判
決
に
見
ら
れ
る
戦
争
権
限
に

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
（
ペ
ル
シ
ア
湾
パ
ト
ロ
ー
ル
）
、
湾

ム
ー
ト
ネ
ス

そ
も

20~3-4 249 (香法 2001)



(
5
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

(
1
)
 

E
l
y
,
 
s
u
p
r
a
,
 
n. 2, 
6; 

M. J. G
l
e
n
n
o
n
,
 
T
h
e
 G
u
l
f
 

「
最
高
司
令
官
」
と
は
、

「
突
然
」
と
い
う
こ
と

連
邦
議
会
が
「
戦
争
を
宣
言
し
、
私
掠
及
び
復
仇
の
特
許
状
を
発
し
、
陸
上
及
び
海
上
で
の
捕
獲
に
関
す
る
規
則
を
作
成
す
る
」
権
限
を
有
す
る
と
規
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
陸
軍
及
び
海
軍
の
設
置
及
び
維
持
、
そ
の
統
制
及
び
規
律
に
関
す
る
規
則
の
制
定
、
民
兵
の
（
連
邦
の
任
務
へ
の
）
招
集
と
そ
の
編
成
、

装
備
及
び
規
律
に
関
す
る
規
則
の
制
定
の
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い
る
（
第
一
編
八
節
―
ニ
ー
一
六
項
）
。

J• 

H
.
 E
l
y
,
 
W
A
R
 A
N
D
 R
E
S
P
O
N
S
I
B
I
L
I
T
Y
 5
 (1993). 外
国
か
ら
の
侵
攻
の
場
合
大
統
領
単
独
で
戦
争
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
例
外
は
、
制
憲
者

意
思

(M.
F
a
r
r
a
n
d
,
 
2
 T
H
E
 R
E
C
O
R
D
S
 O
F
 T
H
E
 C
O
N
V
E
N
T
I
O
N
 O
F
 
1
7
8
7
 1
6
8
 (rev. e
d
.
 1
9
6
6
)
)
、
建
芦
国
以
宰
太
り
慣

g汀
、
判
3
例

(
T
h
e
P
r
i
z
e
 C
a
s
e
s
,
 
6
7
 

U
.
S
.
 (2 
B
l
a
c
k
)
 6
3
5
,
 
6
6
8
 (1862))
に
よ
る
。
ま
た
、

E
l
y
は
憲
法
第
一
編
一

0
節
三
項
が
州
の
軍
事
行
動
の
権
限
に
つ
い
て
「
い
か
な
る
州
も
、
議
会
の

同
意
な
し
に
…
…
現
実
に
侵
略
さ
れ
ま
た
は
遅
滞
を
許
さ
な
い
よ
う
な
差
し
迫
っ
た
危
険
の
あ
る
場
合
を
除
き
戦
争
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
統
領
の
戦
争
を
遂
行
す
る
権
限
に
つ
い
て
も
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。

E
l
y
,
s
u
p
r
a
,
 
n. 7. 
戦
争
権
限
条
項
の
起

草
過
程
に
つ
い
て
は
、

C
.
A
.
 L
o
f
g
r
e
n
,
 
W

m
、
1
Mミ
k
i
n
g
U
n
d
e
r
 t
h
e
 C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
:
 
T
h
e
 0
注
さ
2
d
l
uミ
d
e
m
tミ
n
d
i
n
g
,
8
1
 Y
a
l
e
 L. J
.
 
6
7
2
 (1972). 

戦
争
権
限
を
個
人
な
い
し
単
一
の
機
関
に
独
占
さ
せ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

D
'
A
m
a
t
o
は
、
「
硬
貨
を
鋳
造
す
る
」
「
郵
便
局
を
設
置
す
る
」
と
い
っ
た
議
会
の
権
限
に
関
す
る
他
の
憲
法
の
規
定
に
文
言
上
の
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず

実
質
的
か
つ
完
全
な
権
限
を
読
み
込
む
最
高
裁
の
解
釈
方
法
を
参
照
し
、
「
戦
争
を
宣
言
す
る
」
も
戦
争
を
授
権
す
る
完
全
な
権
能
が
議
会
に
付
与
さ
れ
て

い
る
と
論
じ
る
。A
•
D
'
A
m
a
t
o
,
 I
N
T
E
R
N
A
T
I
O
N
A
L
 L
A
W
 A
N
D
 P
O
L
I
T
I
C
A
L
 R
E
A
L
I
T
Y
 
6
7
 (1995). 

E
R
A
L
I
S
T
,
 
n
o
.
 69, 
4
6
5
 (ed. b
y
 J. 
C
o
o
k
e
,
 
1
9
6
1
)
)
。

ま
た
、
制
憲
者
の
一
人
H
a
m
i
l
t
o
n
は

、

議

会

の

宣

戦

権

限

は

和

戦

の

決

定

を

行

う

こ

と

を

意

味

し

、

戦

争

を

行

う

大

権

を

有

す
る
英
国
国
王
と
は
異
な
り
、
「
連
合
の
筆
頭
の
将
軍
及
び
提
督
と
し
て
陸
海
軍
の
最
高
の
指
揮
命
令
以
上
の
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
(
T
H
E
F
E
D
'
 

Cf. 
L. F
i
s
h
e
r
,
 
P
R
E
S
I
D
E
N
T
I
A
L
 W
A
R
 P
O
W
E
R
 1
 (1995). 

wミ
ミ
n
d
t
h
e
 
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
,
 
7
0
 F
o
r
e
i
g
n
 A
f
f
a
i
r
s
 8
4
 (
1
9
9
1
)
 ;
 L. H
e
n
k
i
n
,
 
F
O
R
E
I
G
N
 

A
F
F
A
I
R
S
 O
F
 T
H
E
 U
N
I
T
E
D
 S
T
A
T
E
S
 C
O
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
 9
8
 (
2
n
d
 e
d
.
 1
9
9
6
)
;
 
F
i
s
h
e
r
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 4, 
2. 
ま
た
、
迂
i

(

7

4

)

の
a
m
i
c
u
s
b
r
i
e
f
 -1≪ 
ぷ
参
昭
唸

た
だ
し
、
例
外
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
領
土
に
対
す
る
攻
撃
に
限
る
の
か
否
か
で
幅
が
あ
る
。
例
え
ば
、

T
r
i
b
e
は
在
外
米
国
民
の
保
護
や
同
盟
国

の
防
衛
の
た
め
の
大
統
領
単
独
の
武
力
行
使
は
合
憲
で
あ
る
と
い
う
。L•H
.
 T
r
i
b
e
,
 
1
 A
M
E
R
I
C
A
N
 
C
O
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
A
L
 
L
A
W
 6
5
9
 (
3
r
d
 
e
d
.
 2000)・ 

F
r
a
n
k
も
在
外
米
国
民
の
救
出
や
国
連
憲
章
七
章
の
下
で
授
権
さ
れ
た
武
力
行
使
を
挙
げ
る
。

T
.

M. F
r
a
n
k
,
 
R
e
t
h
i
n
k
i
n
g
 
W
a
r
 P
o葵
ers:
B
y
 L
a
w
 

o
r
b
y
7
7
T
君
u
m
a
t
u
r
g
i
c
I
n
v
o
c
a
t
i
o
n
"
?
,
 
8
3
 A
m
.
 J.
 
Int'l. 
L. 7
7
2
 
(1989)• 

E
l
y
も
、
卸
叩
富
心
考
口
は
戦
R

争
丁
宣
言
条
項
の
例
外
と
し
て

に
力
点
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
米
国
領
土
の
侵
略
の
場
合
に
限
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

六
八

20-3•4-250 (香法2001)



米国における戦争権限と司法審査（湯山）

(10) 

(
9
)
 

(
8
)
 

(
7
)
 

(
6
)
 
な
お
、

六
九

H
e
n
k
i
n
は
、
大
統
領
の
単
独
の
武
力
行
使
が
許
さ
れ
る
場
合
で
も
、
議
会
の
事
後
の
監
督
に
服
す
る
と
い
う
。

一
括
し
て
「
復
仇
免
状
」
と
訳
す
こ
と
も
あ
る
。
海
上
で
の
私
掠

(
m
a
r
q
u
e
,
私
拿
捕
ま
た
は
捕
獲
）
と
陸
上
で
の
（
私
的
）
復
仇

(reprisal)
は
、
私

人
が
本
国
の
許
可
を
得
て
外
国
ま
た
は
そ
の
国
民
に
対
し
て
行
っ
た
自
力
救
済
で
あ
る
（
の
ち
に
国
家
に
よ
る
公
的
復
仇
へ
と
転
化
し
た
）
。
そ
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
木
村
賓
「
「
裁
判
拒
否
」
概
念
の
継
承
と
機
能
転
換
」
法
律
時
報
五
五
巻
八
号
(
-
九
八
三
）
九
八
頁
。

E
l
y
は
、
制
憲
者
は
宣
戦
布
告
な
し
に
戦
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
が
戦
争
を
行
う
決
定
と
し
て
戦
争
宣
言
を
観
念
し
た
の
で
あ
り
、
復
仇
免

状
や
陸
上
及
び
海
上
で
の
捕
獲
に
関
す
る
規
則
も
議
会
の
授
権
を
要
す
る
と
い
う
憲
法
の
規
定
振
り
か
ら
米
国
を
代
表
し
て
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
武
力
行

使
が
議
会
の
授
権
を
必
要
と
す
る
と
い
う
。

Ely,
s
u
p
r
a
 n. 2
,
 
1
,
 
6
6
 ,
 6
7
 a
n
d
 1
0
6
.
 

同
旨
、

L.
F. D
a
m
r
o
s
c
h
,
 
T
h
e
 Constitutional Responsibility 

o
f
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 f
o
r
 
Militミ
y

E
ミ
g
a
g
e
m
e
n
t
s
,
8
9
 
A
m
.
 J. 
Int'!. 
L. 6
6
 (
1
9
9
5
)
.
 
L
o
f
g
r
e
n
は
、
公
的
復
仇
に
よ
っ
て
戦
争
を
開
始
し
た
制
憲
時
の
英
国

の
実
行
を
指
摘
す
る
。
L
o
f
g
r
e
n
,
s
u
p
r
a
 n. 2
,
 
6
8
9
.
 
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
J
.C• 

Y
o
o
,
 P
o
i
n
t
/
 C
oミ
n
tミ
rpoint:
K
o
s
o
v
 0
 ,
 W
a
r
 

P
o良
ers,
ミ
ミ

d
the 
Multilateral 
F
ミ
ure,
1
4
8
 
U
.
 P
a
.
 L. R
e
v
.
 1
6
7
3
,
 
1
6
9
0
,
 
n. 6
7
 (
2
0
0
0
)
.
 

E. V
.
 R
o
s
t
o
w
,
 
"
O
葵
e
M
o
r
e
U
n
[
O
[
h
e
B
r
eミ
c
l
t
.
.
n
[
h
e
wミ、

P
o
w
e
r
s
R
e
s
o
l
u
t
i
o
n
 Revisited二
2
1

V
a
l
.
 U
.
 L. R
e
v
.
 (
1
9
8
6
)
;
 
A
.
 D. S
o
f
a
e
r
,
 

T
h
e
p
o
w
e
r
o
0
ミ、

W

月
5
0

U
.
 M
i
a
m
i
 L. R
e
v
.
 3
3
 (
1
9
9
5
)
.
 
代
表
的
論
者
で
あ
る

T
u
r
n
e
r
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
は
国
を
防
衛
す
る
資
任
を
有
し
、

国
際
法
上
宣
戦
布
告
を
要
求
さ
れ
な
い
、
外
国
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
自
衛
戦
争
、
海
外
に
展
開
す
る
米
軍
や
在
外
自
国
民
の
保
護
、
そ
の
他
の
米
国
の
安

全
保
障
上
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
武
力
行
使
、
国
家
以
外
の
実
体
に
対
す
る
敵
対
行
為
（
内
戦
へ
の
介
入
）
な
ど
は
独
自
の
判
断
で
軍
を
投
入
で
き
る

と
い
う
。
ま
た
、
法
律
の
執
行
者
（
執
行
府
の
長

C
h
i
e
f
E
x
e
c
u
t
i
v
e
)

と
し
て
国
際
条
約
に
規
定
さ
れ
た
武
力
行
使
（
国
連
憲
章
七
章
下
の
強
制
行
動
や

安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く
同
盟
国
の
防
衛
）
も
な
し
う
る
。
唯
一
制
限
さ
れ
る
の
は
他
国
に
対
す
る
攻
撃
ま
た
は
侵
略
戦
争
の
場
合
で
、
議
会
の
戦
争
宣
言

な
し
に
戦
争
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

R.
F. T
u
r
n
e
r
,
 
Wiミ
r
p
o
uミ
ers
a
n
d
 the 
G
u
l
f
 Crisis, 
1
1
7
 
F
r
e
e
d
o
m
 at Issue 6
 (
1
9
9
0
)
;
 

ibid., 

R
E
P
E
A
L
I
N
G
 T
H
E
 W
A
R
 P
O
W
E
R
S
 R
E
S
O
L
U
T
I
O
N
 8
0
 (
1
9
9
1
)
.
 
制
出
恵
者
音
苗
心
に
問
や
し
て
は
、
大
紐
芦
唄
制
文
り
モ
デ
ル
と
な
っ
た
英
国
の
国
王
大
権
、
特
に
戦
争

宣
言
な
し
に
戦
争
を
遂
行
し
た
実
行
が
参
照
さ
れ
る
。

Y
o
o
,
s
u
p
r
a
 n. 7
,
 
1
6
8
8
.
 

M
.
 R
e
i
s
m
a
n
,
 
W
a
r
 P
o
w
e
r
s
:
 
T
h
e
 O
p
e
r
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
d
e
 
o
f
 
C
o
m
p
e
t
e

苔
~
.
8
3
 
A
m
.
 J. 
Int'!. 
L. 7
7
7
 (
1
9
8
9
)

釆
国
の
戦
争
権
限
問
題
を
概
観

し
た
も
の
と
し
て
、
会
田
弘
継
『
戦
争
を
始
め
る
の
は
誰
か
湾
岸
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
議
会
』
(
-
九
九
四
）
。

詳
細
は
以
下
を
参
照
、
宮
脇
客
生
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
戦
争
権
限
』
(
-
九
八

0
)
、
山
田
康
夫
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
お
け
る
戦
争
権
限
」

『
憲
法
の
諸
問
題
（
奥
原
唯
弘
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
第
一
巻
）
』
（
一
九
八
九
）
一
九
五
頁
、
間
宮
庄
平
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
戦
争
権
限
の
統
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(18) 

(17) 

(16) 

(15) 

(14) 

(13) 

(12) 

(11) 括
を
巡
る
制
度
的
認
識
」
産
大
法
学
三
三
巻
三
・
四
号
（
二

0
0
0
)
二
0
一
頁
。

連
邦
最
高
裁
も
そ
の
合
憲
性
を
確
認
し
た
。

T
h
e
P
r
i
z
e
 C
a
s
e
s
,
 
s
u
p
r
a
 n. 2. 

第
一
次
大
戦
の
宣
戦
布
告
は
対
独
、
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
二
回
、
第
二
次
大
戦
の
宣
戦
布
告
は
一
九
四
一
年
の
対
日
、

リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ル
ー
マ
ニ
ア
の
計
三
回
行
わ
れ
て
い
る
が
そ
れ
ぞ
れ
一
回
と
数
え
た
。
米
国
の
軍
事
行
動
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

I
n
s
t
a
n
c
e
s
o
f
 

U
s
e
 o
f
 U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 A
r
m
e
d
 F
o
r
c
e
s
 A
b
r
o
a
d
,
 C
R
S
 R
e
p
o
r
t
 f
o
r
 C
o
n
g
r
e
s
s
 (1989), 
r
e
p
r
i
n
t
e
d
 
i
n
 
T
.
 M
.
 F
r
a
n
k
 a
n
d
 M
.
 J. G
l
e
n
n
o
n
,
 

F
O
R
E
I
G
N
 R
E
L
A
T
I
O
N
S
 A
N
D
 N
A
T
I
O
N
A
L
 S
E
C
U
R
I
T
Y
 L
A
W
 6
5
0
 (
2
n
d
 ed. 1993). 

戦
争
権
限
は
議
会
に
あ
る
と
す
る
説
か
ら
こ
の
よ
う
な
大
統
領
単
独
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
軍
の
行
使
の
実
行
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
分
か
れ
る
。

議
会
の
黙
認
に
よ
り
合
憲
と
な
る
と
い
う
説
や
、
議
会
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
授
権
が
な
い
限
り
違
憲
性
は
変
わ
ら
な
い
と
い
っ
た
説
が
あ
る
が
、
有
力
説
は
議

会
が
大
統
領
の
行
動
を
知
り
つ
つ
予
算
の
支
出
や
徴
兵
延
長
を
承
認
す
れ
ば
授
権
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
ほ
と
ん
ど
の
事
例
が
そ
う
で
あ
る
）
と
い
う
見
解

で
あ
る
。

E
l
y
,
s
u
p
r
a
 
n. 2, 
27; 
H
e
n
k
i
n
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 5, 
99; 
G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 
5, 
90. 

P
u
b
.
 L. N
o
.
 9
3ー

148,
00 
7
 Stat. 555, 
codified 
at 
5
0
 
U
.
S
.
 C. 
§
§
1
5
4
1ー
4
8
(
N
o
v
.
 7, 
1973). 細
加
中
i

と
し
て
、
川
西
日
呻
大
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
戦

争
権
限
法
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
五
九
二
号
（
二

0
0
0
)
1
 

0
八
頁
。

同
決
議
の
内
容
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
浜
谷
英
博
『
米
国
戦
争
権
限
法
の
研
究
』
（
一
九
九

0
)
。

戦
争
権
限
決
議
に
対
す
る
歴
代
大
統
領
の
反
応
と
武
力
行
使
の
実
行
に
つ
い
て
は
、
西
修
「
「
戦
争
権
限
法
」
の
そ
の
後
」
新
防
衛
論
集
一
四
巻
四
号
（
一

九
八
七
）
五
一
頁
、
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
の
戦
争
権
限
法
」
防
衛
法
研
究
―
一
号
（
一
九
八
七
）
五
八
一
頁
、
浜
谷
・
前
掲
書
一
四
九
頁
、
有
賀
貞
「
米
国

戦
争
権
限
法
と
軍
事
行
動
」
一
橋
論
叢
一
〇
六
巻
一
号
（
一
九
九
一
）
一
頁
。

な
お
、

C
a
r
t
e
r
政
権
は
合
憲
の
立
場
を
と
り
、
議
会
は
制
定
法
に
よ
っ
て
大
統
領
の
固
有
の
権
限
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
決
議
の
六

0
日
の
期
間
及

び
三

0
日
の
延
長
は
合
理
的
な
制
約
で
あ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。

P
r
e
s
i
d
e
n
t
i
a
l

P
o
w
e
r
 
t
o
 
U
s
e
 
t
h
e
 
A
r
m
e
d
 
F
o
r
c
e
s
 
A
b
r
o
a
d
 
w
i
t
h
o
u
t
 

S
t
a
t
u
t
o
r
y
 A
u
t
h
o
r
i
z
a
t
i
o
n
,
 
4
A
 O
p
.
 O
f
f
i
c
e
 o
f
 t
h
e
 L
e
g
a
l
 C
o
u
n
s
e
l
,
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 J
u
s
t
i
c
e
 
185, 
1
9
6
 (1980). 

ま
た
、

F
o
r
d
政
権
は
、

ト
ナ
ム
か
ら
の
撤
退

（
七
五
年
）

Pub.L• 

N
o
.
 9
8ー

119,
9
7
 
Stat. 8
0
5
 (19 00 
3). 

R
o
s
t
o
w
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 8, 
38; 
T
u
r
n
e
r
,
 
R
E
P
E
A
L
I
N
G
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 8, 
109. 

対
独
・
伊
、

D
a
n
a
n
g
か
ら
の
撤
退
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
撤
退
（
ど
ち
ら
も
七
五
年
四
月
）
の
報
告
に
お
い
て
四
節
国
切
に
言
及
し
、

で
は
四
節
一
般
に
言
及
し
た
。

ベ

四
二
年
の
対
ブ
ル
ガ

七
〇

20-3•4-252 (香法2001)
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

た
。
そ
の
七
二
八
節
は
、

ま
た
、

求
め
た
。

の
軍
事
援
助
は
こ
の
規
定
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。

し
迫
っ
た
関
与
が
情
勢
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
状
況
」
に
あ
る
。

七

ま
た
当
該
部
隊
は

F
M
L
N
に
対
す
る
戦
争
努
力
に
参
加
し
作
戦

の
計
画
を
援
助
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
議
会
に
戦
争
を
宣
言
す
る
権
限
を
付
与
す
る
憲
法
に
違
反
す
る
。
当
該
権
限
を
実
施
す
る
戦
争
権

限
決
議
は
、
米
軍
を
敵
対
行
為
に
投
入
し
た
場
合
は
大
統
領
に
議
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
、
六

0
日
後
に
米
軍
の
行
使
を
終
了
さ
せ
る

よ
う
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
報
告
の
提
出
は
な
く
、
米
軍
は
六

0
日
過
ぎ
た
現
在
で
も
駐
留
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
原
告
は
対
外
援
助
法
の
違
反
を
訴
え
た
。
同
法
の
五

0
二
B
節
は
、
「
い
か
な
る
安
全
保
障
に
関
す
る
援
助
も
、
そ
の
政
府
が
国
際

(28) 

的
に
承
認
さ
れ
た
人
権
の
重
大
な
侵
害
の
持
続
的
形
態
に
従
事
す
る
い
か
な
る
国
へ
も
供
与
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。
米
国

原
告
は
以
上
の
請
求
原
因
(
c
a
u
s
e
o
f
 action)
に
基
づ
き
、
被
告
の
行
為
の
違
法
性
の
宣
言
判
決
と
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
か
ら
の
あ
ら
ゆ

る
米
軍
部
隊
、
武
器
及
び
軍
事
設
備
の
撤
退
並
び
に
援
助
の
廃
止
並
び
に
将
来
の
援
助
の
禁
止
を
命
ず
る
職
務
執
行
命
令
、
差
止
命
令
を

被
告
側
は
、
本
件
は
政
治
的
問
題
で
あ
る
、
原
告
は
原
告
適
格
を
立
証
し
て
い
な
い
、
裁
判
所
は
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量

(equitable

discretion)
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
、
原
告
の
援
用
す
る
制
定
法
に
は
私
的
請
求
権
は
存
在
し
な
い
、
を
挙
げ
て
訴
訟
の
却
下
を
求
め
た
。

(29) 

一
九
八
一
年
―
二
月
、

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
S
e
c
u
r
i
t
y
 a
n
d
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 A
c
t
 
(
以
下
八
一
年
法
）
が
成
立
し

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
対
す
る
経
済
援
助
及
び
軍
事
援
助
を
規
定
し
、

含
ん
で
お
り
、
被
告
は
同
法
を
棄
却
の
根
拠
の
一

つ
と
し
て
主
張
し
た
。
原
告
は
、
戦
争
権
限
決
議
に
よ
れ
ば
、
軍
の
投
入
を
授
権
す
る

意
図
を
明
ホ
し
て
い
な
い
限
り
同
法
を
軍
の
投
入
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
た
同
法
が
授
権
し
て
い
る
の
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

政
府
軍
の
訓
練
に
と
ど
ま
り
敵
対
行
為
へ
の
投
入
ま
で
授
権
し
て
い
な
い
と
反
論
し
た
。

そ
の
実
施
を
米
軍
に
割
り
当
て
る
こ
と
も

20-3・4-255 (香法2001)



る。 た
り
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
。

る。
〔
判
旨
〕

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
お
け
る
米
軍
が
敵
対
行
為
ま
た

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

(30) 

裁
判
所
は
原
告
の
請
求
を
却
下
し
た
。

J
o
y
c
e
H. G
r
e
e
n
裁
判
官
に
よ
る

m
e
m
o
r
a
n
d
u
m
opinion
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
訴
訟
の
本
案
に
入
る
た
め
に
は
、
戦
争
権
限
決
議
が
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
の
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
適
用
可
能
か
ど
う
か
を
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
情
勢
で
は
、
求
め
ら
れ
る
事
実
認
定
の
性
質
の
ゆ
え
に
司
法
判
断
不
可
能
な
政
治
的
問
題
で
あ

被
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
事
実
状
況
は
戦
争
権
限
決
議
を
発
動
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

に
派
遣
さ
れ
た
軍
チ
ー
ム
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
軍
の
自
己
訓
練
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
の
み
で
、
戦
闘
の
助
言
や
政
府
軍

の
作
戦
の
計
画
へ
の
参
加
を
し
た
こ
と
も
な
く
、
政
府
軍
に
帯
同
し
て
戦
闘
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
こ
と
も
敵
対
的
砲
火
に
さ
ら
さ
れ

他
方
、
原
告
は
、
派
遣
さ
れ
た
米
国
軍
人
は

F
M
L
N
に
対
す
る
戦
争
努
力
の
た
め
活
動
し
作
戦
の
計
画
を
援
助
し
て
お
り
、

ま
た
部

隊
の
駐
留
す
る
地
域
で
何
度
か
戦
闘
が
起
き
て
い
る
と
主
張
す
る
。
原
告
が
提
出
し
た
報
道
記
事
は
、
米
軍
が
政
府
軍
と
と
も
に

F
M
L

N
と
交
戦
し
て
い
る
こ
と
、
派
遣
さ
れ
た
軍
要
員
に
一
般
会
計
局

(
G
A
0
)
が
「
戦
闘
手
当
」
を
支
給
し
て
い
る
こ
と
、
国
防
省
が
「
戦

闘
区
域
」
の
指
定
を
「
政
策
的
理
由
」
に
よ
り
（
お
そ
ら
く
戦
争
権
限
決
議
の
適
用
を
回
避
す
る
目
的
で
）
取
り
消
し
た
こ
と
を
指
摘
す

こ
の
よ
う
に
双
方
の
事
実
に
関
す
る
主
張
に
は
大
き
な
不
一
致
が
存
在
す
る
が
、

は
差
し
迫
っ
た
敵
対
行
為
に
投
入
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
決
定
の
た
め
に
必
要
な
事
実
認
定
は
現
在
の
状
勢
で
は
政
治
的
問
題
で
あ
る
。

(
l
)
 
戦
争
権
限
決
議
に
つ
い
て

A 

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
裁
判
決
(
-
九
八
二
年
）

七
四
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

治
部
門
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

本
件
は
、

B
a
k
e
r
 v. C
a
r
r
,
 
3
6
9
 
U
.
S
.
 1
8
6
 (
1
9
6
2
)
で
政
治
的
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
の
「
裁
判
上
発
見
し
運
用

し
う
る
基
準
の
欠
如
」
に
属
す
る
。
当
裁
判
所
は
、
執
行
府
の
広
い
裁
量
が
存
在
す
る
対
外
事
項
(
f
o
r
e
i
g
n
a
f
f
a
i
r
s
)

へ
の
介
入
と
な
る

が
ゆ
え
に
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
い
う
被
告
の
主
張
に
同
意
で
き
な
い
し
、
執
行
府
と
立
法
府
の
権
限
配
分
の
問
題
で
あ
る
こ
と
の
み
を

理
由
に
政
治
的
問
題
と
な
る
と
も
考
え
な
い
。

判
所
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
お
け
る
軍
事
的
状
況
に
関
す
る
事
実
問
題
の
争
い
を
解
決
す
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
及
び
専
門
知
識
を
有
し
て

(32) 

い
な
い
。

死
者
の
数
や
戦
費
の
額
か
ら
米
国
が
イ
ン
ド
シ
ナ
で
敵
対
行
為
に
従
事
し
て
き
た
と
い
う
主
張
の
正
し
さ
を
決
定
で
き
る
と
判
示
さ
れ

た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
事
例
(
M
i
t
c
h
e
l
l

v. 
L
a
i
r
d
,
 
4
8
8
 
F. 2
d
 6
1
1
 (D. 
C. C
i
r
.
 1
9
7
3
)
)
と
本
件
は
異
な
る
。
本
件
は
（
死
傷
者
を
出
し
て

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
少
人
数
の
米
兵
が
敵
対
行
為
に
従
事
し
て
い
る
か
否
か
の
認
定
で
あ
り
、

も
し
米
軍
が
敵
対
行
為
に
投
入
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
大
統
領
の
決
定
を
議
会
が
疑
い
ま
た
は
反
対
す
る
な
ら
、
議
会
は
問
題
を
調
査

す
る
リ
ソ
ー
ス
を
有
し
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
議
会
が
戦
争
権
限
決
議
の
下
で
の
報
告
が
必
要
で
あ
る
、
あ
る
い
は
軍
を
撤

退
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
決
議
を
採
択
し
大
統
領
が
そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
司
法
に
よ
る
解
決
に
適
切
な
憲
法
上
の
行
き

詰
ま
り
(
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
i
m
p
a
s
s
e
)
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

切
で
は
な
い
。

日
の
撤
退
規
定
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、

る
が
ゆ
え
に
戦
争
権
限
決
議
の
報
告
が
必
要
か
否
か
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
裁
判
所
よ
り
も
議
会
の
調
査
が
適
切
で
あ
る
。

い
つ
敵
対
行
為
に
入
っ
た
か
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

し
か
し
、
本
件
の
問
題
は
微
妙
な
軍
事
的
事
項
へ
の
裁
判
所
に
よ
る
調
脊
を
要
す
る
。
裁

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
お
け
る
米
軍
の
性
質
及
び
規
模
、

七
五

さ
ら
に
六
〇

そ
の
調
査
も
司
法
府
に
は
適

そ
の
よ
う
な
微
妙
な
事
実
認
定
は
政

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
お
い
て
砲
火
に
さ
ら
さ
れ
ま
た
は
戦
争
努
力
に
参
加
し
て
い
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⑮
た
と
え
政
治
的
問
題
で
は
な
い
と
し
て
も
、
裁
判
所
は
こ
の
段
階
で
米
軍
の
撤
退
を
命
令
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
決
議
の
構
造

及
び
起
草
過
程
に
よ
れ
ば
、
六

0
日
の
自
動
的
撤
退
規
定
は
、
報
告
が
提
出
さ
れ
る
か
議
会
ま
た
は
裁
判
所
が
要
求
し
な
い
限
り
効
力
を

戦
争
権
限
決
議
は
、
議
会
の
認
識
ま
た
は
承
認
の
な
い
ま
ま
大
統
領
が
対
外
戦
争
へ
の
米
国
の
関
与
を
漸
増
さ
せ
つ
い
に
は
議
会
の
宣

言
の
な
い
ま
ま
全
面
戦
争
へ
い
た
る
こ
と
を
防
止
す
る
。
議
会
は
軍
事
行
動
へ
の
支
出
を
拒
否
す
る
権
限
を
有
す
る
が
、
多
数
の
米
国
人

の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
米
国
の
名
誉
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
政
治
的
に
そ
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
決
議
は
議
会
に
認
識

及
び
憲
法
上
の
権
限
を
取
り
戻
す
の
に
必
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

戦
争
に
い
た
る
か
も
し
れ
な
い
行
動
を
当
初
に
議
会
が
知
ら
さ
れ
る
よ
う
、
決
議
は
事
前
の
協
議
、
及
び
米
軍
が
敵
対
行
為
に
投
入
さ

れ
た
場
合
の
早
期
の
報
告
を
規
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
六

0
日
の
自
動
的
撤
退
規
定
に
よ
り
、
大
統
領
の
側
に
議
会
の
承
認
を
求
め
る
責

原
告
に
よ
れ
ば
、
決
議
は
完
全
に
自
動
執
行
力
を
有
す
る

(selfー
e
x
e
c
u
t
i
n
g
)
と
い
う
。
米
軍
が
敵
対
行
為
に
投
入
さ
れ
た
場
合
、
自
動

的
に
報
告
義
務
が
発
生
す
る
。
報
告
の
提
出
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
が
提
出
さ
れ
る
べ
き
時
点
か
ら
六

0
日
の
期
間
が
起
算
さ
れ
、

議
会
が
戦
争
宣
言
ま
た
は
特
別
の
授
権
を
し
な
い
限
り
、
自
動
的
に
米
軍
を
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

被
告
は
報
告
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
の
決
議
の
自
動
執
行
性
を
否
定
し
た
。
状
況
が
報
告
を
提
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
決
定

は
大
統
領
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
。
報
告
の
不
提
出
は
訴
訟
を
正
当
化
し
な
い
し
、
六

0
日
の
期
限
の
起
算
も
始
ま
ら
な
い
。

適
用
さ
れ
る
ま
た
は
報
告
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
議
会
の
見
解
を
表
明
す
る
行
動
、

む

し
ろ
、
報
告
の
提
出
に
関
し
て
大
統
領
と
議
会
の
間
に
不
一
致
が
あ
る
場
合
に
は
、
議
会
に
よ
る
「
第
二
の
引
き
金
」
、
す
な
わ
ち
決
議
が

ま
た
は
決
議
五
節
い
に
規
定
す
る
米
軍
の
撤

退
を
命
じ
る
同
意
決
議
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ミ

m芍
6
cミ

mzeと
し
て
訴
訟
参
加
し
た
二
八
人
の
議
員
も
、
自
動
的
撤
退
規
定
に

任
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

有
し
な
い
。

七
六
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実
認
定
の
性
質
の
ゆ
え
に
こ
の
問
題
に
答
え
な
い
が
、

合
致
し
て
い
る
。

議
会
も
、
授
権
を
行
わ
な
い
限
り
軍
は
六

0
日
後
に
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

報
告
が
提
出
さ
れ
ず
議
会
の
審
議
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
議
会
の
多
数
派
の
見
解
は
授
権
が
必
要
で
あ
る
が
何
の
行
動
も
と
ら
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
裁
判
所
が
撤
退
を
命
令
す
る
こ
と
は
議
会
の
多
数
派
の
意
思
に
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

ゆ
え
に
、
報
告
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
自
動
的
撤
退
規
定
が
作
動
す
る
前
に
議
会
の
行
動
を
要
求
す
る
こ
と
が
決
議
の
趣
旨
と
構
造
に

裁
判
所
が
報
告
の
提
出
を
命
令
す
る
こ
と
は
議
会
の
意
思
決
定
を
援
助
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
裁
判
所
は
本
件
の
事

の
で
は
な
い
。
裁
判
所
ま
た
は
議
会
自
身
の
要
求
に
よ
り
、
議
会
は
六

0
日
間
十
分
な
審
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
請
求
を
退
け
る
の
で
、
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
。
本
判
決
は
戦
争
権
限
決
議
上
の
紛
争
の
す
べ
て
が

こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
ら
の
議
論
も
行
わ
れ
な
い
。

七
七

い
う
「
報
告
が
提
出
を
求
め
ら
れ
る
」
状
況
と
は
、
議
会
が
そ
う
決
定
し
た
状
況
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。

当
裁
判
所
は
、
決
議
の
枠
組
は
報
告
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
裁
判
所
が
撤
退
を
命
令
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
と
認
定
す
る
。
む

し
ろ
、
裁
判
所
が
報
告
の
提
出
を
命
令
す
る
余
地
、
ま
た
は
現
実
に
報
告
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
も
し
く
は
議
会
な
い
し
裁
判
所
が
報
告
の

提
出
を
求
め
て
か
ら
六

0
日
後
の
撤
退
を
命
令
す
る
余
地
は
あ
る
。

決
議
は
、
報
告
が
提
出
さ
れ
た
後
に
米
軍
の
行
動
を
議
会
に
検
討
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
決
議
の
六
節
は
、
軍
事
的
関
与
の

承
認
の
た
め
提
案
さ
れ
た
法
案
ま
た
は
決
議
案
は
両
院
に
お
い
て
直
ち
に
審
議
さ
れ
る
と
い
う
優
先
的
手
続
を
定
め
て
い
る
。
法
案
ま
た

は
決
議
案
が
成
立
し
な
か
っ
た
後
に
自
動
的
に
撤
退
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
両
院
に
よ
る
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ル
な
審
議
（
法
案
な
い
し

決
議
案
が
少
な
く
と
も
一

つ
提
出
さ
れ
れ
ば
で
あ
る
が
）
を
経
た
上
で
の
撤
退
と
な
る
。
他
方
、
報
告
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
は
裁
判
所
が
決
議
の
下
で
の
報
告
の
提
出
を
命
令
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
も
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原
告
は
、

る
証
明
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
て
い
た
。
そ
の
証
明
と
は
、

た
。
八
一
年
法
の
七
二
八
節
は
、

府
が
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
人
権
状
況
を
特
別
に
取
り
上
げ
つ
つ

対
外
援
助
法
は
、
人
権
の
重
大
な
侵
害
の
持
続
的
形
態
を
行
う
国
へ
の
軍
事
援
助
を
禁
止
し
て
い
る
。
原
告
は
、

む

こ

き
わ
め
て
多
数
の
無
奉
の
市
民
の
暗
殺
、
恣
意
的
逮
捕
、
残
酷
か
つ
非
人
道
的
処
罰
及
び
拘
禁
、
失
踪
、
拷
問
な
ど
を
行
っ
て
い

る
と
主
張
し
た
。

そ
し
て
、
原
告
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
政
府
へ
の
軍
事
援
助
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
被
告
は
戦
争
権
限
決
議
に
関

す
る
の
と
同
じ
抗
弁
を
提
出
し
た
。
当
裁
判
所
は
そ
の
う
ち
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
に
よ
り
訴
え
を
却
下
す
る
。

議
員
が
原
告
と
な
っ
た
訴
訟
に
お
け
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
の
法
理
は
、

m
i
t
t
e
e
,
 
6
5
6
 F
.
 2
d
 8
7
3
 (D. C
.
 Cir. 1
9
8
1
)
,
 
cert. 
d
e
n
i
e
d
,
 
4
5
4
 U
.
S
.
 1
0
8
2
 (
1
9
8
1
)
に
よ
っ
て
判
i

示
さ
れ
た
。
議
員
が
訴
訟
の
原
告
と

な
っ
た
場
合
、
救
済
を
得
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
三
権
分
立
の
考
慮
が
司
法
の
抑
制
を
要
請
す
る
。
原
告
の
紛
争
が
第
一
に
そ
の
同
僚

と
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
「
裁
判
官
は
二
つ
の
政
治
部
門
の
調
停
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
原
告
に
民
主
的
決
定
の
プ
ロ

セ
ス
を
迂
回
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
の
意
思
に
反
す
る
可
能
性
を
生
じ
る
」
。

人
権
の
重
大
な
侵
害
に
従
事
す
る
国
に
援
助
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
原
告
の
懸
念
は
す
で
に
議
会
で
直
接
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

致
し
た
意
義
の
あ
る
努
力
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
人
権
擁
護
の
た
め
軍
へ
の
実
質
的
統
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
、
自
由
選
挙
の
堅
持
な

ど
で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
は
対
外
援
助
法
2
2
U
.
S
.
 C
.
 §
2
3
0
4
(
c
)
(
4
)
(
A
)
に
基
づ
く
援
助
を
終
了
さ
せ
る
行
動
を
と
っ
て
い
な
い
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
夜
を
昼
と
言
う
に
等
し
い
大
統
領
の
証
明
を
独
自
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。
し

か
し
、
大
統
領
の
証
明
に
ど
の
よ
う
な
欠
点
が
あ
ろ
う
と
、
原
告
の
紛
争
は
、

(
2
)
 
対
外
援
助
法
に
つ
い
て

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
ヘ
の
援
助
を
法
制
定
か
ら
三

0
日
後
及
び
そ
の
後
一
八

0
日
毎
に
大
統
領
が
提
出
す

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
政
府
が
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
人
権
を
遵
守
す
る
た
め
の
一

司
法
的
解
決
に
不
適
切
で
あ
る
と
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

当
裁
判
所
の
R
i
e
g
l
ev• 

F
e
d
e
r
a
l
 O
p
e
n
 M
a
r
k
e
t
 C
o
m
-

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
政

七
八
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

私
の
見
解
で
は
原
告
は
原
告
適
格
を
欠
い
て
い
る
。
原
告
議
員
が
出
訴
に
必
要
な
「
事
実
上
の
損
害
」
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
議
会

で
の
影
響
力
の
減
少
が
権
利
剥
奪
に
等
し
い
も
の
1

議
員
の
投
票
の
無
効
化
ま
た
は
減
少
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
件
の
議
員

た
ち
は
投
票
の
権
利
の
い
か
な
る
部
分
も
失
っ
て
い
な
い
し
「
裁
判
上
認
識
し
う
る
損
害
」
も
受
け
て
い
な
い
。

ま
た
、
私
は
権
力
分
立
の
考
慮
が
原
告
適
格
の
要
件
に
含
め
ら
れ
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
の
見
解
を
保
持
す
る
。

O
p
e
n
 M
a
r
k
e
t
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
で
、
当
裁
判
所
の
合
議
体
は
、
権
力
分
立
の
考
慮
は
原
告
適
格
の
分
析
に
関
係
を
持
た
な
い
と
結
論
づ
け

た
。
代
わ
っ
て
、
権
力
分
立
の
考
慮
が
介
在
す
る
「
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
の
法
理
」
を
創
造
し
た
。

2
d
 1
1
6
6
 (D. 
C. Cir. 1982), 
cert. 
d
e
n
i
e
d
,
 
104 S
.
 Ct. 91, 
7
8
 
L. E
d
.
 2
d
 9
8
 (19 00 3
)

で
、
タ
タ
痴
翌
息
日
元
は
こ
の
辻
i

理
を
茄
が
大
し
た
。
私

は
R
i
e
g
l
e
及
び
V
a
n
d
e
r
J
a
g
t
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

こ
れ
ら
以
前
に
当
裁
判
所
は
権
力
分
立
の
関
心
を
議
員
の
原
告
適
格
の
問
題
に
関

連
づ
け
て
い
た

(
I
r
o
n
sv• 

D
i
a
m
o
n
d
,
 
6
7
0
 F
.
 2
d
 2
6
5
 (D. 
C. Cir. 1
9
8
1
)
を
参
照
せ
よ
）
。
両
判
決
は
全
員
法
廷
に
問
題
を
送
付
す
る
こ

2
 
B
o
r
k
裁
判
官
に
よ
る
同
意
意
見

控
訴
裁
判
所

(
E
d
w
a
r
d
s
.
B
o
r
k
.
 
L
u
m
b
a
r
d
裁
判
官
）

(34) 

は
P
e
r
c
u
r
iミ
m

で
原
判
決
を
確
認
す
る
判
決
を
下
し
た
。

ー B
 
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
決
(
-
九
八
三
年
）

エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
に
よ
り
退
け
な
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
九

援
助
を
授
権
し
大
統
領
の
証
明
を
受
け
入
れ
た
同
僚
議
員
と
の
紛
争
で
あ
る
。
裁
判
所
が
検
討
を
行
っ
た
場
合
大
統
領
の
評
価
と
は
一
致

せ
ず
、
援
助
は
対
外
援
助
法
に
違
反
す
る
と
い
う
結
論
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
原
告
の
請
求
は
民
主
的
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
迂
回
す

る
も
の
で
、法

廷
意
見

R
i
e
g
l
e
 
v. 
F
e
d
e
r
a
l
 

V
a
n
d
e
r
 J
a
g
t
 
v
.
O
'
N
e
i
l
,
 
6
9
9
 
F. 
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〔
事
実
の
概
要
〕

あ
り
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
反
政
府
勢
力

C
o
n
t
r
a
に
よ
っ
て
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
被
害
を
受
け
た
と
主
張
す
る
。
第
二
は
、
―
二
人
の
連

邦
議
会
下
院
議
員
で
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
ヘ
の
軍
要
員
の
派
遣
及
び

C
o
n
t
r
a
へ
の
援
助
が
憲
法
の
戦
争
宣
言
条
項
や
他
の
制
定
法
に
違
反
す

る
と
主
張
し
た
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州

D
a
d
e
郡
の
住
民
二
人
で
、
こ
の
地
に
あ
る
米
軍
の
準
軍
事
的
キ
ャ
ン
プ
の
維
持
・

C
I
A
長
官
な
ど
執
行
府
の
公
務
員
計
九
人
、

こ
れ
ら
の
原
告
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
た
被
告
も
ま
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
る
。
第
一
は
大
統
領
、
国
務
長
官
、
国
防
長
官
、

そ
の
他
氏
名
不
詳
の
二
人
。
第
二
は
準
軍
事
的
活
動
の
訓
練
キ
ャ
ン
プ
を
運
営
す
る
二
つ

の
団
体
、
第
三
は
、
米
国
に
亡
命
し
フ
ロ
リ
ダ
州
に
滞
在
す
る

C
o
n
t
r
a
の
リ
ー
ダ
ー
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

原
告
の
主
張
す
る
事
実
関
係
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
被
告
の
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
執
行
府
の
公
務
員
は
共
謀
し
て
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
住
民
へ
の
テ
ロ
そ
の
他
の
活
動
の
実
行
を
授
権
し
資
金
を
供
与
し
訓
練
し
指
示
し
そ
し
て
実
質
的
援
助
を
与
え
た
。

一
年
―
一
月
に
は
大
統
領
及
び
他
の
国
家
安
全
保
障
会
議
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
を
転
覆
さ
せ
る
計
画
を
承
認
し
、

画
に
従
っ
て
、
準
軍
事
的
グ
ル
ー
プ
に
少
な
く
と
も
千
九
百
万
ド
ル
の
資
金
援
助
、
米
軍
要
員
に
よ
る
米
国
、

ラ
ス
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
で
の
訓
練
そ
の
他
の
形
の
援
助
を
行
っ
た
。
こ
の
援
助
の
結
果
、

C
o
n
t
r
a
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
無
翠
の
市
民
に
略
式

活
動
に
よ
る
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
訴
え
た
。

原
告
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
な
る
。
第
一
は
、

2
 
S
a
n
c
h
e
z
-
E
s
p
i
n
o
z
a
 v. 
R
e
a
g
a
n
 

と
な
く
当
控
訴
裁
の
議
員
の
原
告
適
格
に
関
す
る
法
を
変
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
、

ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
―
二
人
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
民
で

ニ
カ
ラ
グ
ア
、

八
〇

ホ
ン
ジ
ュ

こ
の
計

一
九
八

20-3•4-262 (香法2001)



米国における戦争権限と司法審査（湯山）

処
刑
、
殺
人
、
誘
拐
、
拷
問
、
強
姦
、
傷
害
、
私
有
財
産
及
び
公
共
施
設
の
破
壊
と
い
っ
た
多
数
の
攻
撃
を
実
行
し
、

市
及
び
村
落
へ
の
攻
撃
に
よ
り
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
原
告
は
損
害
を
受
け
、
襲
撃
は
現
在
も
続
い
て
い
る
と
い
う
。

原
告
は
六
つ
の
連
邦
法
上
の
請
求
原
因
及
び
付
随
的
管
轄
権
に
よ
る
フ
ロ
リ
ダ
州
法
上
の
請
求
を
提
起
し
た
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
三
つ

に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
に
、
米
国
の
公
務
員
に
よ
り
ま
た
は
米
国
政
府
の
支
援
の
下
で
ニ
カ
ラ
グ
ア
市
民
が
受
け
た
損
害
に
対
す
る
損
害

(35) 

賠
償
及
び
差
止
命
令
の
請
求
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
際
法
上
の
人
権
侵
害
に
よ
る
外
国
人
不
法
行
為
請
求
法

(Alien
T
o
r
t
 C
l
a
i
m
s
 A
c
t
)
上

の
請
求
と
憲
法
の
第
四
修
正
及
び
第
五
修
正
の
権
利
の
侵
害
に
よ
る
請
求
か
ら
な
る
。

第
二
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
け
る
準
軍
事
的
活
動
の
適
法
性
に
関
す
る
請
求
で
、

グ
ア
で
の
米
国
に
よ
る
準
軍
事
的
活
動
が
議
会
の
授
権
の
な
い
戦
争
で
あ
る
と
し
て
、
憲
法
の
戦
争
宣
言
条
項
、
中
立
法

(Neutrality

(36)

（

37) 

A
c
t
)
及
び
戦
争
権
限
決
議
の
違
反
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
は
情
報
機
関
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で
、

B
o
l
a
n
d
修
正
、

H
u
g
h
e
sー

(38)

（

39) 

R
y
a
n
修
正
、
一
九
四
七
年
の
国
家
安
全
保
障
法
の
違
反
を
主
張
す
る
。
原
告
は
両
者
の
違
反
か
ら
宣
言
判
決
及
び
差
止
命
令
を
請
求
す

〔
判
旨
〕

フ
ロ
リ
ダ
州
を
代
表
し
て
フ
ロ
リ
ダ
州
法
上
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
よ
り
、
準
軍
事
的
キ
ャ

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
裁
判
決
(
-
九
八
三
年
）

(40) 

C
o
r
c
o
r
a
n
裁
判
官
は
以
下
の
理
由
で
請
求
を
退
け
た
。

/¥ 
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
都

本
件
訴
訟
は
中
米
に
お
け
る
米
国
政
府
の
関
与
に
つ
い
て
の
一
連
の
議
論
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
被
告
は
、
原
告
の
訴
え
は
対
外
事
項
を

A 
ン
プ
の
活
動
の
差
止
命
令
を
求
め
た
。

第
三
は
フ
ロ
リ
ダ
州
住
民
に
よ
る
請
求
で
、

る。

こ
れ
は
さ
ら
に
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

―
つ
は
ニ
カ
ラ

20-3・4-263 (香法2001)



3
4
2
 
U
.
S
.
 5
8
0
 (
1
9
5
2
)
)

か
ら
で
あ
る
。

遂
行
し
国
家
安
全
保
障
上
の
問
題
に
注
意
を
払
う
執
行
府
及
び
立
法
府
の
憲
法
上
の
権
限
へ
の
許
容
し
が
た
い
介
入
で
あ
り
、
結
果
と
し

て
本
件
は
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
私
は
こ
れ
に
同
意
す
る
。

政
治
的
問
題
の
法
理
は
司
法
府
が
権
力
分
立
に
適
切
な
考
慮
を
示
す
こ
と
を
確
保
す
る
。
問
題
の
解
決
が
権
力
分
立
原
則
に
反
す
る
か

ど
う
か
、
す
な
わ
ち
政
治
的
問
題
と
な
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
の
基
準
は

B
a
k
e
r
v. 
Carr, 3
6
9
 U
.
S
.
 1
8
6
 (
1
9
6
2
)

で
示
さ
れ
て

「
政
治
的
問
題
を
含
む
と
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
事
件
の
表
面
に
お
い
て
、
以
下
の
い
ず
れ
か
が
顕
著
に
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文

言
上
明
白
に
憲
法
が
争
点
を
同
位
の
政
治
部
門
に
委
ね
て
い
る
こ
と
、
争
点
を
解
決
す
る
た
め
の
裁
判
上
発
見
し
運
用
し
う
る
基
準

の
欠
如
、
明
ら
か
に
非
司
法
的
裁
量
に
対
し
て
最
初
に
一
種
の
政
策
決
定
を
し
な
い
で
判
決
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
政

府
の
同
位
の
部
門
に
対
す
る
適
切
な
敬
意
の
欠
如
を
表
明
す
る
こ
と
な
し
に
裁
判
所
が
独
立
の
決
定
を
行
う
の
が
不
可
能
で
あ
る
こ

と
、
す
で
に
な
さ
れ
た
政
治
的
決
定
に
対
す
る
無
条
件
の
支
持
が
特
別
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、

な
機
関
に
よ
る
多
様
な
見
解
の
表
明
か
ら
混
乱
が
起
き
る
可
能
性
で
あ
る
」
。

本
件
の
文
脈
で
は
、
以
下
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
対
外
政
策
及
び
国
家
安
全
保
障
に
密
接
に
関
係
す
る
事
項
は
司
法
の

介
入
の
適
切
な
主
題
と
な
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
」

(
H
a
i
g
v. 
A
g
e
e
,
 4
5
3
 U
.
S
.
 2
8
0
 (
1
9
8
1
)
)

、

ま
た
は
―
つ
の
問
題
に
関
す
る
様
々

そ
れ
は
こ
れ
ら
の
事
項
が

「
政
府
の
政

治
部
門
に
排
他
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
広
く
司
法
に
よ
る
検
討
ま
た
は
介
入
を
免
れ
る
」

(
H
a
r
i
s
i
a
d
e
s
v. 
S
h
a
u
g
h
n
e
s
s
y
,
 

し
か
し
、

Y
o
u
n
g
s
t
o
w
n
 S
h
e
e
t
 &
 T
u
b
e
 C
o
.
 v. 
S
a
w
y
e
r
,
 3
4
3
 
U
.
S
.
 5
7
9
 (
1
9
5
2
)

や

D
a
m
e
s
&
 M
o
o
r
e
 v. 
R
e
g
a
n
,
 4
3
3
 
U
.
 S. 

6
5
4
 (
1
9
8
1
)

が
示
す
よ
う
に
、
対
外
政
策
の
権
限
の
行
使
の
す
べ
て
が
司
法
審
査
を
免
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
対
外
政
策
の
妥
当
性
が
争
わ

れ
て
い
る
場
合
、
憲
法
上
対
外
関
係
遂
行
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た
政
治
部
門
の
決
定
を
適
切
に
尊
重
す
る
に
は
特
別
の
注
意
を
払
わ
な
け

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

J¥ 
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(
2
)
 
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
原
告
の
請
求
に
つ
い
て

上
発
見
不
可
能
で
あ
る
。

カゞ
ヽ

れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
一
般
論
の
下
で
本
件
の
検
討
を
行
う
。

―
二
人
の
議
員
は
、
大
統
領
が
戦
争
権
限
決
議
、
中
立
法
、
国
家
安
全
保
障
法
、

な
い
と
主
張
す
る
。

H
u
g
h
e
s
 1 R
y
a
n
修
正
、

/¥ 

B
o
l
a
n
d
修
正
に
違
反
し
た

と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
議
会
が
法
律
を
制
定
し
た
が
ゆ
え
に
裁
判
所
は
大
統
領
の
権
限
の
濫
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら

し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
大
統
領
の
対
外
政
策
の
権
限
を
限
界
づ
け
る
見
解
を
拒
否
す
る
。

第
一
に
、
本
件
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
「
裁
判
上
発
見
し
運
用
し
う
る
基
準
」
を
欠
く
。

C
r
o
c
k
e
t
t
v. 
R
e
a
g
a
n
 (
地
裁
判
決
）
は
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
の
敵
対
行
為
へ
の
米
軍
要
員
の
参
加
の
有
無
を
決
定
す
る
た
め
の
裁
判
上
発
見
し
運
用
し
う
る
基
準
を
欠
く
と
し
た

ニ
カ
ラ
グ
ア
及
び
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で

C
I
A
が
実
施
す
る
秘
密
活
動
は
必
然
的
に
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
さ
ら
に
裁
判

第
二
の
理
由
は
、
「
政
府
の
同
位
の
部
門
に
対
す
る
適
切
な
敬
意
の
欠
如
を
表
明
す
る
こ
と
な
し
に
裁
判
所
が
独
立
の
決
定
を
行
う
の
が

不
可
能
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
大
統
領
は
多
く
の
機
会
に

B
o
l
a
n
d
修
正
な
ど
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
明
し
、
議
会
は
反
対
し
て

き
た
。

も
し
裁
判
所
が
不
完
全
な
証
拠
に
基
づ
い
て
大
統
領
の
誤
認
ま
た
は
真
実
の
隠
蔽
を
認
定
す
る
な
ら
ば
、
同
位
の
部
門
の
一
方
ま

た
は
両
方
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
記
の
紛
争
の
解
決
を
試
み
る
の
は
大
統
領
及
び
議
会
の
側
で
あ
る
。

最
後
の
理
由
は
、
「
―
つ
の
問
題
に
関
す
る
様
々
な
機
関
に
よ
る
多
様
な
見
解
の
表
明
か
ら
混
乱
が
起
き
る
」
現
実
の
危
険
で
あ
る
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
執
行
府
は
そ
の
行
動
が
適
法
で
国
家
安
全
保
障
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
、
議
会
、
特
に
下
院
は
大
統
領
の
立

場
の
妥
当
性
を
検
討
し
議
論
を
続
け
て
い
る
。
原
告
の
請
求
に
よ
り
裁
判
所
が
第
三
の
見
解
を
与
え
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は

(42) 

対
外
事
項
の
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
微
妙
な
外
交
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
乱
す
こ
と
に
な
る
。

(
1
)
 
議
員
で
あ
る
原
告
の
請
求
に
つ
い
て
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違
反
、
及
び
国
際
法
の
違
反
を
構
成
す
る
と
主
張
す
る
。

外
国
人
不
法
行
為
請
求
法
は
、
私
人
の
行
為
（
例
え
ば
海
賊
行
為
や
大
使
へ
の
暴
行
）

他
方
、
私
人
に
よ
る
行
為
を
違
法
と
す
る
条
約
は
存
在
し
な
い
。
同
法
が
国
家
の
行
為
を
も
対
象
と
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
連
邦
の
公

務
員
が
そ
の
公
的
権
能
の
下
で
被
告
と
な
る
訴
訟
も
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
も
し
執
行
府
の
公
務
員
に
対
す
る
判
決
に
よ
っ
て
、
裁
判

上
訴
人
は
、
被
上
訴
人
す
な
わ
ち
連
邦
の
公
務
員
の
行
為
が
、

の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
、
米
国
各
州
及
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
不
法
行
為
法
の

(
1
)
 

他
の
連
邦
法
上
の
請
求
原
因
を
棄
却
し
た
の
で
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
決
(
-
九
八
五
年
）

(43) 

控
訴
裁
判
所

(
T
a
m
m
,
G
i
n
s
b
u
r
g
,
 
Scalia
裁
判
官
）
は
原
判
決
を
確
認
し
上
訴
を
棄
却
し
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
上
訴
人
に
よ
る
外
国
人
不
法
行
為
請
求
法
上
の
請
求
に
つ
い
て

ー

Scalia
裁
判
官
に
よ
る
法
廷
意
見

B
 

(
3
)
 
フ
ロ
リ
ダ
州
住
民
の
請
求
に
つ
い
て

知
識
を
有
し
て
い
な
い
。

米
国
に
居
住
し
て
い
な
い
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
―
二
人
は
憲
法
の
第
四
修
正
及
び
第
五
修
正
、
多
く
の
国
際
条
約
、
国
連
決
議
、
国
際
人
権

に
関
す
る
諸
宣
言
を
根
拠
に
損
害
賠
償
及
び
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済
を
請
求
す
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
の
と
同
じ
理
由
で
こ
れ
ら
の

し
か
し
、

当
該
請
求
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
中
米
諸
国
に
お
け
る
米
国
政
府
の
関
与
の
具
体
的
な
性
質
と
範
囲
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
政
治
的
問
題
で
あ
る
。
本
裁
判
所
は
中
米
で
の
米
国
の
軍
事
的
事
項
を
監
督
す
る
た
め
に
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
及
び
専
門

請
求
を
司
法
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
か
な
る
付
随
的
管
轄
権
の
根
拠
も
存
在
し
な
い
。

八
四
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(
3
)
 

議
会
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

所
が
実
質
的
に
連
邦
の
公
的
行
為
を
承
認
ま
た
は
禁
止
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
主
権
免
責

(
s
o
v
e
r
e
i
g
n
i
m
m
u
n
i
t
y
)
の
法
理
は
無

意
味
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
行
為
が
憲
法
ま
た
は
制
定
法
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
管
轄
権
の
根
拠
と
し
て
主
権
免
責
の
放
棄

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
件
の
金
銭
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
は
そ
れ
は
存
在
し
な
い
。

非
金
銭
的
救
済
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い
て
は
行
政
手
続
法
(
5

U
.
S
.
 C
.
 §
7
 0
 2
)

に
よ
る
主
権
免
責
の
放
棄
を
援
用
し
う
る
。
し
か
し
、
非

金
銭
的
救
済
の
付
与
に
裁
判
所
は
裁
量
を
有
し
て
い
る
。
き
わ
め
て
微
妙
な
対
外
事
項
に
司
法
が
関
与
す
る
権
限
を
特
別
に
指
示
す
る
制

定
法
が
な
い
場
合
に
裁
量
的
救
済
を
付
与
す
る
の
は
裁
量
の
濫
用
で
あ
る
。
本
件
で
争
わ
れ
て
い
る
軍
事
的
活
動
は
大
統
領
ほ
か
の
承
認

わ
る
も
の
で
あ
る
。
原
判
決
の
判
示
し
た
よ
う
に
司
法
判
断
が
排
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
裁
量
的
救
済
の
付
与
は
差
し
控
え

る
よ
う
求
め
ら
れ
る
。

コ
ス
タ
リ
カ
、

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

と
の
外
交
関
係
の
遂
行
に
関

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
上
訴
人
に
よ
る
憲
法
第
四
修
正
及
び
第
五
修
正
上
の
権
利
の
侵
害
の
主
張
に
つ
い
て

(
2
)
 

(44) 

判
例
は
、
適
切
な
状
況
の
下
で
は
憲
法
上
の
権
利
の
侵
害
に
損
害
賠
償
に
よ
る
救
済
を
付
与
で
き
る
と
し
て
い
る
。

八
五 し

か
し
、

慎
重
で
あ
る
よ
う
要
請
す
る
特
別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
場
合
に
は
当
該
救
済
は
利
用
で
き
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
に

本
件
で
は
、
対
外
事
項
の
特
別
の
必
要
が
軍
事
及
び
対
外
政
策
に
不
利
な
損
害
賠
償
の
付
与
を
制
止
す
る
。
本
件
訴
訟
の
含
意
、

わ
ち
文
脈
は
異
な
る
が
「
―
つ
の
問
題
に
関
す
る
様
々
な
機
関
に
よ
る
多
様
な
見
解
の
表
明
」
に
よ
る
「
国
外
で
の
政
府
の
妨
害
」

(
B
a
k
e
r

v. C
a
r
r
)
を
作
り
出
す
可
能
性
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
対
外
政
策
に
及
ぼ
す
危
険
は
重
大
な
の
で
、
損
害
賠
償
に
よ
る
救
済
の
決
定
は

上
訴
人
が
求
め
る
他
の
救
済
（
差
止
命
令
な
ど
）

は
裁
量
的
で
あ
り
、
す
で
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
上
訴
人
に
よ
る
他
の
制
定
法
違
反
の
請
求
に
つ
い
て

を
得
て
お
り
、
少
な
く
と
も
四
か
国
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
、

す
な
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れ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
請
求
は
、

(
4
)
 
議
員
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
上
訴
人
は
四
つ
の
制
定
法
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
損
害
賠
償
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
が
、

ま
ず
、
戦
争
権
限
決
議
、

H
u
g
h
e
s1
 R
y
a
n
修
正
、
国
家
安
全
保
障
法
は
一
般
公
衆
を
保
護
す
る
も
の
で
私
的
な
賠
償
請
求
を
含
意
す
る

と
解
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
軍
事
及
び
対
外
事
項
の
安
定
し
た
か
つ
効
果
的
な
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
前
二
法
は

執
行
府
と
立
法
府
の
、
国
家
安
全
保
障
法
は
執
行
府
の
諸
機
関
の
間
の
責
任
の
分
配
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
の
文
言
も

制
定
過
程
も
私
的
損
害
賠
償
訴
訟
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、

な
方
法
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
中
立
法
」

の
外
国
領
土
へ
の
軍
事
的
遠
征
を
禁
止
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
刑
罰
を
定
め
る
の
み
で
民
事
訴
訟
を

創
設
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
機
関
間
の
責
任
分
配
の
紛
争
の
解
決
の
た
め
と
し
て
は
奇
異

さ
ら
に
対
外
事
項
に
お
い
て
伝
統
的
に
執
行
府
に
広
い
判
断
の
余
地
の
与
え
ら
れ
て
い
る
分
野
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
中
立
法
に
私
的
賠
償
請
求
権
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

執
行
府
の
制
定
法
違
反
に
よ
る
非
金
銭
的
救
済
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
裁
量
的
で
あ
り
付
与
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

議
員
で
あ
る
上
訴
人
は
、
第
一
に
、
い
わ
ゆ
る

B
o
l
a
n
d
修
正
の
違
反
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
同
修
正
は
会
計
年
度
の
終
わ
り
、
す
な

わ
ち
八
三
年
九
月
三

0
日
に
終
了
し
た
。
上
訴
人
は
将
来
へ
の
効
果
の
み
を
有
す
る
救
済
（
宣
言
判
決
と
差
止
命
令
）
を
求
め
て
い
る
の

で
、
ム
ー
ト
と
し
て
却
下
す
る
。

第
二
に
、
議
員
は

C
o
n
t
r
a
へ
の
援
助
が
戦
争
の
遂
行
に
等
し
く
、
ゆ
え
に
戦
争
を
宣
言
す
る
決
定
に
参
加
す
る
憲
法
上
の
権
利
を
奪
わ

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
ヘ
の
軍
事
援
助
に
関
す
る
議
員
の
請
求
を
戦
争
権
限
の
問
題
は
政
治
的

問
題
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た

C
r
o
c
k
e
t
t
v. 
R
e
a
g
a
n
の
先
例
に
よ
り
退
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、

議
会
が
そ
の
よ
う
に
含
意
し
た
か
否
か
を
検
討
す
る
。

八
六
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に
法
と
秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
と
表
明
し
た
。

に
よ
る
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
を
命
令
し
、

そ
の
目
的
は
約
千
人
の
米
国
人
を
含
む
無
亭
の
生
命
を
保
護
し
、

3
 

G
i
n
s
b
u
r
g
裁
判
官
に
よ
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

(45) 

G
o
l
d
w
a
t
e
r
 v. 
Carter, 4
4
4
 U
.
S
.
 9
9
6
 (
1
9
7
9
)

に
お
け
る

P
o
w
e
l
l
裁
判
官
の
同
意
意
見
で
適
切
に
述
べ
ら
れ
た
理
由
に
よ
り
、
議
員

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
戦
争
権
限
条
項
上
の
請
求
は
司
法
審
査
に
は
成
熟
し
て
い
な
い
と
し
て
却
下
し
た
い
。
「
司
法
部
門
は
、
大
統
領
と

議
会
の
間
の
権
力
の
分
配
に
影
響
す
る
争
点
を
、
政
治
部
門
が
憲
法
上
の
行
き
詰
ま
り

(constitutional
i
m
p
a
s
s
e
)
に
達
す
る
ま
で
は
、

(46) 

決
定
す
べ
き
で
は
な
い
」
。

議
会
は
そ
の
自
由
に
な
る
恐
る
べ
き
武
器
、
す
な
わ
ち
予
算
の
権
限
と
司
法
府
の
そ
れ
を
超
え
る
調
査
の
リ
ソ
ー
ス
を
手
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
議
会
の
過
半
数
に
よ
る
挑
戦
は
ま
だ
な
い
。
逆
に
議
会
は
明
示
的
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
け
る
準
軍
事
的
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
連
邦
予
算
の
支
出
を
大
統
領
に
許
し
て
い
る
。
「
も
し
議
会
が
大
統
領
と
対
立
す
る
こ
と
を
選
ば
な
い
の
な
ら
、
そ
う
す
る
の
は
わ
れ
わ

(48) 

れ
の
任
務
で
は
な
い
」
。

〔
事
実
の
概
要
〕

一
九
八
一
二
年
、
カ
リ
ブ
海
の
島
国
グ
レ
ナ
ダ
の
政
情
が
不
安
定
に
な
っ
た
。

B
i
s
h
o
p
首
相
は
暗
殺
さ
れ
、
陸
軍
司
令
官
の

A
u
s
t
i
n
将
軍

を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
革
命
軍
事
評
議
会
が
権
力
を
掌
握
し
終
日
外
出
禁
止
令
を
宣
言
し
た
。
一

0
月
二
五
日
に

R
e
a
g
a
n
大
統
領
は
、
米
軍

9
J
 
(
5
)
 C

o
n
y
e
r
s
 v. 
R
e
a
g
a
n
 

フ
ロ
リ
ダ
州
住
民
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て

（
略
、
原
審
と
同
じ
）

（
同
意
意
見
）

八
七

さ
ら
な
る
混
乱
を
防
ぎ
グ
レ
ナ
ダ
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―
一
月
二
日
に
戦
闘
は
終
了
し
‘
―
二
月
一
五
日
に
は
、
秩
序
の
維
持
及
び
グ
レ
ナ
ダ
警
察
部
隊
を
訓
練
す
る
た
め
の
三
百
人
の
軍
事

(49) 

要
員
を
残
し
て
全
部
隊
が
撤
退
し
た
。

連
邦
議
会
で
は
上
下
両
院
そ
れ
ぞ
れ
に
、
グ
レ
ナ
ダ
に
対
す
る
米
軍
の
関
与
に
戦
争
権
限
決
議
が
適
用
さ
れ
、
議
会
が
延
長
を
認
め
な

い
限
り
九

0
日
以
内
に
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
宣
言
す
る
、
同
じ
文
言
の
合
同
決
議
及
び
法
案
を
採
択
し
た
が
、
他
方
の
院
で
採

(50) 

決
さ
れ
ず
成
立
し
な
か
っ
た
。

―
一
月
一
七
日
、

〔
判
旨
〕

―
一
人
の
下
院
議
員
が
大
統
領
、
国
防
長
官
、
国
務
長
官
及
び
統
合
参
謀
本
部
議
長
を
相
手
取
り
、
憲
法
の
戦
争
宣

言
条
項
を
根
拠
に
、
被
告
が
外
国
に
対
す
る
軍
事
侵
攻
を
一
方
的
に
開
始
し
遂
行
し
た
こ
と
で
同
条
項
に
違
反
し
た
と
の
宣
言
判
決
、
及

び
グ
レ
ナ
ダ
か
ら
の
米
軍
の
即
時
撤
退
を
命
じ
る
差
止
命
令
を
求
め
た
。
被
告
は
ム
ー
ト
ネ
ス
、
政
治
的
問
題
、
原
告
適
格
、

ィ
の
裁
量
を
主
張
し
て
訴
訟
の
却
下
を
求
め
た
。

エ
ク
イ
テ

(51) 

一
審
判
決
は
八
四
年
一
月
二

0
日
に
出
さ
れ
た
。

J
u
n
e
G
r
e
e
n
裁
判
官
に
よ
る

m
e
m
o
r
a
n
d
u
m
o
p
i
n
i
o
n
は
以
下
の
と
お
り
。

当
裁
判
所
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
／
救
済
付
与
の
裁
量

(equitable/remedial
discretion)
の
法
理
に
よ
り
、
本
件
に
お
け
る
裁
判
権
の

行
使
を
拒
否
す
る
。
こ
の
法
理
は
最
初
に
R
i
e
g
l
e
v. F
e
d
e
r
a
l
 O
p
e
n
 M
a
r
k
e
t
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
に
お
い
て
示
さ
れ
た
。
「
議
員
で
あ
る
原

告
が
法
律
の
制
定
、
廃
止
ま
た
は
修
正
に
よ
っ
て
そ
の
同
僚
議
員
か
ら
実
質
的
救
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
当
裁
判
所
は
議

員
に
よ
る
訴
訟
を
却
下
す
る
そ
の
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
…
…
。
こ
の
基
準
は
裁
判
所
が
、
司
法
府
に
よ
る
立
法
府

の
領
域
へ
の
も
っ
と
も
明
白
な
侵
入
を
示
す
事
件
、
す
な
わ
ち
立
法
に
関
す
る
議
会
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
関
す
る
訴
え
を
審
理
す
る

A 

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
裁
判
決
(
-
九
八
四
年
）

¥
T
、

J

J
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

B
 
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
決
(
-
九
八
五
年
）

裁
判
を
拒
否
し
司
法
の
自
制
を
行
使
す
る
も
の
で
あ
る
。

八
九

こ
と
を
禁
じ
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
こ
の
法
理
は
、
利
用
可
能
な
制
度
的
救
済
を
有
す
る
原
告
議
員
が
裁
判
所
に
お
い
て
憲
法

ま
た
は
法
律
上
の
請
求
を
主
張
す
る
こ
と
を
防
止
し
、

ま
た
、
裁
判
所
が
立
法
過
程
に
介
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
原
告
は
、
大
統
領
と
他
の
被
告
が
議
会
の
有
す
る
戦
争
を
宣
言
す
る
憲
法
上
の
排
他
的
権
利
を
奪
っ
た
と
主
張
し
、
裁

判
所
が
裁
判
を
す
る
こ
と
以
外
に
適
切
な
救
済
は
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
同
意
し
な
い
。
原
告
に
利
用
可
能
な
の
は
議

ま
た
は
弾
劾
裁
判
で
あ
る
。
原
告
が

会
に
付
与
さ
れ
た
制
度
上
の
救
済
、
特
に
戦
争
権
限
決
議
、
歳
出
に
関
す
る
法
律
、
独
立
の
法
律
、

大
統
領
の
行
動
の
違
法
性
に
つ
い
て
同
僚
議
員
を
説
得
す
る
こ
と
に
成
功
す
れ
ば
、
今
彼
ら
が
裁
判
所
に
求
め
て
い
る
救
済
を
与
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
成
功
し
な
い
の
に
、
裁
判
所
が
そ
の
決
定
を
検
討
し
議
会
の
活
動
に
介
入
す
る
の
は
賢
明
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

原
告
議
員
の
う
ち
の
二
人
(
C
r
o
c
k
e
t
t
及
び
W
e
i
s
s
議
員
）
は
、
下
院
対
外
事
項
委
員
会
で
下
院
の
合
同
決
議
案

(
H
.
J
.
Res. 4
0
2
)

に

(52) 

大
統
領
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
を
非
難
す
る
修
正
を
追
加
す
る
よ
う
提
案
し
て
否
決
さ
れ
た
。
裁
判
所
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
原
告
の
出
訴
を

許
せ
ば
、
裁
判
所
は
不
必
要
か
つ
不
賢
明
に
立
法
過
程
に
介
入
し
重
大
な
権
力
分
立
上
の
問
題
を
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

ゆ
え
に
、
本
件
の

六
月
二
八
日
、
控
訴
裁
判
所
(
T
a
m
m
,
W
a
l
d
及
び
B
o
r
k
裁
判
官
）
は
上
訴
を
棄
却
し
た
。
法
廷
意
見
は
T
a
m
m
裁
判
官
に
よ
る

(53) 

も
の
で
あ
る
。

本
件
は
、
大
統
領
と
議
会
の
戦
争
権
限
に
関
す
る
問
題
や
議
員
の
原
告
適
格
、
政
治
的
問
題
な
ど
司
法
判
断
適
合
性
に
つ
い
て
の
重
要

な
争
点
を
含
ん
で
い
る
が
、

ム
ー
ト
ネ
ス
の
文
脈
に
お
い
て
訴
え
を
却
下
す
る
の
で
そ
れ
ら
の
検
討
は
将
来
に
委
ね
ら
れ
る
。

憲
法
第
三
編
は
連
邦
裁
判
所
の
裁
判
権
を
現
実
の
訴
訟
ま
た
は
争
訟
に
限
定
し
て
お
り
、

ム
ー
ト
と
な
っ
た
問
題
を
裁
判
す
る
こ
と
は
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で
き
な
い
。
事
件
は
「
提
起
さ
れ
た
争
点
が
も
は
や
”
生
き
て

(live)“

ぃ
な
い
場
合
ま
た
は
当
事
者
が
結
果
に
お
い
て
法
的
に
認
識
可
能

な
利
益
を
欠
い
て
い
る
場
合
」
に
は
ム
ー
ト
で
あ
る

(
P
o
w
e
l
l
v. 
M
c
C
o
r
m
a
c
k
,
 3
9
5
 
U
.
S
.
 4
8
6
 (
1
9
6
9
)
)
。

本
件
に
お
い
て
上
訴
人
は
「
米
軍
を
侵
略
戦
争
に
従
事
さ
せ
る
排
他
的
権
利
を
奪
わ
れ
た
」
と
主
張
し
、

「
主
権
国
家
で
あ
る
グ
レ
ナ
ダ

へ
の
侵
攻
の
合
憲
性
を
争
う
」
訴
訟
を
提
起
し
た
。
侵
攻
は
す
べ
て
の
戦
闘
部
隊
が
撤
退
し
た
八
三
年
―
二
月
一
五
日
に
終
了
し
た
の
で

上
訴
人
は
、
平
和
的
状
況
で
の
グ
レ
ナ
ダ
に
お
け
る
軍
事
要
員
の
駐
留
自
体
が
戦
争
権
限
条
項
の
違
反
を
続
け
て
い
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
こ
れ
は
本
質
的
に
新
た
な
請
求
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
告
は
被
告
の
一
方
的
な
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
の
合
憲
性
を
争
っ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
平
和
的
状
況
に
お
け
る
軍
事
要
員
の
派
遣
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
被
告
の
権
限
を
争
う
も
の
で
は
な
い
。
後
者
の
請
求
が

第
一
審
で
提
出
さ
れ
た
前
者
の
請
求
を
再
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

原
告
は
宣
言
判
決
は
ム
ー
ト
の
認
定
の
影
響
を
受
け
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
憲
法
の
事
件
性
の
要
件
は
救
済
の
一
形
式
で
あ
る
宣

言
判
決
に
も
適
用
さ
れ
る
。
宣
言
判
決
が
ム
ー
ト
で
あ
る
と
決
定
す
る
た
め
に
は
、
訴
え
ら
れ
た
事
実
が

「
相
反
す
る
法
的
利
益
を
有
す

る
当
事
者
の
間
で
、
宣
言
判
決
を
下
す
の
に
十
分
な
直
接
性
と
現
実
性
を
有
す
る
実
質
的
紛
争
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
こ
と

で
あ
る

(Preiserv• 

N
e
w
k
i
r
k
,
 4
2
2
 U
.
S
.
 3
9
5
 (
1
9
7
5
)
)
。
グ
レ
ナ
ダ
で
の
軍
事
行
動
は
す
で
に
終
了
し
、
上
訴
人
の
提
起
し
た
争
点
は

最
後
に
、
本
件
は
「
繰
り
返
さ
れ
う
る
が
審
査
を
免
れ
る

(
c
a
p
a
b
l
e
of repetition, 
yet e
v
a
d
i
n
g
 r
e
v
i
e
w
)
」
の
法
理
の
下
で
も
司

法
判
断
不
可
能
で
あ
る
。
先
例
で
は
こ
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
第
一
に
「
争
わ
れ
た
行
為
が
そ
の
期
間
に
お
い
て
短
い
た
め

に
そ
の
中
止
ま
た
は
満
了
の
前
に
十
分
に
訴
訟
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
、
第
二
に
「
同
一
の
当
事
者
が
同
一
の
訴
訟
の
対
象
に
再
び
な
る

と
い
う
合
理
的
期
待
の
存
在
す
る
こ
と
」
が
み
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
S
o
u
t
h
e
r
n
Pacific T
e
r
m
i
n
a
l
 C
o
.
 v. I. 
C. C., 
2
1
9
 
U
.
 

も
は
や
「
十
分
な
直
接
性
と
現
実
性
を
有
す
る
」
紛
争
で
は
な
い
。

ム
ー
ト
に
な
っ
た
。

九
〇

20-3•4-272 (香法2001)



米国における戦争権限と司法審査（湯山）

S. 4
9
8
 (1911))
。

第
一
の
要
件
に
関
し
て
は
、
問
題
は
訴
え
ら
れ
た
活
動
が
”
そ
の
性
質
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
“
期
間
に
お
い
て
短
い
か
ど
う
か
で
あ
る

(
F
i
n
b
e
r
g
 v. 
S
u
l
l
i
v
a
n
,
 6
3
4
 F. 2
d
 5
 0
(
3
r
d
 
Cir. 1980))
。
先
例
が
示
す
選
挙
、
刑
事
裁
判
、
妊
娠
、
公
立
学
校
の
学
年
と
異
な
り
、
宣

「
侵
略
戦
争
」
は
本
来
的
に
期
間
に
お
い
て
短
い
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
ム
ー
ト
に
よ
り
上
訴
を
棄
却
し
、
事
件
を
地
裁
に
差
し
戻
し
て
原
判
決
を
取
り
消
す
よ
う
指
示
す
る
。

L
o
w
r
y
 v. 
R
e
a
g
a
n
 

〔
事
実
の
概
要
〕

九

ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
は
米
国
に
対
し
、

ゆ
え
に
こ
の
法
理
は
適
用
さ
れ
な
い
。

一
九
八

0
年
九
月
に
始
ま
っ
た
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は
長
期
化
と
と
も
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

に
「
戦
争
水
域
」
を
設
定
、
航
行
す
る
第
三
国
の
船
舶
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

―
二
月
、

ウ
ェ
ー
ト
に
入
港
す
る
仁
油
タ
ン
カ
ー
の
保
護
を
要
請
、
翌
八
七
年
三
月
に

R
e
a
g
a
n
政
権
は
こ
れ
を
受
諾
し
、
ペ
ル
シ
ア
湾
に
入
っ
た
ク

(
M
)
 

ウ
ェ
ー
ト
向
け
船
舶
を
木
国
籍
と
し
米
国
国
旗
を
掲
げ
さ
せ
た
上
で
海
軍
が
護
衛
す
る
計
画
を
決
定
し
た
。

八
七
年
五
月
一
七
日
、
イ
ラ
ク
軍
航
空
機
が
誤
っ
て
米
国
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

S
t
a
r
k
に
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
三
七
人
の
兵
士
が
死
亡
、

―
―
一
人
が
負
傷
す
る
事
件
が
起
き
た
。

品）

主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
権
側
は
、
護
送
作
戦
は
「
敵
対
行
為
へ
の
差
し
迫
っ
た
関
与
」
に
あ
た
ら
な
い
と
主
張
し
た
。

護
送
計
画
が
開
始
さ
れ
、

日
後
、 4

 

一
口
さ
れ
な
い

こ
の
事
件
を
機
に
議
会
で
は
護
送
計
画
へ
の
反
対
や
戦
争
権
限
決
議
を
適
用
す
べ
き
と
の
意
見
が

七
月
二
二
日
に
は
最
初
の
タ
ン
カ
ー
ニ
隻
が
一
二
隻
の
米
国
艦
船
に
護
衛
さ
れ
て
ペ
ル
シ
ア
湾
に
入
っ
た
。

タ
ン
カ
ー

B
r
i
d
g
e
t
o
n
が
イ
ラ
ン
の
敷
設
し
た
と
思
わ
れ
る
機
雷
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
。
米
国
政
府
は
イ
ラ
ン
政
府
に
、
公 ク

八
六
年
に
は
両
国
と
も
ペ
ル
シ
ア
湾
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海
で
の
無
警
告
の
機
雷
敷
設
は
国
際
法
に
違
反
し
か
つ
国
際
海
上
通
商
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
で
あ
り
、
米
国
は
こ
の
種
の
攻
撃
か
ら
米

国
船
舶
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
な
行
動
を
と
る
と
の
警
告
を
発
し
た
。

タ
ン
カ
ー
の
触
雷
は
八
月
一

0
日
に
も
起
き
た
。
九
月
ニ
―
日
に
は
、

た
イ
ラ
ン
の
上
陸
用
舟
艇
I
r
a
n
A
j
r
を
発
見
、
攻
撃
し
て
大
破
さ
せ
た
。

大
統
領
は
議
会
に
報
告
を
提
出
し
た
が
、
戦
争
権
限
決
議
四
節
①
①
へ
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ニ
―
日
の
「
限
定
的

防
衛
行
動
」
は
「
国
連
憲
章
五
一
条
の
自
衛
の
権
利
の
行
使
と
し
て
」
ま
た
「
対
外
関
係
の
遂
行
に
関
す
る
及
び
最
高
司
令
官
と
し
て
の

自
ら
の
憲
法
上
の
権
限
に
従
っ
て
」
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
戦
争
権
限
決
議
の
規
定
の
い
く
つ
か
の
解
釈
と
合
憲
性
に
関
し
て
政
府
の

立
法
部
門
と
執
行
部
門
の
間
の
歴
史
的
相
違
及
び
前
任
者
の
と
っ
た
立
場
に
留
意
し
つ
つ
も
、
共
通
の
目
標
に
対
す
る
相
互
の
協
力
の
精

(56) 

神
に
お
い
て
こ
の
報
告
を
提
出
す
る
」
と
述
べ
た
。

1
0月
八
日
に
は
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
イ
ラ
ン
の
警
備
艇
四
隻
に
攻
撃
さ
れ
応
戦
、

一
隻
を
撃
沈
し
た
。

サ
イ
ル

S
i
l
k
w
o
r
m
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
沖
で
護
送
さ
れ
て
い
た
タ
ン
カ
ー

S
u
n
g
a
r
i
を
、
翌
日
に
は
米
国
旗
を
掲
げ
て
い
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
船

一
九
日
、
報
復
と
し
て
米
国
の
駆
逐
艦
が
イ
ラ
ン
艇
の
基
地
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
イ
ラ
ン

沖
の
石
油
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
攻
撃
し
た
。
大
統
領
は
こ
れ
ら
の
交
戦
の
事
実
を
議
会
に
報
告
し
た
が
、

そ
の
際
決
議
の
特
定
の
条
項

に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
「
議
会
が
継
続
し
て
こ
の
事
項
に
十
分
に
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
私
の
希
望
に
よ
り
、
戦
争
権
限
決
議
に
従

(57) 

っ
て
こ
の
報
告
を
提
出
す
る
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

(58) 

上
院
は
、
九
月
一
八
日
に
戦
争
権
限
決
議
を
適
用
さ
せ
る
法
案
が
否
決
さ
れ
た
あ
と
も
そ
の
努
力
を
続
け
、

籍
の
タ
ン
カ
ー

S
e
a
Isle C
i
t
y
を
攻
撃
、

ペ
ル
シ
ア

-
0月
ニ
―
日
、

W
a
r
n
e
r
修
正
（
上
院
合
同
決
議
案
の
修
正
案
）
を
五
四
対
四
四
で
採
択
し
た
。
そ
れ
に
は
戦
争
権
限
決
議
へ
の
言
及
は
な
く
、

湾
に
お
け
る
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
支
持
し
、
決
議
発
効
か
ら
三

0
日
以
内
、
そ
の
後
三

0
日
毎
に
大
統
領
に
ペ
ル
シ
ア
湾
に
お
け
る
政

一
五
日
に
は
イ
ラ
ン
の
ミ

ペ
ル
シ
ア
湾
で
警
備
中
の
米
国
海
軍
が
機
雷
敷
設
を
行
っ
て
い

九

B
y
r
dー
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

救
済
付
与
の
裁
量

当
巡
回
区
の
裁
判
所
で
は
、
救
済
付
与
の
裁
量
の
法
理
、
す
な
わ
ち
裁
判
の
入
り
口
に
お
い
て
、
議
員
が
原
告
で
あ
る
す
べ
て
の
事
例

に
内
在
す
る
権
力
分
立
の
問
題
が
エ
ク
イ
テ
ィ
裁
判
権
行
使
の
適
切
性
の
評
価
と
し
て
分
析
さ
れ
る
と
い
う
法
理
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

R
i
e
g
l
e
 v. F
e
d
e
r
a
l
 O
p
e
n
 M
a
r
k
e
t
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
は
、
原
告
で
あ
る
上
院
議
員
が
、
準
備
銀
行
の
メ
ン
バ
ー
を

F
e
d
e
r
a
l
O
p
e
n
 M
a
r
k
e
t
 

(
1
)
 

第
一
審
は
訴
訟
を
却
下
し
た

(63) 

(
―
二
月
一
八
日
）
。

R
e
v
e
r
c
o
m
b
裁
判
官
に
よ
る

m
e
m
o
r
a
n
d
u
m
o
p
i
n
i
o
n
は
次
の
と
お
り
。

A 

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
裁
判
決
(
-
九
八
七
年
）

ェ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
の
抗
弁
を
出
し
て
争
い
、
私
人
の
出
訴
の
権
利
は
戦
争
権
限
決
議
に
含
ま
れ

(62) 

て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
両
当
事
者
と
も
戦
争
権
限
決
議
の
合
憲
性
の
問
題
を
主
張
し
な
か
っ
た
。

〔
判
旨
〕

被
告
は
原
告
適
格
、
政
治
的
問
題
、

本
件
の
原
告
は

九

策
の
報
告
を
求
め
、
報
告
か
ら
三

0
日
以
内
に
不
承
認
の
合
同
決
議
を
可
決
し
な
い
限
り
米
軍
の
行
動
を
承
認
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

(

5

9

)

(

6

0

)

 

っ
た
。
下
院
（
特
に
多
数
派
民
主
党
）
は
、
本
件
訴
訟
を
重
視
し
、
そ
の
結
果
を
見
守
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
、
上
院
は
―
二
月

四
日
、
戦
争
権
限
決
議
が
一

0
月
一
九
日
を
も
っ
て
作
動
し
六

0
日
後
の
―
二
月
二

0
日
に
護
送
作
戦
は
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

(61) 

す
る
決
議
案

(
A
d
a
m
s
議
員
提
案
）
を
棚
上
げ
に
し
た
。

一
五
人
の
下
院
議
員
で
、
護
送
作
戦
開
始
を
受
け
て
提
訴
し
、
九
月
の
米
軍
と
イ
ラ
ン
軍
の
戦
闘
発
生
を
受
け
て
請

求
内
容
を
修
正
し
た
。
原
告
は
裁
判
所
に
対
し
て
、

七
月
二
二
日
の
護
送
作
戦
の
開
始
及
び
九
月
の
交
戦
に
関
し
て
、
大
統
領
は
戦
争
権

限
決
議
四
節
切
①
に
定
め
る
議
会
へ
の
報
告
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
宣
言
判
決
、
及
び
裁
判
所
の
命
令
か
ら
四
八
時
間
以

内
に
ペ
ル
シ
ア
湾
に
お
け
る
米
軍
の
継
続
的
使
用
に
関
す
る
報
告
の
提
出
を
命
じ
る
よ
う
求
め
た
。
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し
か
し
、
戦
争
権
限
決
議
の
合
憲
性
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
が
こ
の
決
定
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
決
議
を
執
行
す
る

(65) 

法
律
の
可
決
に
よ
っ
て
、
執
行
府
と
統
一
さ
れ
た
立
法
府
と
の
間
に
真
の
対
立
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
成
熟
し
た
問
題
と
な
る
。
議
員
の

提
起
し
た
訴
訟
の
場
合
は
、
裁
判
所
は
議
会
の
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
根
拠
に
よ
り
司
法
審
査
を
拒
否
す
る
。

関
連
す
る
議
会
の
活
動
の
多
様
性
は
ま
た
本
件
を
政
治
的
問
題
の
法
理
の
下
で
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
政

(
2
)
 

ろ
う
。

C
o
m
m
i
t
t
e
e
に
指
名
す
る
連
邦
準
備
法
の
手
続
が
違
憲
で
あ
る
と
し
て
、
準
備
銀
行
の
メ
ン
バ
ー
が
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
を
禁
じ
る

差
止
命
令
を
求
め
た
事
案
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、
原
告
の
主
張
を
達
成
し
う
る
立
法
が
前
年
に
下
院
で
提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意

し
て
、
原
告
は
当
該
法
律
を
修
正
す
る
よ
う
同
僚
議
員
を
説
得
す
る
の
は
自
由
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
差
止
命
令
は
「
原
告
に
民
主
的
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
を
迂
回
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
の
意
思
に
…
…
反
す
る
」
こ
と
に
な
り
、

に
関
す
る
議
会
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
関
す
る
訴
え
」

に
関
し
て
司
法
の
自
制
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

本
件
は
立
法
府
と
執
行
府
の
間
の
紛
争
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
ペ
ル
シ
ア
湾
の
状
況
に
対
す
る
戦
争
権
限
決
議
の
適
用
に
関

す
る
議
会
内
部
の
政
治
的
紛
争
の
副
産
物
で
あ
る
。
訴
訟
提
起
の
前
に
大
統
領
に
同
決
議
四
節
固
①
を
適
用
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
法
案

や
同
決
議
を
強
化
な
い
し
廃
止
す
る
法
案
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
提
訴
時
に

A
d
a
m
s
上
院
議
員
は
そ
の
立
場
を
推
進
す
る
た
め
及
び
議

(64) 

会
が
決
定
を
望
ま
な
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
提
訴
に
参
加
し
た
と
述
べ
た
。

当
裁
判
所
は
議
会
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
押
し
付
け
る
よ
う
な
判
決
を
付
与
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。
議
会
は
戦
争
権
限
決
議
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
ろ
う
と
自
由
で
あ
る
。
戦
争
権
限
決
議
の
起
草
過
程
に
よ
れ
ば
、
同
決
議
の
「
敵
対
行
為
」

政
治
的
問
題

の
決
定
は
執
行
府
及

び
立
法
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
い
う
。
裁
判
所
が
こ
の
政
治
過
程
に
介
入
す
る
こ
と
は
憲
法
上
の
枠
組
に
内
在
す
る
限
界
を
越
え
る
だ

エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
が
「
立
法

九
四
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

わ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。

対
行
為
」

の
有
無
に
関
す
る
判
断
を
差
し
控
え
る
。

九
五

治
的
問
題
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
条
件
の
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
は
、

B
a
k
e
r
v. 
C
a
r
r
の
B
r
e
n
n
a
n
裁
判
官
の
法
廷
意
見
に
示
さ
れ
て
い

同
裁
判
官
は
、
対
外
関
係
に
関
す
る
事
件
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
し
ば
し
ば
「
政
府
の
見
解
の
一
致
し
た

(singleー

v
o
i
c
e
d
)
表

明
」
の
た
め
に
「
司
法
の
認
識
範
囲
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
事
件
の
す
べ
て
が
司
法
判
断

当
裁
判
所
は
原
告
の
宣
言
判
決
の
請
求
は
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
も
し
裁
判
所
が
ペ
ル
シ
ア
酒
に
展
開
す
る
米
軍
が

対
行
為
ま
た
は
：
・
…
敵
対
行
為
へ
の
差
し
迫
っ
た
関
与
が
情
勢
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
状
況
」
に
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
な
ら
ば
、

「
―
つ
の
問
題
に
関
す
る
様
々
な
機
関
に
よ
る
多
様
な
見
解
の
表
明
〔
か
ら
生
じ
る
〕
混
乱
が
起
き
る
可
能
性
」
と
い
う
リ
ス
ク
を
生
じ

る
。
判
決
は
議
会
内
の
ど
ち
ら
か
の
見
解
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
敵
対
行
為
」

て
中
立
を
表
明
す
る
執
行
府
の
立
場
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
国
際
社
会
に
米
国
の
立
場
の
一
貫
性
へ
の
疑
い
を
生
ぜ
し
め
る
。

原
告
は
、
戦
争
権
限
決
議
は
「
敵
対
行
為
」
ま
た
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
関
与
の
状
況
を
定
義
し
て
い
な
い
が
、
起
草
過
程
に
よ
れ
ば
議

会
は
、
「
相
対
的
に
小
さ
な
行
動
」
を
含
む
た
め
文
言
を
広
範
に
す
る
こ
と
、
及
び
米
軍
の
関
与
の
比
較
的
初
期
の
段
階
で
決
定
過
程
に
関

し
か
し
、
第
一
に
、

「
敵
対
行
為
」
の
決
定
が
政
治
部
門
に
よ
る
決
定
を
意
図
し
て
い
た
と
の
起
草
時
の
議
論
と
あ
わ
せ
、
定
義
規
定
の

不
存
在
は
、
法
的
な
基
準
は
意
図
的
に
省
か
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
二
に
、
「
敵
対
行
為
」
の
事
実
的
評
価
は
裁
判
所
の
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
や
他
の
専
門
知
識
の
欠
如
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
敵
対
行
為
」

大
統
領
は
日
毎
に
軍
事
的
及
び
対
外
的
決
定
を
行
う
柔
軟
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

不
可
能
で
あ
る
と
仮
定
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

る。

の
決
定
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
い

ゆ
え
に
「
敵

の
緊
張
の
変
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に
妨
げ
ら
れ
る
。

ゆ
え
に
、
本
件
は
裁
判
上
運
用
し
う
る
基
準
を
欠 「敵

20--3•4~277 (香法2001)



と
の
立
証
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

く
と
結
論
す
る
。

し
か
し
、
当
裁
判
所
は
戦
争
権
限
決
議
の
合
憲
性
の
問
題
が
適
切
に
提
出
さ
れ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
議
会
が
ペ
ル
シ
ア
湾
に
お
け
る
「
敵

対
行
為
」
の
存
在
を
認
定
す
る
合
同
決
議
を
可
決
し
大
統
領
が
四
節
⑧
に
規
定
す
る
報
告
の
提
出
を
拒
否
す
る
な
ら
ば
、
司
法
判
断
を
行

う
の
に
成
熟
し
た
争
点
と
な
る
。
軍
事
的
活
動
の
重
大
性
を
評
価
す
る
こ
と
は
司
法
の
任
務
で
は
な
い
が
、
憲
法
上
の
権
限
の
配
分
を
検

八
八
年
一

0
月
一
七
日
、
控
訴
裁
判
所

(Wald,
E
d
w
a
r
d
s
,
 W
i
l
l
i
a
m
s
裁
判
官
）

(66) 

は
P
e
r
c
u
r
g
m
で
上
訴
を
棄
却
し
た
。

ペ
ル
シ
ア
湾
で
の
状
況
の
変
化
に
関
す
る
当
事
者
の
追
加
的
主
張
を
考
慮
し
て
、
上
訴
を
棄
却
す
る
。

現
在
米
軍
が
ペ
ル
シ
ア
湾
で
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
敵
対
行
為
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
上
訴
人
の
主
張
は
政
治
的
問
題
で
あ

る
。
ペ
ル
シ
ア
湾
で
の
停
戦
が
不
安
定
で
あ
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
停
戦
の
安
定
性
に
関
す
る
評
価
は
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
両
政

府
の
意
図
の
調
査
を
要
す
る
。
こ
の
種
の
調
査
は
裁
判
所
の
能
力
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
過
去
に
敵
対
行
為
が
存
在
し
た
が
大
統
領
が
報
告
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
の
上
訴
人
の
主
張
は
ム
ー
ト
で
あ
る
。
戦
争
権
限
決

議
四
節
①
①
は
、
議
員
に
戦
争
を
行
う
過
程
へ
の
実
効
的
な
共
同
参
加
の
た
め
必
要
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
り
に
当
該
ア
ク
セ
ス
の
拒
否
が
法
的
に
認
識
可
能
な
損
害
を
構
成
す
る
と
し
て
も
、
戦
争
を
行
う
過
程
の
存
す
る
限
り
に
お
い
て
の
み

損
害
は
継
続
す
る
。
上
訴
人
は
終
了
し
た
過
程
に
つ
い
て
現
在
の
損
害
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
も
敵
対
行
為
が
存
在
す
る

B
 
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
決
(
-
九
八
八
年
）

討
す
る
こ
と
は
司
法
審
査
の
範
囲
内
で
あ
る
。

九
六
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一
審
判
決
後
の
ペ
ル
シ
ア
湾
で
の
「
タ
ン
カ
ー
戦
争
」

の
経
過
と
議
会
の
動
き
を
記
し
て
お
く
。

バ
ー
レ
ー
ン
沖
の
国
際
水
域
で
タ
ン
カ
ー
護
送
を
終
え
て
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に
帰
還
中
の
米
国
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

S
a
m
u
e
l
 B. R
o
b
e
r
t
s
が
触
雷
し
―
一
人
が
負
傷
し
た
。

四
日
後
の
一
八
日
、
米
国
海
軍
は
イ
ラ
ン
の
海
上
石
油
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

攻
撃
し
た
。
イ
ラ
ン
の

P
h
a
n
t
o
m
二
機
及
び
ミ
サ
イ
ル
艇

J
o
s
h
a
n
が
米
巡
洋
艦

W
a
i
n
w
r
i
t
h
t
に
反
撃
を
行
っ
た
が
失
敗
、
逆
に

W
a
i
n
w
r
i
g
h
t
及
び
他
の
米
艦
・
航
空
機
か
ら
の
攻
撃
で

J
o
s
h
a
n
は
大
破
し
た
。
こ
の
間
、

イ
ラ
ン
の
快
速
艇
が
米
軍
艦
船
及
び
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
の
石
油
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
攻
撃
し
た
が
、
米
軍
機
が
快
速
艇
一
隻
を
撃
沈
、

ン
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
二
隻
が
米
軍
艦
船
及
び
航
空
機
を
砲
撃
し
た
が
、
米
軍
の
反
撃
で
一
隻
は
沈
没
、

護
送
作
戦
を
終
了
さ
せ
る
決
議
案
を
提
出
し
た
が
、
上
院
は
六
月
六
日
、

D
e
 =
 
urns v. 
B
u
s
h
 

〔
事
実
の
概
要
〕

九
七

大
統
領
は
再
び
議
会
に
報
告
し
た
が
、
同
様
に
「
戦
争
権
限
決
議
に
従
っ
て
」
議
会
が
十
分
に
情
報
を
得
ら
れ
る
た
め
報
告
す
る
と
あ

る
の
み
で
あ
っ
た
。
議
会
で
は
、

A
d
a
m
s
上
院
議
員
が
再
び
、
四
月
一
四
日
を
も
っ
て
戦
争
権
限
決
議
四
節
国
①
が
作
動
し
六

0
日
後
に

(68) 

五
四
対
三
一
で
そ
の
審
議
を
拒
否
し
た
。

七
月
三
日
、
米
巡
洋
艦

V
i
n
c
e
n
n
e
s
は
イ
ラ
ン
の
戦
闘
機
と
誤
認
し
て
イ
ラ
ン
航
空
の
旅
客
機
を
撃
墜
し
、
乗
客
二
九

0
人
を
死
亡
さ

(70) 

せ
圧
。
こ
の
後
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
両
国
は
国
連
安
保
理
決
議
五
九
八
を
受
諾
し
て
停
戦
し
、
米
国
海
軍
の
護
送
作
戦
も
終
了
し
た
。

一
九
九

0
年
八
月
二
日
、
イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
。
同
日
、

B
u
s
h
大
統
領
は
イ
ラ
ク
及
び
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
資
産
を
凍
結

5
 

八
八
年
四
月
一
四
日
、

〔
付
記
〕

一
隻
は
大
破
し
た
。

二
隻
に
損
害
を
与
え
た
。
こ
の
あ
と
イ
ラ

20-3•4-279 (香法 2001)



な
お
、

す
る
な
ど
の
執
行
府
命
令
を
発
し
、
七
日
後
に
は
議
会
に
対
し
、

め
米
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
際
、
軍
の
派
遣
は
「
戦
争
権
限
決
議
に
従
っ
て
」
で
あ
る
が
、
「
敵
対
行
為
へ
の
関
与
は
差

(71) 

し
迫
っ
て
い
な
い
と
私
は
信
じ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

倍
に
増
強
す
る
こ
と
を
命
令
し
、

イ
ラ
ク
に
よ
る
さ
ら
な
る
侵
略
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
防
衛
す
る
た

―
二
日
に
は
他
の
諸
国
と
共
同
し
て
海
上
封
鎖
を
行
い
、
二
ニ
日
に
予
備
役
（
約

―
一
月
八
日
、
大
統
領
は
さ
ら
に
派
遣
軍
の
規
模
を
当
時
の
二
三
万
人
か
ら
約
二

そ
の
目
的
が
「
適
切
な
攻
撃
的
軍
事
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
と
表
明
し
た
。
議
会
へ

(72) 

の
報
告
で
は
や
は
り
戦
争
権
限
決
議
へ
の
言
及
は
な
く
、
敵
対
行
為
が
差
し
迫
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
議
会
は
、
当
初
派

(73) 

兵
を
支
持
し
た
が
、
イ
ラ
ク
攻
撃
の
可
能
性
が
高
ま
る
と
大
統
領
が
単
独
で
軍
事
攻
撃
を
行
う
こ
と
を
危
惧
す
る
意
見
が
強
ま
っ
た
。

一
月
一
九
日
、
五
三
人
の
下
院
議
員
及
び
一
名
の
上
院
議
員
が
大
統
領
を
相
手
取
っ
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
裁
に
提
訴
し
た
。

米
軍
の
攻
撃
的
軍
事
作
戦
の
開
始
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
行
動
は
議
会
の
戦
争
宣
言
な
し
に
は
違
法
で
あ
る
こ
と
、
議

会
の
同
意
の
な
い
戦
争
は
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
投
票
権
を
奪
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
作
戦
の
予
備
的
差
止
命
令
を
求
め
た

権
限
決
議
は
援
用
し
な
か
っ
た
）
。
大
統
領
を
代
理
し
て
出
廷
し
た
司
法
省
は
、
政
治
的
問
題
、
原
告
適
格
の
欠
如
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
、

(74) 

訴
え
の
成
熟
性
に
関
す
る
抗
弁
を
提
出
し
て
訴
訟
の
却
下
を
求
め
た
。

―
一
月
二
九
日
、
国
連
安
保
理
は
決
議
六
七
八
を
採
択
し
、

ら
ゆ
る
必
要
な
手
段
」
）
を
授
権
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
、

(75) 

権
は
必
要
な
い
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。

四
万
人
）
を
招
集
す
る
な
ど
し
て
兵
員
を
増
強
し
た
。

イ
ラ
ク
の
撤
退
期
限
を
翌
年
一
月
一
五
日
と
定
め
、

こ
れ
に
イ
ラ

ク
が
従
わ
な
い
場
合
に
は
加
盟
国
に
よ
る
武
力
行
使
（
安
保
理
諸
決
議
を
実
施
し
こ
の
地
域
に
お
け
る
平
和
と
安
全
を
回
復
す
る
た
め
「
あ

B
u
s
h
政
権
の
閣
僚
は
、

イ
ラ
ク
に
対
す
る
軍
事
力
行
使
に
議
会
の
授

九
八

（
戦
争
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〔
判
旨
〕

(76) 

九
0
年
―
二
月
一
三
日
、
裁
判
所
は
訴
訟
を
却
下
し
た
。

H.
R. G
r
e
e
n
e
裁
判
官
に
よ
る
意
見
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

政
治
的
問
題

憲
法
は
戦
争
を
宣
言
す
る
権
限
を
議
会
に
付
与
し
て
い
る
。
制
憲
者
の
意
図
は
国
を
戦
争
に
巻
き
込
む
重
大
な
権
限
を
大
統
領
の
み
に

付
与
す
る
の
は
賢
明
で
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
の
権
限
を
伴
う
。

し
か
し
、
議
会
の
戦
争
を
宣
言
す
る
権
限
は
大
統
領
に
付
与
さ
れ
た
執
行
権
及
び

司
法
省
は
、
憲
法
は
こ
れ
ら
の
戦
争
に
関
連
す
る
様
々
な
規
定
を
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、

る
こ
と
は
法
的
問
題
で
は
な
く
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
あ
る
種
の
軍
事
行
動
が
戦
争
宣
言
を
必
要
と
す
る
「
戦
争
」
な
の
か

そ
れ
と
も
必
要
と
し
な
い
孟
久
撃
的
軍
事
行
動
」
か
の
決
定
は
、
対
外
事
項
や
国
家
安
全
保
障
を
含
む
政
治
部
門
の
微
妙
な
判
断
に
依
存

し
、
当
該
決
定
は
裁
判
上
発
見
し
運
用
し
う
る
基
準
を
欠
く
と
主
張
し
た
。

こ
の
主
張
は
あ
ま
り
に
概
括
的
で
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
定
の
攻
撃
的
軍
事
作
戦
が
「
戦
争
」
を
構
成
し
な
い
と
判
断
す
る

唯
一
の
権
限
が
大
統
領
に
あ
る
と
し
た
ら
、
議
会
の
戦
争
を
宣
言
す
る
権
限
は
大
統
領
の
恣
意
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
の
よ

裁
判
所
が
「
戦
争
」
を
認
定
す
る
か
否
か
の
決
定
に
つ
い
て
政
治
部
門
に
従
わ
な
い
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。

に
関
与
し
て
も
戦
争
に
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
重
大
で
な
い
主
張
を
生
じ
る
よ
う
な
規
模
と
重
要
性
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

関
与
を
望
む
な
ら
議
会
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

M
i
t
c
h
e
l
l
 v. 
L
a
i
r
d
が
こ
の
点
に
関
し
て
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

M
i
t
c
h
e
l
l
で
は
、

う
な
解
釈
は
憲
法
の
文
言
に
反
す
る
。

(
l
)
 

九
九

こ
れ
ら
を
調
和
さ
せ

し
か
し
、
軍
隊
が
戦
闘

も
し
議
会
が

イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
敵
対
行
為
の
事
実
を
認

定
す
る
の
に
困
難
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
当
該
敵
対
行
為
が
戦
争
宣
言
条
項
の
意
味
に
お
け
る
「
戦
争
」
を
構
成
す
る
か
否
か
を

20-3•4-281 (香法 2001)



゜
ろノ 司
法
省
は
、

(
2
)
 

P
r
i
z
e
 Cases, 6
7
 U
.
S
.
 6
3
5
 (
1
8
6
3
)
)

。

す
な
わ
ち
、

M
i
t
c
h
e
l
l
で
は
、

に

か
つ
勝
訴
判
決
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
う
る
こ
と
が
必
要
で
あ

（
原
告
の
主
張
が
事
実
な
ら
）

イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
戦
争
が
存
在
す
る
と
判
断
し
た
。

わ
が
国
の
軍
事
行
動
が
憲
法
の
意
味
に
お
け
る
「
戦
争
」
で
あ
る
か
否
か
の
事
実
的
及
び
法
的
決
定
を
な

す
権
限
と
能
力
を
裁
判
所
が
持
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
た
。

司
法
省
は
、
憲
法
は
対
外
事
項
を
政
治
部
門
に
委
ね
て
お
り
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
た
し
か
に
憲
法
は
対
外
事
項
の
責
任

を
政
治
部
門
、
特
に
大
統
領
に
委
ね
て
い
る
が
、

(77) 

あ
る
。

そ
れ
が
ゆ
え
に
司
法
権
が
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
先
例
の
示
す
と
お
り
で

司
法
省
の
主
張
は
、
裁
判
所
が
歴
史
的
に
条
約
、
法
律
、
保
険
契
約
の
解
釈
の
よ
う
な
他
の
目
的
で
わ
が
国
が
戦
争
に
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
決
定
し
て
き
た
事
実
を
無
視
し
て
い
る
。
議
会
の
宣
言
が
な
く
と
も
事
実
上
の
戦
争
状
態
の
存
在
を
決
定
し
た
こ
と
も
あ
る

(
T
h
e

原
告
適
格

最
高
裁
は
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
第
一
に
原
告
が
一
身
専
属
的
に
現
実
の
損
害
を
受
け
た
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
、
第
二
に
損
害
が
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
た
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

る
。
原
告
は
、
戦
争
宣
言
条
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
利
益
が
大
統
領
の
対
イ
ラ
ク
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
主

張
し
、
当
巡
回
区
の
先
例

(
M
o
o
r
ev• 

U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 H
o
u
s
e
 of Representative, 7
3
3
 
F. 2
d
 9
4
6
 (D. C. Cir. 1
9
8
4
)

な
ど
）

よ
れ
ば
、
連
邦
議
会
議
員
は
憲
法
が
各
院
に
付
与
し
た
事
項
に
関
す
る
投
票
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
に
利
益
を
有
す
る
と
主
張
す
る
。

こ
れ
ら
の
先
例
は
訴
訟
の
対
象
が
執
行
府
の
行
為
で
あ
る
場
合
は
適
用
さ
れ
ず
、
特
に
本
件
は
不
正
常
な
事
態
で
あ
る
と
い

本
件
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
権
利
は
戦
争
宣
言
に
賛
成
ま
た
は
反
対
の
投
票
を
す
る
権
利
で
あ
る
。
も
し
大
統
領
が
行
為
す
れ
ば
、

裁
判
所
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
、

1
0
0
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っ
た
。

分
立
の
考
慮
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
 

大
統
領
の
戦
争
行
為
を
事
前
の
議
会
の
戦
争
宣
言
に
条
件
づ
け
る
と
い
う
議
員
の
権
利
は
当
然
失
わ
れ
る
。

司
法
省
は
、
本
件
で
の
損
害
の
お
そ
れ
は
直
接
的
で
な
い
、

け
で
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
実
現
す
る
前
に
大
統
領
が
議
会
の
戦
争
宣
言
を
求
め
る
か
否
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
と
主
張
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
大
統
領
が
イ
ラ
ク
と
戦
争
を
始
め
る
「
可
能
性
」
が
あ
る
だ

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
四

0
万
近
い
兵
士
を
派
遣
し
、
国
連
安
保
理
よ
り
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
イ

ラ
ク
を
排
除
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
手
段
の
行
使
を
授
権
す
る
決
議
を
得
た
以
上
、
大
統
領
が
議
会
の
宣
言
を
得
な
い
で
イ
ラ
ク

に
対
す
る
敵
対
行
為
を
開
始
す
る
こ
と
は
憶
測
の
域
を
越
え
て
い
る
。

救
済
付
与
の
裁
量

司
法
省
の
次
の
抗
弁
は
、
当
巡
回
区
の
控
訴
裁
判
所
が
発
展
さ
せ
て
き
た
「
救
済
付
与
の
裁
量
（
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
）
」
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
「
議
員
で
あ
る
原
告
が
法
律
の
制
定
、
廃
止
ま
た
は
修
正
に
よ
っ
て
同
僚
議
員
か
ら
実
質
的
救
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

に
は
、
当
裁
判
所
は
議
員
の
訴
訟
を
却
下
す
る
そ
の
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
」
(Riegle
v. 
F
e
d
e
r
a
l
 O
p
e
n
 M
a
r
k
e
t
 

C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
。
こ
の
法
理
は
議
員
が
そ
の
同
僚
を
説
得
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
の
み
法
律
の
合
憲
性
を
争
う
場
合
に
生
じ
る
権
力

こ
の
法
理
に
よ
り
却
下
さ
れ
た
判
決
の
分
析
が
示
し
て
い
る
の
は
、
原
告
議
員
が
議
会
内
紛
争
に
関
わ
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
法
律
の

合
憲
性
に
つ
い
て
の
判
決
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原
告
は
、
前
者
の
状
況
で
は
議
会
の
内
部
規
則
の
変
更
ま
た
は
実
施
に

よ
る
救
済
が
、
後
者
に
お
い
て
は
違
憲
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
法
律
を
廃
止
す
る
か
修
正
す
る
と
い
う
救
済
が
利
用
可
能
で
あ

本
件
で
の
原
告
は
そ
の
同
僚
議
員
か
ら
実
質
的
救
済
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
統
領
に
議
会
の
戦
争
宣
言
な
し
に
イ
ラ
ク
を
攻
撃

す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
よ
う
求
め
る
合
同
決
議
は
軍
事
行
動
を
止
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

1
0
 

ゆ
え
に
、
軍
事
予
算
の
削
減
や
大
統
領
の
弾
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対
立
は
存
在
し
な
い
と
説
明
し
た
。

す
る
こ
と
は
尚
早
で
あ
り
僭
越
で
あ
る
。

劾
と
い
っ
た
「
救
済
」
は
政
治
的
に
も
実
際
的
に
も
利
用
可
能
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

な
わ
ち
米
軍
が
イ
ラ
ク
と
の
交
戦
に
関
与
す
る
前
に
イ
ラ
ク
攻
撃
に
つ
い
て
議
論
し
投
票
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
の
保
障
を
与
え
る
も
の

訴
え
の
成
熟
性

裁
判
所
が
司
法
権
を
行
使
し
て
政
府
の
他
の
部
門
を
強
制
す
る
よ
う
な
判
決
を
下
す
た
め
に
は
、
判
決
の
前
提
と
し
て
の
成
熟
性
の
要

件
が
特
に
菫
要
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
成
熟
性
の
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

議
会
の
行
為

イ
ラ
ク
と
戦
争
す
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
立
法
府
の
立
場
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
議
会
が
戦
争
宣
言
が
必
要
と
考
え
て
い
る

の
か
否
か
に
つ
い
て
何
ら
の
示
唆
も
な
い
の
で
、
裁
判
所
が
現
在
ま
た
は
近
い
将
来
に
戦
争
宣
言
が
必
要
か
否
か
の
争
点
に
つ
い
て
判
断

こ
の
理
由
で
当
裁
判
所
は
、

G
o
l
d
w
a
t
e
r
v. C
a
r
t
e
r
に
お
け
る

P
o
w
e
l
l
裁
判
官
の
同
意
意
見
に
従
う
。
こ
の
事
件
は
、

C
a
r
t
e
r
大
統

領
が
台
湾
と
の
相
互
防
衛
条
約
の
終
了
を
発
表
し
た
の
に
対
し
、
連
邦
議
会
の
議
員
が
条
約
の
終
了
は
条
約
の
批
准
の
場
合
と
同
様
に
上

院
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
出
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。

P
o
w
e
l
l
裁
判
官
は
、
政
治
部
門
間
の
紛
争
に
成
熟
性
の
テ
ス
ト
を
適
用

し
た
。
「
議
会
と
裁
判
所
の
間
の
紛
争
は
、
各
部
が
そ
の
憲
法
上
の
権
限
を
主
張
す
る
行
動
を
と
ら
な
い
限
り
か
つ
と
る
ま
で
は
、
司
法
審

査
は
な
さ
れ
な
い
」
。

G
o
l
d
w
a
t
e
r
で
は
大
統
領
の
行
動
に
対
し
て
上
院
が
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
投
票
が
な
さ
れ
て
な
い
の
で

「
政
治
部
門
が
憲
法
上
の
行
き
詰
ま
り
に
達
す
る
ま
で
は
、
司
法
部
門
は
大
統
領
と
議
会
の
間
の
権
限
の
分
配
に
影
響
す
る
問
題
を
決

定
す
べ
き
で
な
い
。

で
な
け
れ
ば
、

(a) 
(
4
)
 

で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
通
常
の
政
治
過
程
が
対
立
を
解
決
す
る
機
会
を
有
す
る
前
に
、
議
会
の
小
グ
ル
ー

こ
れ
ら
の
「
救
済
」
は
原
告
が
求
め
る
救
済
、
す

1
0
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米国における戦争権限と司法審在（湯山）

憲
法
上
の
意
味
に
お
け
る

題
に
つ
い
て
の
最
終
的
判
断
は
不
必
要
で
あ
る
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
ヘ
の
派
兵
は
平
和
維
持
が
目
的
で
あ
る

プ
ま
た
は
議
員
個
人
に
さ
え
司
法
に
よ
る
問
題
の
解
決
を
求
め
る
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
…
…
。
上
院
ま
た
は
下
院
が
大

統
領
の
主
張
を
拒
否
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
議
会
が
大
統
領
と
対
立
す
る
こ
と
を
選
ば
な
い
の
な
ら
、

は
わ
れ
わ
れ
の
任
務
で
は
な
い
」

(
4
4
4

U
.
S
.
 at 9
9
7ー

9
9
8
)

。

本
件
に
お
い
て
、
議
会
の
過
半
数
が
大
統
領
が
戦
争
宣
言
な
し
に
イ
ラ
ク
と
の
戦
争
を
開
始
し
う
る
、
あ
る
い
は
外
交
的
及
び
政
治
的

に
微
妙
な
問
題
を
大
統
領
に
委
ね
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
当
裁
判
所
が
差
止
命
令

表
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
要
件
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
る
。
憲
法
上
戦
争
を
宣
言
す
る
権
限
を
有
す
る
唯
一
の
機
関
で
あ

り
、
大
統
領
が
戦
争
を
宣
百
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
命
令
を
裁
判
所
に
求
め
う
る
の
は
議
会
で
あ
る
。
議
会
全
体
ま
た
は
そ
の
過
半
数
が

大
統
領
の
行
為

そ
う
す
る
の

こ
の
種
の
訴
訟
に
お
け
る
原
告
が
議
会
の
過
半
数
で
あ
る
か
過
半
数
を
代

原
告
は
、
大
統
領
が
軍
の
増
員
は
イ
ラ
ク
に
対
す
る
適
切
な
攻
撃
的
軍
事
オ
プ
シ
ョ
ン
を
作
る
た
め
で
あ
る
と
の
言
明
や
安
保
理
決
議

六
七
八
の
採
択
に
よ
り
、
紛
争
は
成
熟
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
司
法
省
は
、

と
い
う
大
統
領
の
言
明
、
外
交
上
の
解
決
努
力
な
ど
を
挙
げ
て
紛
争
は
成
熟
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。
現
在
裁
判
所
に
利
用
可
能
な
事

実
に
よ
れ
ば
、
成
熟
性
を
認
め
る
の
に
十
分
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
大
統
領
は
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
こ
の
問

い
ず
れ
に
せ
よ
、
議
会
の
側
の
成
熟
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
当
裁
判
所
が
、
成
熟
性
の
要
件
を
み
た
す
ほ
ど
明
白
に
執
行
府
が

「
戦
争
」
に
等
し
い
軍
事
作
戦
を
行
う
の
か
否
か
を
決
定
す
る
の
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
現
在

(78) 

は
差
止
命
令
を
発
す
る
状
況
で
は
な
い
。

(b) 

出
訴
し
な
い
限
り
、
紛
争
は
成
熟
し
な
い
。

を
出
す
こ
と
は
困
難
を
生
ぜ
し
め
る
。
こ
の
よ
う
な
困
難
は
、

1
0
三
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〔
判
決
後
の
動
き
〕

本
訴
訟
後
、
イ
ラ
ク
と
の
外
交
交
渉
に
よ
る
解
決
は
不
調
に
終
わ
り
、
撤
退
期
限
を
控
え
た
九
一
年
一
月
八
日
、
大
統
領
は
議
会
に
書

簡
を
送
り
、
「
国
連
安
保
理
決
議
六
七
八
を
実
施
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
手
段
の
行
使
」
を
「
支
持
」
す
る
議
会
の
決
議
を
要
請
し
た

(
T
o
n
k
i
n
湾
決
議
以
来
と
な
る
）
。
そ
れ
に
は
戦
争
権
限
決
議
へ
の
言
及
は
な
く
、
大
統
領
へ
の
政
治
的
な
支
持
を
表
明
す
る
よ
う
求
め

(79) 

る
内
容
で
あ
っ
た
。

―
二
日
に
対
イ
ラ
ク
軍
事
力
行
使
授
権
決
議
を
可
決
し
、
安
保
理
諸
決
議
の
実
施
を
達
成
す
る
た
め
安
保
理

(80) 

決
議
六
七
八
に
従
っ
て
米
軍
を
使
用
す
る
こ
と
を
授
権
し
た
。
た
だ
し
、
当
該
決
議
は
戦
争
権
限
決
議
「
五
節
⑮
の
意
味
内
で
の
特
別
の

制
定
法
に
よ
る
授
権
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
戦
争
権
限
決
議
に
規
定
す
る
諸
条
件
を
遵
守
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同

決
議
は
、
大
統
領
の
対
イ
ラ
ク
軍
事
力
行
使
に
先
立
っ
て
、
イ
ラ
ク
に
よ
る
安
保
理
諸
決
議
遵
守
を
得
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
適
当
な
外
交
そ

の
他
平
和
的
手
段
を
用
い
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
と
い
う
条
件
に
か
か
ら
し
め
、
大
統
領
に
よ
る
そ
の
旨
の
決

定
を
議
会
に
通
知
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
六

0
日
を
越
え
る
武
力
行
使
を
認
め
る
も
の
の
、
定
期
的
に
イ
ラ
ク
の
安
保
理
決
議
遵
守

状
況
の
報
告
を
行
う
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
票
数
は
上
院
が
五
二
対
四
七
、
下
院
が
二
五

0
対
一
八
三
で
あ
っ
た
。

な
お
、
合
同
決
議
の
採
決
の
前
に
大
統
領
に
経
済
制
裁
を
要
請
す
る
決
議
が
採
決
に
付
さ
れ
た
が
上
下
両
院
で
否
決
さ
れ
、
下
院
は
、

イ
ラ
ク
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
的
軍
事
行
動
も
議
会
の
承
認
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
議
会
の
意
向
を
表
明
す
る
同
意
決
議
を
三

(81) 

0
二
対
一
三
一
で
採
択
し
た
。

大
統
領
は
一
四
日
に
授
権
決
議
に
署
名
し
た
が
、
そ
の
際
、
当
該
署
名
は
戦
争
権
限
決
議
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う
長
年
の
大
統
領
の
立

(82) 

場
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
表
明
し
た
。
そ
の
後
一
六
日
か
ら
イ
ラ
ク
に
対
す
る
空
爆
が
開
始
さ
れ
、
地
上
戦
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
解

放
、
二
月
二
八
日
の
一
方
的
停
戦
を
経
て
イ
ラ
ク
に
よ
る
安
保
理
決
議
六
七
八
の
受
諾
に
よ
っ
て
湾
岸
戦
争
は
終
結
し
た
。
議
会
は
戦
争

議
会
は
こ
れ
に
応
え
て
、

1
0四
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

〔
事
実
の
概
要
〕

湾
岸
戦
争
の
経
過
は
前
の
事
件
と
同
じ
で
あ
る
。
原
告

A
n
g
e
は
大
統
領
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
に
派
遣
さ
れ
た
州
兵

(
N
a
t
i
o
n
a
l
 
G
u
a
r
d
)
の
S
e
r
g
e
a
n
t
で
あ
っ
た
。
原
告
は
湾
岸
へ
の
軍
の
派
遣
命
令
が
憲
法
の
戦
争
宣
言
条
項
及
び
戦
争
権
限
決
議
に
違

反
す
る
こ
と
、
米
陸
軍
が
行
っ
た
原
告
の
派
遣
へ
の
健
康
上
の
適
性
の
決
定
及
び
審
査
の
手
続
き
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
主

〔
判
旨
〕

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
裁

(
L
a
m
b
e
r
t
h
裁
判
官
）
は
政
治
的
問
題
及
び
訴
え
の
未
成
熟
を
理
由
に
訴
え

原
告
の
戦
争
権
限
に
関
す
る
訴
え
は
政
治
的
問
題
で
あ
り
裁
判
権
の
行
使
を
拒
否
す
る
。

原
告
の
主
張
は
、
大
統
領
に
よ
る
軍
の
派
遣
が
戦
争
権
限
条
項
に
違
反
す
る
、

と
い
う
現
実
の
脅
威
に
原
告
が
直
面
し
て
い
る
、
大
統
領
の
派
遣
命
令
は
戦
争
権
限
決
議
に
違
反
す
る
、

れ
ら
の
主
張
は
―
つ
の
共
通
す
る
問
題
、
す
な
わ
ち
立
法
府
と
執
行
府
の
間
の
憲
法
上
の
戦
争
権
限
の
配
分
に
関
係
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、

ま
ず
憲
法
の
文
言
が
ど
の
よ
う
な
配
分
を
し
て
い
る
か
を
決
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
1
)
 

九
0
年
十
二
月
十
三
日
、

(84) 

を
却
下
し
た
。

張
し
、
派
遣
の
予
備
的
差
止
命
令
を
求
め
た
。

6
 
A
n
g
e
 v. 
B
u
s
h
 

(83) 

開
始
後
も
大
統
領
を
支
持
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。

1
0五

の
三
点
か
ら
な
る
。
そ
し
て
こ

さ
ら
な
る
違
反
と
な
る
イ
ラ
ク
ヘ
の
攻
撃
戦
争
の
開
始
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他
的
に
認
め
て
お
ら
ず
、

者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

i
s
i
a
d
e
s
 
v. 
S
h
a
u
g
h
n
e
s
s
y
)
。

し
か
し
、
こ
の
決
定
は
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
と
政
治
的
問
題
の
法
理
に
具
体
化
さ
れ
た
権
力
分
立
原
則
に
よ
り
司
法
府
の
決
定
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

B
a
k
e
r
v. C
a
r
r
の
挙
げ
る
政
治
的
問
題
の
条
件
の
中
で
、
「
文
言
上
明
白
に
憲
法
が
争
点
を
同
位
の
政
治

部
門
に
委
ね
て
い
る
こ
と
」
及
び
「
政
府
の
同
位
の
部
門
に
対
す
る
適
切
な
敬
意
の
欠
如
を
表
明
す
る
こ
と
な
し
に
裁
判
所
が
独
立
の
決

定
を
行
う
の
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
」
が
優
越
的
で
あ
る
。
ま
た
最
高
裁
は
「
対
外
関
係
〔
及
び
〕
戦
争
権
限
の
遂
行
に
関
す
る
政
治
は

…
…
政
府
の
政
治
部
門
に
排
他
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
広
く
司
法
に
よ
る
検
討
ま
た
は
介
入
を
免
れ
る
」
と
述
べ
た

(
H
a
r
,
 

憲
法
は
対
外
事
項
に
影
響
す
る
一
定
の
権
限
を
執
行
部
門
及
び
立
法
部
門
に
認
め
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
の
範
囲
は
憲
法
の
文

言
上
は
明
確
で
は
な
い
。
他
方
で
司
法
部
門
は
、
憲
法
が
政
治
部
門
に
委
ね
て
い
て
政
治
的
及
び
政
策
的
考
慮
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る

対
外
事
項
に
介
入
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
微
妙
で
複
雑
で
予
測
の
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
人
民
に
直
接
責
任
を
負
う

本
件
の
裁
判
を
し
な
い
と
い
う
決
定
は
権
力
分
立
原
則
に
由
来
す
る
。
政
治
的
問
題
の
認
定
は
文
言
上
政
治
部
門
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
認
め
ら
れ
る
が
、
戦
争
権
限
は
文
言
上
明
示
的
に
政
治
部
門
、

そ
れ
も
両
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
の
規
定
は
一
方
に
排

こ
の
点
に
関
す
る
紛
争
は
自
ら
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
が
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
憲
法
上
の
権
限

の
配
分
に
裁
判
所
が
介
入
す
る
こ
と
は
憲
法
上
の
枠
組
に
内
在
す
る
限
界
を
超
え
、
憲
法
シ
ス
テ
ム
に
脅
威
を
与
え
る
。
原
告
は
大
統
領

の
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
へ
の
軍
の
派
遣
が
「
戦
争
」
「
差
し
迫
っ
た
敵
対
行
為
」
を
構
成
し
攻
撃
戦
争
の
序
曲
で
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
よ
う
裁

(85) 

判
所
に
求
め
る
が
、
こ
の
種
の
事
例
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
裁
判
所
が
審
査
を
拒
否
し
て
き
た
。

本
件
で
政
治
的
問
題
に
よ
り
裁
判
を
拒
否
す
る
こ
と
は
大
統
領
が
ほ
し
い
ま
ま
に
執
行
権
を
行
使
で
き
議
会
は
無
力
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
議
会
が
大
統
領
の
湾
岸
へ
の
派
兵
が
憲
法
に
違
反
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方

1
0六
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

大
統
領
の
み
が
こ
の
権
限
を
有
し
、

(
2
)
 

法
を
議
会
は
有
し
て
い
る
。
自
ら
戦
争
を
宣
言
す
る
か
、
軍
事
作
戦
に
対
す
る
予
算
を
拒
否
す
る
か
、
あ
る
い
は
大
統
領
を
弾
劾
す
る
こ

と
で
あ
る
。

1
0
七

い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
告
の
戦
争
権
限
に
関
す
る
訴
え
は
司
法
審
脊
を
行
う
た
め
の
成
熟
性
を
欠
く
。

本
件
が
た
と
え
司
法
判
断
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
成
熟
性
を
欠
く
た
め
却
下
さ
れ
る
。
原
告
は
、
大
統
領
が
イ
ラ
ク
に
攻
撃
す
る
と

威
嚇
し
、
議
会
の
承
認
な
し
に
そ
う
す
る
権
限
を
有
す
る
と
主
張
し
て
き
た
が
ゆ
え
に
事
件
は
成
熟
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。

大
統
領
が
議
会
の
承
認
を
求
め
な
い
お
そ
れ
は
「
現
実
の
」
も
の
で
あ
っ
て

主
張
を
証
明
す
る
た
め
に
、
執
行
府
職
員
の
記
者
会
見
、
声
明
や
議
会
証
言
な
ど
を
引
用
し
た
。

さ
ら
に
、

し
か
し
、
裁
判
所
は
原
告
の
求
め
る
よ
う
な
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
裁
判
所
は
大
統
領
が
議
会
の
承
認
を
求
め
な
い

「
お
そ
れ
」
を
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
統
領
で
さ
え
湾
岸
で
の
事
態
の
発
展
i

こ
の
裁
判
の
間
に
も
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
時
点
で
大
統
領
が
戦
争
を
行
う
意
図
が
あ
る
か
否
か
を
裁
判
所
が
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

さ
ら
に
議
会
の
同
意
を
得
て
戦
争
を
行
う
か
ど
う
か
も
裁
判
所
は
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ラ
ク
の

H
u
s
s
e
i
n
大
統
領
の
意
図
ま
で

考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
原
告
の
主
張
す
る
損
害
の
お
そ
れ
は
い
っ
そ
う
仮
定
的
に
な
る
。

訴
え
の
未
成
熟
に
関
す
る
裁
判
所
の
結
論
に
寄
与
す
る
の
は
、
原
告
の
争
っ
て
い
る
活
動
が
す
べ
て
対
外
事
項
の
行
使
に
関
わ
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
対
外
事
項
は
伝
統
的
に
司
法
府
が
そ
し
て
よ
り
低
い
程
度
で
立
法
府
が
執
行
府
に
従
っ
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
最
高
裁

は
、
対
外
事
項
に
つ
い
て
の
権
限
は
国
内
事
項
に
関
す
る
権
限
と
は
異
な
り
、
問
題
の
重
要
性
、
複
雑
さ
、
微
妙
さ
、
多
様
性
の
ゆ
え
に

「
国
際
関
係
の
領
域
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
唯
一
の
機
関
」
で
あ
り
、

v. C
u
r
t
i
s
s
 1 W
r
i
g
h
t
 C
o
r
p
.
,
 2
9
9
 
U
.
S
.
 3
0
4
 (
1
9
3
6
)
)

。

そ
の
情
報
源
と
秘
密
性
の
能
力

ゆ
え
に
「
外
国
に
お
い
て
優
越
す
る
条
件
を
知
る
よ
り
よ
い
機
会
を
有
し
、
特
に
こ
の
こ
と
は
戦
時
に
お
い
て
正
し
い
」
(
U
n
i
t
e
d
S
t
a
t
e
s
 

「
仮
定
的
」
な
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
原
告
は
そ
の
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〔
事
実
の
概
要
〕

い
わ
ゆ
る
コ
ソ
ボ
紛
争
に
お
い
て
、
北
大
西
洋
条
約
機
構

(
N
A
T
o
)
諸
国
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
（
セ
ル
ビ
ア
及
び
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ
）

コ
ソ
ボ
自
治
州
の
ア
ル
バ
ニ
ア
系
住
民
に
対
す
る
迫
害
を
停
止
す
る
よ
う
、
空
爆
の
警
告
の
下
に
求
め
、

Clinton
大
統
領
は
、

N
A
T
O
軍
に
よ
る
ユ
ー
ゴ
ヘ
の
航
空
機
及
び
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
同
日
攻
撃
が
開
始

さ
れ
た
。
ユ
ー
ゴ
は
六
月
三
日
、

G
8
緊
急
外
相
会
議
で
合
意
さ
れ
た
和
平
案
を
受
け
入
れ
、

N
A
T
O
は一

0
日
に
空
爆
を
停
止
し
た
。

上
院
は
、
三
月
二
三
日
（
空
爆
開
始
の
前
日
）
、
大
統
領
に
ユ
ー
ゴ
空
爆
を
授
権
す
る
同
意
決
議
を
五
八
対
四
一
で
可
決
し
た
。

大
統
領
は
、
空
爆
開
始
後
の
二
六
日
に
議
会
に
書
簡
を
送
り
、
空
爆
開
始
の
事
実
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
開
始
を
決
定
し
た
事
情
を

説
明
し
た
。

ま
た
、
「
こ
の
作
戦
を
い
つ
ま
で
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
確
信
を
も
っ
て
予
見
で
き
な
い
」
こ
と
を
表
明
し
た
。
前
記
上

院
決
議
な
ど
で
示
さ
れ
た
議
会
の
見
解
及
び
支
持
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
「
対
外
関
係
を
処
理
し
並
び
に
軍
の
最
高
司
令
官
及
び
執
行
府
の

紛
争
の
政
治
的
解
決
を
求
め
て
両
者
を
仲
介
し
た
が
、

ユ
ー
ゴ
側
は
協
定
案
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
。

に
対
し
、

1
 
C
a
m
p
b
e
 =
 
v. 
Clinton 

(
3
)
 
健
康
上
の
審
査
に
関
す
る
請
求
は
棄
却
す
る

原
告
は
被
告
が

「
い
つ
で
も
、

そ
し
て
原
告
及
び
裁
判
所
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
」
行
為
し
う
る
場
合
に
は
差
止
命
令
を
出
す
べ
き
で

あ
る
と
し
て
、

O
l
y
m
p
i
c
F
e
d
e
r
a
l
 Sav. &
 L
o
a
n
 A
s
s
'
n
 
v• 

Director, 
0
 ffice of Thrift Supervision, 
732 F. S
u
p
p
.
 1183(D. 

D. C
.
1
9
9
0
)

に
依
拠
す
る
が
、
当
該
事
件
で
争
わ
れ
た
の
は
被
告
の
地
位
で
あ
っ
て
被
告
の
決
定
で
は
な
い
こ
と
、
当
該
事
件
は
国
内
事

項
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
本
件
は
対
外
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
区
別
さ
れ
る
。

(86) 

（略）。

ま
た

一
九
九
九
年
三
月
二
四
日
、

1
0八
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長
と
し
て
の
自
ら
の
憲
法
上
の
権
限
に
従
っ
て
こ
れ
ら
の
行
動
を
行
っ
た
」
と
説
明
し
、
「
戦
争
権
限
決
議
に
従
っ
て
、
議
会
が
十
分
に
情

(88) 

報
を
得
ら
れ
る
た
め
の
私
の
努
力
の
一
部
と
し
て
こ
の
報
告
を
提
出
す
る
」
と
述
べ
た
。

下
院
は
四
月
二
八
日
に
四
つ
の
決
議
案
に
つ
い
て
投
票
を
行
っ
た
。
第
一
は
ユ
ー
ゴ
と
の
間
の
戦
争
状
態
を
宣
言
す
る
も
の
で
二
対
四

(89) 

二
七
で
否
決
。
第
二
は
先
に
上
院
が
可
決
し
回
付
さ
れ
て
き
た
空
爆
授
権
の
同
意
決
議
案
で
可
否
同
数
（
ニ
―
三
票
）
で
否
決
。
第
三
は

(90) 

大
統
領
に
戦
争
権
限
決
議
五
節
い
に
従
っ
て
作
戦
の
撤
収
を
指
示
す
る
同
意
決
議
案
で
一
三
九
対
二
九

0
で
否
決
。
最
後
は
、
議
会
の
特

(91) 

別
の
授
権
が
な
い
限
り
ユ
ー
ゴ
ヘ
の
地
上
部
隊
の
派
遣
に
国
防
省
予
算
の
支
出
を
禁
じ
る
法
案
で
こ
れ
は
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
月

二
0
日
に
議
会
は
緊
急
追
加
歳
出
予
算
法
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
緊
急
の
追
加
予
算
を
ユ
ー
ゴ
と
の
紛
争
に
支
出
し
、
大
統
領
に
空
爆
作

(92) 

戦
に
関
す
る
報
告
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
二
六
人
（
後
に
三
一
人
）

を
起
こ
し
た
。
請
求
内
容
は
、
第
一
に
大
統
領
が
議
会
の
戦
争
宣
言
ま
た
は
授
権
な
し
に
ユ
ー
ゴ
空
爆
を
開
始
し
継
続
す
る
の
は
憲
法
の

戦
争
権
限
条
項
に
違
反
す
る
、
第
二
に
議
会
の
授
権
な
し
に
、
敵
対
行
為
の
開
始
を
議
会
に
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
三
月
二
六
日
か
ら
六

(93) 

0
日
目
（
五
月
二
五
日
）
を
過
ぎ
て
空
爆
を
継
続
す
る
の
は
戦
争
権
限
決
議
に
違
反
す
る
と
の
宣
言
判
決
を
求
め
た
。
大
統
領
の
代
理
人

〔
判
旨
〕

地
裁

(
F
r
i
e
d
m
a
n
裁
判
官
）

1
0九

の
下
院
議
員
（
い
ず
れ
も
上
院
の
授
権
決
議
に
反
対
票
を
投
じ
た
議
員
）
が
訴
訟

(94) 

は
、
六
月
八
日
、
議
員
の
原
告
適
格
を
理
由
に
訴
訟
を
却
下
す
る
略
式
判
決
を
下
し
た
。

政
府
の
同
位
の
諸
部
門
に
関
係
す
る
事
件
、
特
に
戦
争
権
限
に
関
す
る
問
題
は
重
大
な
権
力
分
立
の
争
点
を
生
ぜ
し
め
る
。
こ
の
よ
う

A 

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
裁
判
決
(
-
九
九
九
年
）

は
、
原
告
適
格
の
欠
如
、
政
治
的
問
題
、
紛
争
の
未
成
熟
を
主
張
し
た
。
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原
告
適
格
は
司
法
部
門
に
関
し
て
権
力
分
立
の
観
念
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
告
は
「
違
法
と
さ
れ
る
被
告
の
行
為
に
ま
で

公
平
に
た
ど
る
こ
と
の
で
き
、

か
つ
要
請
さ
れ
た
救
済
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
一
身
専
属
的
な
損
害
」
を
立
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
損
害
は
「
法
的
に
か
つ
裁
判
上
認
識
可
能
」
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
原
告
適
格
は
、
政
府
の
一

部
門
の
行
為
の
合
憲
性
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
「
特
に
厳
格
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

(Raines)
。

(95) 

R
a
i
n
e
s
で
の
原
告
は
予
算
項
目
拒
否
権
法

(Line
I
t
e
m
 V
e
t
o
 A
c
t
)
に
反
対
票
を
投
じ
た
議
員
た
ち
で
あ
り
、
同
法
は
将
来
の
歳
出

予
算
法
案
に
対
す
る
原
告
の
投
票
の
有
効
性
を
損
な
い
議
会
と
大
統
領
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
最
高

裁
は
原
告
の
主
張
す
る
損
害
は
「
完
全
に
抽
象
的
で
広
範
に
拡
散
し
て
い
る
」
と
し
て
原
告
適
格
を
否
定
し
た
。

R
a
i
n
e
s
の
下
で
は
、
本
件
に
お
け
る
大
統
領
に
よ
る
戦
争
権
限
条
項
及
び
戦
争
権
限
決
議
の
違
反
に
よ
る
原
告
の
損
害
は
一
般
的
過
ぎ

て
原
告
適
格
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
原
告
は

C
o
l
e
m
a
n
v. Miller, 3
0
7
 U
.
S
.
 4
3
3
 (
1
9
3
9
)

を
引
用
し
て
、
議
会
が
そ

の
権
限
を
行
使
し
、
大
統
領
が
議
会
の
明
確
な
指
示
を
「
無
効
に
す
る

(nullify)
」
な
ら
ば
議
員
に
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
た
。

C
o
l
e
m
a
n
は
、
合
衆
国
憲
法
の
修
正
提
案
の
カ
ン
ザ
ス
州
議
会
上
院
に
よ
る
批
准
に
関
す
る
も
の
で
、
投
票
は
可
否
同
数
と
な
っ
て
否

決
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
議
長
で
あ
る
州
副
知
事
が
決
定
票
を
投
じ
た
。
反
対
票
を
投
じ
た
議
員
二

0
名
を
含
む
原
告
が
副
知
事
の

権
限
を
争
っ
て
州
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。
連
邦
最
高
裁
は
「
そ
の
主
張
が
正
し
い
な
ら
ば
そ
の
投
票
が
批
准
を
否
決
す
る
の
に
十
分
で
あ

た
権
力
分
立
の
考
慮
は
原
告
適
格
の
問
題
に
吸
収
さ
れ
た
。

告
適
格
の
欠
如
、
成
熟
性
、

な
理
由
に
よ
り
、
伝
統
的
に
裁
判
官
は
和
戦
の
問
題
に
関
す
る
政
治
部
門
間
の
紛
争
に
介
在
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
議
員
の
原

エ
ク
イ
テ
ィ
の
ま
た
は
救
済
付
与
の
裁
量
、
政
治
的
問
題
に
よ
り
訴
訟
を
却
下
し
て
き
た
。

議
員
の
原
告
適
格
に
関
す
る
法
は
、
最
高
裁
の

R
a
i
n
e
s
v. 
B
y
r
d
,
 5
2
1
 
U
.
S
.
 811 (
1
9
9
7
)

に
よ
っ
て
劇
的
に
変
化
し
た
。
議
員
の
原

告
適
格
に
関
す
る
そ
れ
ま
で
の
先
例
は
無
視
さ
れ
、
成
熟
性
ま
た
は
エ
ク
イ
テ
ィ
も
し
く
は
救
済
付
与
の
裁
量
の
も
と
で
評
価
さ
れ
て
き

―1
0
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B
 
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
決
(
―

1
0
0
0
年）

示
し
た
。

R
a
i
n
e
s
に
お
い
て
原
告
は

C
o
l
e
m
a
n
に
依
拠
し
た
。
最
高
裁
は
、

「
そ
の
投
票
が
特
定
の
立
法
行
為
を
否
決
（
ま
た
は
可
決
）
す
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
議
員
が
、

と
い
う
理
由
で
当
該
行
為
が
効
力
を
発
し
た
（
ま
た
は
発
し
な
か
っ
た
）
場
合
に
、
原
告
適
格
を
有
す
る
と
い
う
命
題
」
を
示
す
も
の
で
、

両
者
の
事
件
に
お
け
る
「
無
効
に
さ
れ
た
」

否
し
た
。

本
件
で
は
、

お
り
、
こ
の
状
況
は

C
o
l
e
m
a
n
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、

C
o
l
e
m
a
n
の
下
で
損
害
が
具
体
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
原

議
会
が
大
統
領
に
あ
る
こ
と
を
命
じ
ま
た
は
禁
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
統
領
が
こ
れ
に
反
し
て
行
動
し
た
よ
う
な
場
合
、

ち
議
会
に
よ
る
軍
の
撤
退
の
指
示
や
戦
費
支
出
の
禁
止
に
大
統
領
が
逆
ら
っ
た
場
合
で
あ
れ
ば

本
件
で
の
二
つ
の
決
議
の
否
決
は
大
統
領
に
明
確
な
指
示
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、

従
っ
て
、

異
な
る
。

（
原
告
の
投
票
が
）
取
り
消
さ
れ
実
際
上
無
意
味
な
も
の
と
さ
れ
た
」
が
ゆ
え
に
原
告
は
原
告
適
格
を
有
す
る
と
判

C
o
l
e
m
a
n
を
判
例
変
更
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
射
程
を
限
定

レ
ベ
ル
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
し
て

R
a
i
n
e
s
の
原
告
に

C
o
l
e
m
a
n
を
適
用
す
る
の
を
拒

議
会
が
戦
争
宣
言
の
決
議
及
び
武
力
行
使
を
授
権
す
る
決
議
を
否
決
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
統
領
は
空
爆
を
継
続
し
て

こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
統
領
と
議
会
の
間
の
真
の

(
G
o
l
d
w
a
t
e
r
 v. 
C
a
r
t
e
r
の
P
o
w
e
l
l
裁
判
官
意
見
）
。

「
憲
法
上
の
行

ま
た
、
下
院
は
大
統
領
に
軍
の
撤
退
を
命
じ
る
決
議
も
否
決
し
て
お
り
、
議
会
の
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
一
貫
し
て
い
な
い
。

議
会
と
大
統
領
の
間
の
明
確
な
行
き
詰
ま
り
が
存
在
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
裁
判
所
の
利
用
は
不
適
切
で
あ
る
。

き
詰
ま
り
」
ま
た
は

「
現
実
の
対
立
」

が
必
要
で
あ
る

告
の
投
票
が

「
無
効
に
さ
れ
た
」

し、 る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

否
決
の
意
味
が
明
確
で
あ
っ
た

C
o
l
e
m
a
n
と
は

「
行
き
詰
ま
り
」

が
あ
る
と
い
え
る
が
、

す
な
わ

そ
の
投
票
が
完
全
に
無
効
に
さ
れ
た

20 3•4~293 (香法 2001)



本
件
の
上
訴
人
は
授
権
決
議
及
び
戦
争
宣
言
を
否
決
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

る
と
主
張
す
る
。
こ
こ
で
議
員
の
投
票
が
完
全
に
「
無
効
に
さ
れ
た
」
と
い
う
最
高
裁
の
判
示
の
正
確
な
意
味
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
高
裁
は
可
決
さ
れ
な
か
っ
た
投
票
を
可
決
し
た
か
の
よ
う
に
扱
う

語
を
用
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

C
o
l
e
m
a
n
で
は
否
決
さ
れ
た
批
准
を
州
の
公
務
員
が
可
決
さ
れ
た
も
の
と
し
た
の
に
対
し
、
本
件
で
は

(97) 

大
統
領
は
否
決
さ
れ
た
授
権
決
議
や
戦
争
宣
言
に
従
っ
た
の
で
は
な
く
、
「
自
ら
の
憲
法
上
の
権
限
に
従
っ
て
」
行
動
し
た
の
で
あ
る
。

R
a
i
n
e
s
は
、
大
統
領
が
議
会
の
否
決
し
た
こ
と
を
し
た
場
合
つ
ね
に
議
会
の
投
票
が
「
無
効
に
さ
れ
」
議
員
が
原
告
適
格
を
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。

け
る
」
法
的
利
益
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

（
ま
た
は
そ
の
逆
）

こ
と
を
意
味
す
る
た
め
に
「
無
効
に
す
る
」

(96) 

翌
年
二
月
一
八
日
、

Silberman,
R
a
n
d
o
l
p
h
,
 
T
a
t
e
l
の
三
裁
判
官
か
ら
な
る
法
廷
は
上
訴
を
棄
却
し
た
。

の

議
員
が
執
行
府
の
行
為
の
合
法
性
を
争
う
原
告
適
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
は

R
a
i
n
e
s
に
依
拠
し
て
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

R
a
i
n
e
s
で
は
、
議
員
が
予
算
項
目
拒
否
権
法
の
合
憲
性
を
争
っ
た
が
、
原
告
適
格
を
欠
く
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は

C
o
l
e
m
a
n

と
い
う
例
外
が
あ
る
。
最
高
裁
は
、
州
議
会
上
院
で
反
対
票
を
投
じ
た
二

0
人
の
議
員
が
「
そ
の
投
票
の
有
効
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
お

R
a
i
n
e
s
で
原
告
議
員
た
ち
は

C
o
l
e
m
a
n
に
依
拠
し
て
、
「
そ
の
投
票
の
有
効
性
」
が
大
統
領
の
拒
否
権
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
な
ら
ば
原

告
適
格
を
有
す
る
と
主
張
し
た
。
最
高
裁
は
、
原
告
が
そ
の
投
票
が
「
完
全
に
無
効
に
さ
れ
た
」
と
主
張
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
、

原
告
が
特
定
の
法
案
に
賛
成
し
か
つ
可
決
に
十
分
な
票
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
法
案
が
否
決
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
、
「
原
告
は
、

C
o
l
e
m
a
n
に
お
け
る
議
員
の
投
票
が
無
効
に
さ
れ
た
の
と
同
じ
方
法
で
、
予
算
項
目
拒
否
権
法
が
将
来
に
お

け
る
投
票
を
無
効
に
す
る
こ
と
も
主
張
で
き
な
か
っ
た
」
、
「
両
院
の
多
数
派
は
同
法
を
廃
止
し
ま
た
は
所
与
の
歳
出
法
案
を
例
外
と
す
る

1
 
S
i
l
b
e
r
m
a
n
裁
判
官
の
法
廷
意
見

R
a
i
n
e
s
ル
ー
ル
に
対
す
る

C
o
l
e
m
a
n
の
例
外
に
該
当
す
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め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
上
訴
人
の
主
張
を
脇
に
置
く
も
の
で
あ
る
。
彼
が
原
告
適

と
示
唆
し
て
は
い
な
い
。
上
訴
人
の
主
張
は
大
統
領
が
戦
争
権
限
決
議
及
び
憲
法
に
違
反
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

最
高
裁
に
よ
る
C
o
l
e
m
a
n
の
取
り
扱
い
及
び
「
無
効
」
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
は
、
C
o
l
e
m
a
n
が
不
正
常
な
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
の
（
黙
示
の
）
認
定
で
あ
る
。
R
a
i
n
e
s
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
予
算
項
目
拒
否
権
法
は
将
来
に
お
け
る
原
告
議
員
の
投
票
を
無
効
に
す

る
も
の
で
は
な
く
、
議
会
の
多
数
派
は
つ
ね
に
同
法
を
廃
止
で
き
る
と
述
べ
た
。
C
o
l
e
m
a
n
で
の
上
院
議
員
は
、
否
決
し
た
と
主
張
す
る

と
こ
ろ
の
批
准
を
く
つ
が
え
す
力
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
立
法
上
の
救
済
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

本
件
原
告
は
大
統
領
に
よ
る
「
戦
争
」

の
遂
行
を
止
め
る
た
め
の
広
範
な
立
法
権
を
保
持
し
て
い
る
。
議
会
は
、
軍
の
作
戦
を
禁
止
す

る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
軍
の
撤
退
を
命
じ
る
決
議
案
（
同
意
決
議
で
は
あ
る
が
）

は
否
決
さ
れ
た
。
議
会
は
支

出
権
限
を
有
し
特
定
の
作
戦
へ
の
支
出
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
努
力
は
あ
っ
た
が
結
局
予
算
は
支
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

大
統
領
を
弾
劾
す
る
可
能
性
が
残
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
R
a
i
n
e
s
の
下
で
、
憲
法
及
び
戦
争
権
限
決
議
に
基
づ
く
議
員
の
原
告
適
格
は
認

な
お
、
R
a
n
d
o
l
p
h
裁
判
官
は
、
上
訴
人
が
原
告
適
格
を
持
た
な
い
の
は
、
戦
争
の
存
在
を
前
提
と
す
る
諸
法
律
に
大
統
領
が
違
反
し
て

い
る
こ
と
を
上
訴
人
が
主
張
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
す
る
。
し
か
し
、

格
を
否
定
す
る
理
由
は
、
大
統
領
が
憲
法
上
の
「
戦
争
」
を
構
成
す
る
行
動
（
ユ
ー
ゴ
ヘ
の
地
上
侵
攻
や
宣
言
さ
れ
た
戦
争
に
お
い
て
認

め
ら
れ
る
行
動
）
を
と
っ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
戦
争
宣
言
に
反
対
す
る
投
票
を
「
無
効
に
す
る
」
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
原
告
適
格
の
段
階
で
本
案
の
判
断
を
す
る
に
等
し
い
。
ま
た
、

わ
れ
わ
れ
の
R
a
i
n
e
s
の
分
析
に
対
す
る
彼
の
批
判
は
、

R
a
i
n
e
s
が
議
員
の
政
治
的
自
力
救
済
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。
R
a
i
n
e
s
は
、
議
員
は
そ
の
救
済
を
裁
判
所
で
は

な
く
政
治
過
程
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
、
同
裁
判
官
の
見
解
を
明
示
的
に
否
定
し
て
い
る
。

C
o
l
e
m
a
n
に
類
似
す
る
も
の
で
は
な
い
。

~ 
こ
の
状
況
は
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私
は
、
戦
争
権
限
条
項
に
関
す
る
請
求
は
「
裁
判
上
発
見
し
運
用
し
う
る
基
準
」

(
B
a
k
e
r
v. C
a
r
r
)
を
欠
い
て
お
り
、
政
治
的
問
題
で

あ
る
と
考
え
る
。

先
行
す
る
諸
判
決
は
、
戦
争
権
限
決
議
に
お
け
る
敷
居
と
な
る
テ
ス
ト
、

す
な
わ
ち
軍
隊
が
敵
対
行
為
ま
た
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
危
険

に
あ
る
と
い
う
テ
ス
ト
は
具
体
的
で
な
く
、
政
治
的
判
断
を
要
す
る
と
判
示
し
て
き
た
。
上
訴
人
は
「
合
衆
国
軍
人
が
敵
対
的
砲
火
に
さ

(98) 

ら
さ
れ
る
合
理
的
見
込
み
の
あ
る
」
す
べ
て
の
状
況
を
同
決
議
が
カ
バ
ー
す
る
と
述
べ
る
下
院
報
告
書
を
引
用
す
る
が
、
米
軍
兵
士
は
同

盟
関
係
に
な
い
国
の
軍
隊
と
つ
ね
に
対
峙
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
基
準
は
有
用
で
は
な
い
。
ま
た
上
訴
人
は
空
爆
の
事
実
は
明
白

で
あ
る
こ
と
、
大
統
領
は
決
議
の
適
用
可
能
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
前
記
の
テ
ス
ト
が
司
法
判
断
に
な
じ
ま
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、

具
体
的
事
例
に
お
い
て
敵
対
行
為
の
開
始
が
ど
ん
な
に
明
白
で
あ
っ
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。

憲
法
上
の
請
求
も
ま
た
司
法
判
断
適
合
性
を
欠
く
。
上
訴
人
は
、

M
i
t
c
h
e
l
l
v. L
a
i
r
d
と
D
e
l
l
u
m
s
v. 
B
u
s
h
に
依
拠
し
て
裁
判
所
が

「
戦
争
」
を
定
義
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
該
当
箇
所
は
傍
論
で
し
か
な
い
。
上
訴
人
は
何
が
戦
争
か
に
関
す
る
憲
法
上

の
テ
ス
ト
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
戦
争
」
の
定
義
を
示
す
た
め
多
数
の
政
府
文
書
や
法
律
文
献
を
引
用
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
む

し
ろ
異
同
が
顕
著
で
あ
り
一
貫
し
た
基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。

私
は
、
上
訴
人
の
憲
法
に
基
づ
く
請
求
を
判
決
で
き
る
と
す
る

T
a
t
e
l
裁
判
官
の
主
張
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
T
a
t
e
l
裁
判
官

は
わ
が
国
が
戦
争
状
態
に
あ
る
と
判
示
し
た
多
く
の
判
決
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
制
定
法
や
契
約
に
お
け
る
「
戦
争
」

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
の
「
戦
争
」

か
り
に
裁
判
所
が
何
が
「
戦
争
」

2
 
S
i
l
b
e
r
m
a
n
裁
判
官
の
同
意
意
見

の
有
無
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。

で
あ
る
か
を
決
定
し
う
る
と
し
て
も
、
大
統
領
は
具
体
的
な
議
会
の
授
権
が
な
く
と
も
第
三
者
の
侵

―
―
四

の
解
釈
に
関
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

の
否
決
は
大
統
領
か
ら
こ
れ
ら
の
権
限
を
奪
っ
た
。
ま
た
、

て‘

「
効
力
を
発
し
た
」
わ
け
で
は
な
い
。

り
、
裁
判
上
の
基
準
を
欠
い
て
い
る
。
決
定
の
た
め
の
情
報
の
収
集
も
問
題
が
あ
る
。

一
五

こ
れ

略
を
撃
退
す
る
独
立
の
権
限
を
有
し
て
い
る

(
T
h
e
P
r
i
z
e
 C
a
s
e
s
)
。
大
統
領
は
第
三
者
が
開
始
し
た
戦
争
に
反
応
す
る
よ
う
軍
に
命
令
で

き
る
の
だ
か
ら
、
誰
が
戦
争
を
開
始
し
た
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
歴
史
が
示
す
よ
う
に
答
え
の
難
し
い
問
題
で
あ

T
a
t
e
l
裁
判
官
の
意
見
は
、
安
全
保
障
上
の
理
由
に
よ
り
介
入
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
の
大
統
領
の
判
断
を
わ
れ
わ
れ
の
判

断
で
代
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
わ
が
国
の
対
外
関
係
に
と
っ
て
微
妙
な
問
題
と
な
ろ
う
。
司
法
府
が
米
国
の
空
爆
参

加
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
言
明
す
る
こ
と
は

N
A
T
o
内
部
に
緊
張
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

R
a
n
d
o
l
p
h
裁
判
官
の
結
論
同
意
意
見

多
数
意
見
は

R
a
i
n
e
s
を
誤
解
し
当
裁
判
所
の
先
例
に
反
す
る
。
原
告
は
少
な
く
と
も
憲
法
に
基
づ
く
請
求
に
つ
い
て
は
原
告
適
格
を

欠
く
と
考
え
る
が
、

そ
れ
は
多
数
意
見
と
異
な
る
理
由
に
よ
る
。

R
a
i
n
e
s
の
判
ホ
の
核
心
部
分
を
本
件
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
原
告
が
否
決
し
た
立
法
行
為
が
効
力
を
発
し
た
場
合
に
原
告
は
原
告
適
格
を

有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
戦
争
は
宣
言
さ
れ
ず
、
大
統
領
は
下
院
の
承
認
の
下
に
戦
争
を
遂
行
し
た
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

原
告
は
、
大
統
領
が
議
会
の
授
権
な
く
空
爆
を
行
う
こ
と
は
彼
ら
の
投
票
を
完
全
に
無
効
に
す
る
効
果
を
持
つ
と
主
張
す
る
が
、

は
正
し
く
な
い
。
議
会
が
戦
争
を
宣
言
し
た
場
合
制
定
法
に
よ
り
大
統
領
に
は
広
範
な
戦
時
権
限
が
発
生
す
る
。
下
院
に
よ
る
戦
争
宣
言

投
入
す
る
権
限
を
奪
っ
た
。

3
 

び
米
国
要
員
に
脅
威
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
否
決
は
大
統
領
が
空
爆
作
戦
を
超
え
る
敵
対
行
為
、
特
に
地
上
部
隊
を

ゆ
え
に
戦
争
宣
言
を
否
決
し
た
投
票
は
無
意
味
な
も
の
で
は
な
い
。

ユ
ー
ゴ
は
欧
州
並
び
に
そ
こ
で
の
米
国
の
利
益
及
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戦
争
権
限
決
議
は
、
両
院
が
戦
争
を
宣
言
す
る
か
ま
た
は
六

0
日
を
越
え
る
敵
対
行
為
の
継
続
を
承
認
し
な
い
限
り
大
統
領
に
撤
退
を

命
じ
て
い
る
。
議
会
は
何
の
投
票
を
す
る
必
要
も
な
い
。
原
告
は
ユ
ー
ゴ
と
の
戦
争
を
授
権
す
る
決
議
を
阻
止
し
て

を
否
決
す
る
の
に
十
分
な
」
投
票
を
有
し
た
が
、

多
数
意
見
は
原
告
が
原
告
適
格
を
持
た
な
い
の
は
、
投
票
の
あ
と
も
「
戦
争
」

「
特
定
の
立
法
行
為

「
当
該
行
為
」
が
「
効
力
を
発
し
た
」
わ
け
で
は
な
い
。
議
会
の
授
権
が
成
立
し
な
か
っ

た
だ
け
で
あ
る
。
原
告
の
真
の
主
張
は
、
大
統
領
が
彼
ら
の
投
票
を
無
視
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
大
統
領
が
戦
争
権
限
決
議
を
無
視
し
た

の
遂
行
を
止
め
る
立
法
権
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

と
い
う
。
多
数
意
見
は

R
a
i
n
e
s
が
明
確
に
区
別
し
た
、
将
来
に
お
け
る
投
票
の
権
利
と
過
去
の
投
票
の
無
効
と
を
混
同
し
て
い
る
。
将
来

他
の
立
法
に
投
票
で
き
る
か
ら
そ
の
投
票
は
無
効
に
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
明
日
ま
た
戦
え
る
か
ら
昨
日
の
戦
い
に
敗
れ
た
わ

け
で
は
な
い
と
言
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

R
a
i
n
e
s
で
最
高
裁
が
将
来
の
立
法
の
可
能
性
に
言
及
し
た
の
は
、
予
算
項
目
拒
否
権
法
が
将

来
に
お
け
る
投
票
を
無
効
に
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
訴
え
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。

多
数
意
見
は
議
員
の
原
告
適
格
を
廃
止
す
る
に
等
し
い
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
そ
う
す
る
の
な
ら

R
a
i
n
e
s
の
解

釈
の
形
で
は
な
く
そ
う
明
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
最
高
裁
が
議
員
の
原
告
適
格
を
奪
う
つ
も
り
な
ら
、
明
示
し
て
そ
の
理
由
を
示
し
た
で

あ
ろ
う
。
第
二
に
、
当
裁
判
所
の
先
例
に
反
す
る
。

C
h
e
n
o
w
e
t
h
v. Clinton, 1
8
1
 F. 3
d
 
112 (D. C. Cir. 1
9
9
9
)

は、

R
a
i
n
e
s
を
私
の

分
析
し
た
よ
う
に
解
釈
し
た
。

ま
た
、
本
件
は
ム
ー
ト
に
な
っ
た
。
九
九
年
六
月
ニ
―
日
に
空
爆
の
終
了
及
び
米
軍
機
の
基
地
へ
の
帰
還
が
発
表
さ
れ
た
。

免
れ
る
た
め
原
告
は
「
繰
り
返
さ
れ
う
る
が
審
査
を
免
れ
る
」
の
原
則
を
援
用
す
る
が
、
先
例

(
C
o
n
y
e
r
s
v. 
R
e
a
g
a
n
)
は
議
会
の
授
権
な

し
に
始
め
ら
れ
た
攻
撃
戦
争
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
し
て
い
る
。
戦
争
権
限
決
議
の
六

0
日
規
定
に
違
反
す
る
武
力
行
使
が
今
回
が
初

(99) 

め
て
で
あ
り
、
同
じ
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
。

こ
と
に
あ
る
。

一
六

ム
ー
ト
を

20-3•4-298 (香法2001)



米国における戦争権限と司法審在（湯山）

撃
が
「
戦
争
」

で
あ
る
か
否
か
を
わ
れ
わ
れ
は
決
定
で
き
る
。

大
統
領
が

ゆ
え
に
法
的
基
準
が
発
達
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

T
a
t
e
l
裁
判
官
の
同
意
意
見

―
―
七

私
は
本
件
が
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
い
う

S
i
l
b
e
r
m
a
n
裁
判
官
の
意
見
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
、
原
告
適
格
を
有
す
る

原
告
が
出
訴
す
る
な
ら
ば
、

「
戦
争
」
の
有
無
に
関
し
て
「
裁
判
上
発
見
し
運
用
し
う
る
基
準
」
を
欠
く
と
い
う
被
上
訴
人
及
び

S
i
l
b
e
r
m
a
n
裁
判
官
の
見
解
に
同

意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
不
合
理
な
捜
索
及
び
押
収
」
「
国
教
の
樹
立
」
「
法
の
平
等
な
保
護
」
な
ど
、
憲
法
の
文
言
は
自
明
で
は
な
く
、

早
く
か
ら
裁
判
所
は
、
軍
事
行
動
が
「
戦
争
」
を
構
成
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
の
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
。

B
a
s
v. 
T
i
n
g
y
,
 4
 
U
.
S
.
 

3
7
 (
1
8
0
0
)
 

で
最
高
裁
は
、
米
仏
間
の
敵
対
行
為
に
関
し
て
、
戦
争
は
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
が
敵
対
行
為
の
状
況
及
び
議
会
の
行
為
を
検
討

し
て
戦
争
状
態
に
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

T
a
l
b
o
t
v. 
S
e
e
m
a
n
,
 5
 
U
.
S
.
 1
 (
1
8
0
1
)

で
は
、
同
じ
米
仏
間
の
紛
争
に
関
し
て
、
「
戦
争
の
す

べ
て
の
権
限
は
合
衆
国
憲
法
に
よ
り
議
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
」
の
で
、
「
議
会
の
行
為
が
調
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。

T
h
e
 P
r
i
z
e
 C
a
s
e
s
で
は
、
戦
争
宣
言
な
し
に
行
わ
れ
た
南
部
諸
州
に
対
す
る
軍
事
行
動
に
つ
い
て
、
戦
争
を
「
国
家
が
武
力
に
よ
っ
て

そ
の
権
利
を
実
施
す
る
状
態
」
と
定
義
し
、
内
戦
の
存
在
、
外
国
に
よ
る
戦
争
の
承
認
と
中
立
の
宣
言
、
軍
事
行
動
を
授
権
す
る
議
会
の

行
為
か
ら
戦
争
の
存
在
を
認
定
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
す
る
諸
判
決
も
、
傍
論
で
は
あ
る
が
、
戦
争
状
態
の
有
無
を
決
定
す
る
裁
判

面

）

（

101
）

所
の
権
限
を
承
認
し
て
い
る
。
他
の
文
脈
に
お
い
て
も
敵
対
行
為
が
「
戦
争
」
を
構
成
す
る
か
否
か
が
決
定
さ
れ
た
。

「
戦
争
権
限
決
議
に
従
っ
て
」
と
議
会
に
宛
て
た
書
簡
で
空
爆
の
開
始
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
敵
対
行
為
」

明
白
で
あ
ろ
う
。
先
例
に
照
ら
せ
ば
、

八
百
機
の
米
軍
航
空
機
が
二
万
回
以
上
の
出
撃
を
連
日
行
い
、
数
千
の
死
傷
者
を
も
た
ら
し
た
爆

短
期
間
の
よ
り
限
定
さ
れ
た
軍
事
力
行
使
の
状
況
に
お
い
て
戦
争
の
有
無
を
決
定
す
る
の
に
は
困
難
が
あ
る
。
し
か
し
、
困
難
で
あ
る

4
 

わ
れ
わ
れ
は
ユ
ー
ゴ
空
爆
作
戦
の
合
憲
性
及
び
合
法
性
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
存
在
は

20-3•4-299 (香法2001)



を
防
衛
す
る
緊
急
の
権
限
を
有
し
て
い
る
か
ら
司
法
判
断
不
可
能
な
問
題
で
は
な
い
。

政
府
は
本
件
が
政
治
的
判
断
を
要
す
る
か
ら
司
法
判
断
不
適
合
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

を
行
う
法
的
権
限
を
有
し
て
い
る
の
か
否
か
で
あ
る
。
憲
法
上
の
争
点
が
政
治
的
含
意
を
有
す
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
政
治
的
問
題
と

政
府
は
戦
争
権
限
に
関
す
る
訴
え
を
認
め
れ
ば
外
交
政
策
の
微
妙
な
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
発
言
に
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
が
生
じ
る

と
主
張
す
る
。

義
務
で
あ
る
」
と
い
う
憲
法
上
の
原
則
(
M
a
r
b
u
r
y
v. M
a
d
i
s
o
n
,
 5
 
U
.
S
.
 1
3
7
 (
1
8
0
3
)
)

を
遵
守
す
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
小
さ
な
代
償
で

(28) 

(29) 

(30) 

(31) 

(32) 

(33) 

(34) 

(35) 

(36) 
2
2
 U
.
 S. C. §
2
3
0
4
 (a)(2). 

Pub.L• 

N
o
.
 9
7ー

1
1
3
(1981)・ 

C
r
o
c
k
e
t
t
 v. R
e
a
g
a
n
,
 
5
5
8
 F. S
u
p
p
.
 8
9
3
 (D. D. C. O
c
t
.
 4, 
1982). 

紹
介
と
し
て
、
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
英
米
判
例
百
選

I
公
法
』
(
-
九
七
八
）
六

0
頁。

A
t
l
e
e
 v. L
a
i
r
d
,
 
s
u
p
r
a
 n. 26; 
H
o
l
t
z
m
a
n
 v. 
S
c
h
l
e
s
i
n
g
e
r
,
 
ibid. 

G
o
l
d
w
a
t
e
r
 v. C
a
r
t
e
r
,
 
4
4
4
 U
.
 S. 9
9
6
 (1976) 
(
P
o
w
e
l
l
,
 J
.
,
 

c
o
n
c
u
r
r
i
n
g
)
.
 

C
r
o
c
k
e
t
t
 v. R
e
a
g
a
n
,
 
7
2
0
 F. 2
d
 1
3
5
5
 
(D. C
.
 Cir. N
o
v
.
 18, 
1983). 裁
量
上
訴
は
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
。

1
0
4
S. Ct. 3
5
3
3
 (1984). 

2
8
 U
.
S
.
 C. §1350. 

1
8
 U
.
S
.
 C. §
§
9
5
6
 
et 
seq. 

し
か
な
い
。

し
か
し
、

憲
法
の
権
力
分
立
を
保
持
し

「
何
が
法
で
あ
る
か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
断
じ
て
司
法
部
門
の
領
域
で
あ
り

な
る
わ
け
で
は
な
い
(
I
•
N. S
.
 v
.
 C
h
a
d
h
a
)
。

は
急
迫
し
た
攻
撃
の
存
在
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

し
か
し
、

本
件
の
争
点
は
大
統
領
が
当
該
作
戦

コ
ソ
ボ
問
題
は
数
年
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
た
。

こ
と
は
司
法
判
断
を
回
避
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、

S
i
l
b
e
r
m
a
n
裁
判
官
の
意
見
と
異
な
り
、

大
統
領

大
統
領
は
最
高
司
令
官
と
し
て
事
前
の
議
会
の
承
認
な
し
に
攻
撃
か
ら
国

一
八

20-3•4-300 (香法2001)



米国における戦争権限と司法審査（湯山）

(51) 

(50) 

(49) 

(48) 

(47) 

(46) 

(45) 

(44) 

(43) 

(42)

な
お
、

(41) 

(39) 

(40) 

(38) し
た
。

(37) 

一
九

一
九
八
三
会
計
年
度
国
防
省
歳
出
予
算
法
の
追
加
条
項
。P
u
b
.
L
•
N
o
.
 9
7
-
3
7
7
,
 
§
7
9
3
 (1982). C

I

A
及
び
国
防
省
が
同
法
に
規
定
す
る
予
算
を
ニ
カ

ラ
グ
ア
政
府
転
覆
の
た
め
の
軍
事
活
動
へ
の
援
助
に
用
い
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
し
か
し
、
政
権
は
C

I

A
予
算
の
予
備
費
か
ら

C
o
n
t
r
a
支
援
費
を
支
出

一
九
八
一
会
計
年
度
情
報
活
動
授
権
法
の
追
加
条
項
。

活
動
の
議
会
へ
の
報
告
を
義
務
づ
け
る
。

5
0
 
u. s. 
C. §
4
0
1
.
 

P
u
b
.
 L. N
o
.
 9
6
-
4
5
0
,
 
9
4
 S
t
a
t
.
 1
9
7
5
,
 
c
o
d
i
f
i
e
d
 
a
t
 5
0
 U
.
 S. 
C. §
4
1
3
 (
1
9
8
0
)
・
出
公
国
の
信
鬼
部

S
a
n
c
h
e
 N1
 E
s
p
i
n
o
z
a
 v. 
R
e
a
g
a
n
,
 
5
6
8
 F
.
 S
u
p
p
.
 5
9
6
 
(D• 

D
.
 C. A
u
g
.
 1, 
1983). 

下
院
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
の
秘
密
活
動
へ
の
支
出
を
止
め
る
法
案
を
可
決
し
た
と
い
う
。

Ibi
d.」

600,
n. 
4. 
し
か
し
、
上
院
は
同
意
せ
ず
、
八
四
会
計
年
度

は
援
助
額
の

t
限
を
二
千
四
百
万
ド
ル
と
す
る
妥
協
が
成
立
し
た
。
包
括
的
な
C
o
n
t
r
a
援
助
禁
止
法
（
第
―
I

B
o
l
a
n
d
修
正
）
の
成
立
は
八
四
年
一

0
月

の
こ
と
で
あ
る
。

C
o
r
c
o
r
a
n
裁
判
官
は
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
に
よ
っ
て
も
原
告
議
員
の
請
求
を
却
下
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。

S
a
n
c
h
e
z
-
E
s
p
i
n
o
z
a
 v. 
R
e
a
g
a
n
,
 
7
7
0
 F
.
 2
d
 2
0
2
 (D. 
C. Cir. A
u
g
.
 13, 
1985). 

B
i
v
e
n
s
 v. S
i
x
 
U
n
k
n
o
w
n
 N
a
m
e
d
 A
g
e
n
t
s
 o
f
 t
h
e
 F
e
d
e
r
a
l
 
B
u
r
e
a
u
 o
f
 N
a
r
c
o
t
i
c
s
,
 
4
0
3
 U
.
S
.
 3
8
8
 (1971). 

事
案
に
つ
い
て
は
後
述
の

D
e
l
l
u
m
s
v. 
B
u
s
h
を
参
照
。

4
4
4
 U
.
 S. a
t
 997. 

一
九
八
四
会
計
年
度
情
報
活
動
授
権
法
。

4
4
4
 U
.
S
.
 a
t
 
998. 

こ
と
を
決
め
た
。

P
u
b
.
 L. N
o
.
 9
8
-
2
1
2
,
 
§
7
7
5
 (1983). 

1
2
9
 C
o
n
g
.
 R
e
c
.
 S. 
1
4
8
7
7
 (
d
a
i
l
y
 ed. O
c
t
.
 28, 
1983). 

一

J
.
 
R
e
s
.
 402, 
1
2
9
 
C
o
n
g
.
 
Rec• 

H
8
9
3
4ー

3
4
(
d
a
i
l
y
 
e
d
.
 N
o
v
.
 1, 
1983). 
し
か
し
、

C
o
n
y
e
r
s
 v. R
e
a
g
a
n
,
 
5
7
8
 F
.
 S
u
p
p
.
 3
2
4
 (D. D
.
 C. 1
9
8
4
)
.
 

Ibid.) 
6
0
0
 
6
0
1
,
 
n. 
5. 

八
五
年
二
月
七
日
に
国
務
省
は
、
残
る
要
員
が
八
月
半
ば
に
撤
退
を
開
始
し
、
九
月
末
日
に
完
了
す
る
と
発
表
し
た
。

上
院
は
一

0
月
二
八
日
、
九

0
日
間
で
撤
退
す
べ
き
と
い
う
文
言
を
六
四
対
二

0
で
（
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
）
国
債
上
限
法
案
に
挿
入
し
た
（
法
案
は

成

立

せ

ず

）

。

一

月

一

日

、

下

院

は

四

0
三
対
二
三
で
同
趣
旨
の
合
同
決
議
を
採
択
し
た
。

H.

上
院
は
下
院
か
ら
回
付
さ
れ
て
き
た
こ
の
決
議
案
の
審
議
を
し
な
い

20 3・4 301 （香法 2001)
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Grenada W
a
r
 Powers: 
Full Compliance Reporting and Implementation, 

M
a
r
k
u
p
 of H.J. Res. 402 Before House Committee 

on Foreign Affairs, 
98th Cong., 

1st 
Sess. (Oct. 27, 

1983). 

（怨）
Conyers v. 

Reagan, 
765 
F. 2d 1125 (D. C. Cir. 1985). 

（苫）
葛

1-J:i+<群
巡
令
心
米
回
追
憂
廷

0（
さ
M
刈
舘
足
醤
涸
,
.
.
)
~
~
~
゜

（席）
蕃
$,1!
竪
彩
薔
知
蒻
砂
菜
遁
rnQ
却
薔
附
繹
壬
孤
菜
火
゜
尽
心
'1(00J
這
鰐
嘩
墨
:f:i
Stark
棗
誌
図
麟
的
菜
心
叫
"'t-0
DeFazio
善

諷
Q
l
<
*
(H.J. Res. 296)

令
鰹
疫
辻
器
匿
要

Q
g
J
く
営
巨
巡
合
心
囮
葛
和
名
心
心

1"'t-0恙
癒
帳
—

1(
四
兵

OJ
以

Hatfield
蓋
噂
芯
4
返
以
認
裸
,
.
.
)

(S. 
1343)

熙
OJf-返

や
→
繋
壬
和

~+.:!~(H.J.
Res. 310)~

 勾
゜

iM~'
鰹
疫
辻
器
Q
~
§
如
採

~t-0
番
抑
芯

-\Qs::--'
ギ

m::<rn'
鰹
招
ヰ
国
如
兵
O
r
n

赳
臣

1"'t-0坦
爵
全
匡
返
や
認
條
和
~
,
f-
痣
Q
*
(H. R. 2342)

岱
后
彩
和
菜
ど
芯
’
廿
器
や
竺
紅
彩
初
菜
+
.
:
!
(S. 
1420)0 1987 Cong. Q. A

l
m
a
n
a
c
 254. 

（宮）
Letter to 
the President Pro T

e
m
p
o
r
e
 of the Senate and the Speaker of the House (United States Air Strike in 

the Persian 

Gulf), 
23 Wkly. C

o
m
p
.
 Pres. Doc. 1066 (Sept. 28, 

1987). 

(~
) 
Letter to 
the President Pro T

e
m
p
o
r
e
 of the Senate and the Speaker of the House (United States Air Strike in 

the Persian 

Gulf), 
23 Wkly. C

o
m
p
.
 Pres. Doc. 1159 (Oct. 10, 

1987) ;
 Letter to 
the Speaker of the H

o
u
s
e
 and the President Pro T

e
m
p
o
r
e
 of 

the Senate (United States Reprisal Against Iran), 
ibid., 
1206 (Oct. 20, 

1987). 

（菩）
S. 
117 4, 
100th Cong., 

1st 
Sess. (1987). 

（宮）
A
m
.
 No. 952 
to 
A
m
.
 No. 951 
to 
S. 
J. 
Res. 194, 
100th 
Cong., 
1st 
Sess., 
133 
Cong. Rec. S. 

14028 (1987). Weicker
薔
鴫
忠
::::i
Hat-

field
蓋
噂
!1.l-6
t-0
基
條
岱
k
垢
華
旦
器
舟
遥
座
恙
蓋
臣
振
:
§
:
3
Q
謡
甘
匹
啜
全
t-0..,;)
Q
や
埒
り
,:..!.0
S. J. 
Res.194, 
133 
Cong. Rec. S.14574-76 

(daily ed. Nov. 22, 
1987). 
,..)全,..)
,
 -l<
垢
瞑
如
枢
淀
1"'t-0
喬
宣
全
心
S
凶
哀
芯
湮
マ
唸
姦
砦
囮
阻
癖
訊
註
謬
拳
出
條
如
幽
條
,
.
.
)
説
盤
如
竺
令
0
+.:! 
゜

（呂）
1987 Cong. Q. A

l
m
a
n
a
c
 252. 

(~
) 
S. 
J. 
Res. 317, 
100th Cong., 

1st 
Sess. (1987). 

~J Q,l../iA¥"'¥
祁
盆
抑
北
部
J;'.,..)
や
守
粕
尽
ギ
如
ぷ
▽
器
$,1!
底
彩
薔
〇
拳
出
悩
心
竺
圏
丑
芯
善
縄
杓
菜
心
゜
廿
や
S
斗
返
Q,)q!
兵薔嘔足,!...{,

0~:tiく
匡
や
認

條
初
名
女
ふ
Q

(Byrd-Nunn-Warner-Mitchell
鄭
*
)
知
如
恥
菜
Q
゜
錮
饂
匝
＇
サ
巴
声
聡
抽
距
鯰
～
—
ぶ
ー
足

.l-/it-0
「
粧
鉛
訊
韓
写
」

如
鉛
吋
,
.
.
)
,
 +
<
塩
語
足
恨
器
忌
旦
罪
溢
惑
巨
心
涯
蓋
1"'t-0
,l../i 
A叶
埓
忍
匡
誕
匿
足
趨
索
lt
捉
S
黙
据
叫
ど
認
鮨
帝
〇
認
條
据
如
抽
忍
K
O
r
n
Q
鋸
帝
器
竪

如
速
丑
,
.
.
)
ド
'
鋸
頸
如
墨
伶

1"'t-0筈
4訳
沢
口
匡
彩
薔
足

.l-£\'~Q~
憂
如
据
索
初

~t-0
心,::
A¥"'¥.,;) Q
や
-IQ
0
 +.:!0 
S. 
J. 
Res. 323, 
100th Cong., 

2d Sess. 

（怨）
(IOO8悉伽忙）zoCIt.E|0N



(
M
a
y
 18, 
1988). 
Cf. J. 
H. Ely, 
Suppose Congress 

W
a
n
t
e
d
 a
 W
a
r
 P
o
w
e
r
s
 A
c
t
 T
h
a
t
 Worked, 

88 C
o
l
u
m
.
 L. 
Rev. 1379, 

1383 (1988); 

S. 
H. Schuster, 

T
h
e
 W
a
r
 P
o
w
e
r
s
 Resolution a

n
d
 the Persian Gulf.・a Controversial Statute Proves 

Unworkable, 
8
 Wi
s
c
o
n
s
i
n
 Int' 

1
 L. J. 
453, 
489 (1990) ;

 蕊ゆ
・
i忌
翌
勧
l
く
兵
口゚

（器）
amicus 

curiae
心
⇒
＼
升
器
函
撒
涅
_
j
~
B
e
r
m
a
n
}L-
返
響
口
竺
兵
工
合
.0
1
 Om::8
巨
ば
¥
俎
諜
鰈
癒
ぐ
肛
ぽ
誌
：
⇒
乳
嘩
深
器
泄
拒
医
定
癒
臣
振

3
己
S
謡赴
□
蔀辻-¥<')
r{; ~+,-, Q

や
皿
苗
忌
山
(
Q
I
I
I
Q
据
喫
砺
｛
糾
記
習
庄
初

~l-0
心
生
華
⇒
女
芯
’
西
甘
咋
脳
口
認
担
心
→
凶
哀
⇒
心
゜

Infra,
336, 
n. 
20. 

（塁）
L
o
w
r
y
 v. 
Reagan, 
676 F. Supp. 333 (D. D. C. 

1987). 

(Z6) 

（呂）

海
）

(~
) 

(m唸）嶺悔迅阿ょ底避｀荘幸ミ‘｛ご打
1

回米

海
）

（忌）

S
t
a
t
e
m
e
n
t
 of Senator B. A

d
a
m
s
,
 
133 Cong. Rec. S. 

11567 (daily ed. A
u
g
.
 7, 
1987). 認
苗
営
旦
竺
A
d
a
m
s
心
11l-<8
サ
痣
癌
宣
ふ
基
甘
口

旦
呂
"°0
¥--..I 
:, -U゚

G
o
l
d
w
a
t
e
r
 v. 
Carter, 
444 U
.
S
.
 996, 
1000-1001 (Powell, J., 

concurring). 

弄
志
蛛
桜
萎
磁
0
L
o
w
r
y
 v. 
Reagan, 
N
o
.
 87-5426(D. C. Cir.1988), 

rep
灯
nted
in 
Glennon, 

supra n. 
23, 
A
p
p
e
n
d
i
x
 A. Cf. M
.
 J. 
Glen-

non, 
Foreign Affairs 

a
n
d
 the 
Political 

Question Doctrine, 
83 
A
m
.
 J. 
Int'l. 
L. 
814, 
817 (1989). 

Letter to 
the 
S
p
e
a
k
e
r
 of the 
H
o
u
s
e
 a
n
d
 the President P

r
o
 T
e
m
p
o
r
e
 of 
the 
Senate o
n
 the United States Military 

Strike 

Against Iran, 
24 W
k
l
y
.
 C
o
m
p
.
 Pres. Doc. 493 (Apr. 19, 

1988). 

S. 
J. 
Res. 305, 

100th Cong., 
2d Sess. (1988). 

~J 8
 ,.lJ狛

8
+
<
垢
華
S
筈
俎
<
8
謡
せ

□ふ
「
群
泄
送
竪
彩
癒
~
~
0
ゃ
」
凶

1"'t-08
 r{; や
w
0
 .;.!0 
Letter to 

the 
S
p
e
a
k
e
r
 of 
the 
H
o
u
s
e
 a
n
d
 

the President P
r
o
 T
e
m
p
o
r
e
 of the Senate o

n
 the D
o
w
n
i
n
g
 of a
n
 Iranian Jetliner b

y
 the United States N

a
v
y
 in the Persian Gulf, 

24 W
k
l
y
.
 C
o
m
p
.
 Pres. Doc. 896 

(Jul. 4, 
1988). 

益
廿

8'(~,>,
~
 裟
S
「ぷ
,
¥
-
R
-
器
荘
」
S
迎
憩
旦
い
こ
¥-J,

益
←
如

.\K\\淫
_
)
~
E゚ly,
supra n. 
61, 
1381; 
Schuster, 

supra n. 
61, 
453. 

Letter to the S
p
e
a
k
e
r
 of the H
o
u
s
e
 a
n
d
 the President P

r
o
 T
e
m
p
o
r
e
 of the Senate o

n
 the D
e
p
l
o
y
m
e
n
t
 of United States A

r
m
e
d
 

ぽ
）

Forces to 
Saudi Arabia a

n
d
 the M
i
d
d
l
e
 East, 
26 
W
k
l
y
.
 C
o
m
p
.
 Pres. Doc. 1225 (Aug. 9, 

1990). 

Letter to the S
p
e
a
k
e
r
 of the H
o
u
s
e
 a
n
d
 the President P

r
o
 T
e
m
p
o
r
e
 of the Senate o

n
 the D
e
p
l
o
y
m
e
n
t
 of Additional United 

ぼ
）

States A
r
m
e
d
 Forces to Saudi Arabia, 

26 W
k
l
y
.
 C
o
m
p
.
 Pres. Doc. 1834 (Nov. 16, 

1990). 證
俎
迂
1
1
 or: 令
心
11
令
匹
巨
,
tr
巨
荊
甜
S

女
全
辻
ぐ
甘
_
)
'
+
<
垢
語
竺
證
ぐ
姐
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・
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柑
如
粗
Q
~
―
ぶ
ー
心
盤
薔
如
ぬ
0
¼
゜
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ぼ
）

兵
匹

*t.2
記
麟
廷
く
(
Q
枢
壬
韓
鯰
心
坦
祗
如
后
彩

....)~(Pub.
L. No. 101-403)0

呪
~
,
圏
総
や
菜
知
菜
t.2-l<
垢
慕
S
諭
出
し
t
i
!
如
枢
淀
1""
t-Q 

彩
餐
如
誤
単
.
.
.
.
)
女
芯
＇
巽
咲
S
も
l
\
~
(
Q
憂
笞
ぬ

ii!Q
彩
按
辻
姿
坦

Q\tt,蕊
旦
堀
や
全
芍
芯
菜
~
~
心
~
;
心
....)+2゚
←
返
訊
雫
彩
筈
竺
群
曲
捉
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彩

證
足
笞

1恰
忌

t21J1m~⇒
 0
 0'

蓬
記
ヒ
袋
竺
割
.
.
.
.
)
型
ぐ
ゃ
;
~
;
叫
;A<;"¥+<
垢
語
Qljlltr
宦
如
子
庄
.
.
.
.
)
い
;
t-Q゚
H.J.
Res. 658, 
101st Cong., 

2d Sess. 

(Oct. 1, 
1990); 
S. 
Con. Res. 147, 

101st Cong., 
2d Sess. (Oct. 2, 

1990). 
Cf. M
.
 J. 
Glennon, 

The Constitution a
n
d
 Chapter 
VII of 

the 
United Nations Charter, 

85 A
m
.
 J. 
Int'! 
L. 88, 
n. 
78 (1991). 署

鯰
勺
如
丘
い
遠
澤
ェ
コ
駅
認
駆
菱
繹
蔀
や

~~,.),J;A臼
遷
や

~
0
~
 芯
,
~
菜
如
宦
涯
旦
⇒
ゃ
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話
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心
哀
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心
心
"""ll¥ヽ
(
Q
出
兵
如
際
全
内
心
:
;
,
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善
全
~
0
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

v. 
R
e
a
g
a
n
 (
地
裁
判
決
）
や

S
a
n
c
h
eN
1
 E
s
p
i
n
o
z
a
 v. 
R
e
a
g
a
n
 (
地
裁
及
び
控
訴
裁
判
決
）
、

訴
裁
判
決
）
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
専
門
知
識
を
有
し
て
お
ら
ず
、

(102) 

て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
判
決
は
、

―
二
五

対
外
的
立
場
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
だ
け
に
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
ど
の
事
件
で
も
大
統
領
の
軍
事
行
動
を
争
う
請
求
は
本
案

前
の
争
点
で
退
け
ら
れ
た
。
そ
の
根
拠
は
判
決
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
判
決
ま
た
は
裁
判
官
の
個
別
意
見
の
中
に
は
、
戦
争
権
限
を
め

ぐ
る
紛
争
は
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
し
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
政
治
的
問
題
の
法
理
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

第
一
に
、
「
敵
対
行
為
」
の
有
無
と
い
う
事
実
認
定
の
困
難
の
ゆ
え
に
政
治
的
問
題
と
な
る
と
い
う
考
慮
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

C
r
o
c
k
e
t
t

L
o
w
r
y
 v. 
R
e
a
g
a
n
 (
地
裁
判
決
及
び
控

そ
の
よ
う
な
事
実
認
定
は
議
会
の
方
が
適
し

B
a
k
e
r
 v. 
C
a
r
r
の
掲
げ
る
リ
ス
ト
の
「
裁
判
上
発
見
し
運
用
し
う
る
基
準
の
欠
如
」
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
も

の
の
、
本
来
こ
の
条
件
は
法
的
な
基
準
の
欠
如
で
あ
っ
て
事
実
認
定
の
困
難
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ゆ
え
に

B
a
k
e
r
の
条
件
の

(103) 

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
事
実
発
見
の
義
務
は
訴
訟
当
事
者
（
及
び
そ
の
代
理
人
）

訴
訟
法
上
の
証
拠
認
定
方
法
や
挙
証
責
任
の
問
題
と
し
て
処
理
す
れ
ば
よ
く
、
事
実
認
定
の
困
難
は
司
法
の
自
制
を
要
請
す
る
も
の
で
は

両）

な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

第
二
に
、
戦
争
権
限
の
問
題
に
お
い
て
キ
ー
と
な
る
「
戦
争
」
「
敵
対
行
為
」
の
概
念
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
た
め
裁
判
上
運
用
し
う
る
基

準
を
欠
く
と
い
う
見
解
が
、

L
o
w
r
y
 (
地
裁
判
決
）
や

C
a
m
p
b
e
l
l
v. 
C
l
i
n
t
o
n
 
(
控
訴
裁
判
決
）
の

S
i
l
b
e
r
m
a
n
裁
判
官
同
意
意
見
で
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
認
定
は
政
治
部
門
に
委
ね
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

D
e
l
l
u
m
s
v. 
B
u
s
h
や
C
a
m
p
b
e
l
l
(
控

訴
裁
判
決
）

に
お
け
る

T
a
t
e
l
裁
判
官
同
意
意
見
の
よ
う
に
、
文
言
の
不
明
確
性
が
直
ち
に
司
法
審
査
を
排
除
す
る
根
拠
と
な
る
わ
け
で

(105) 

は
な
く
、
判
例
の
蓄
積
に
よ
っ
て
法
的
基
準
が
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
。

政
治
的
問
題
と
さ
れ
た
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

に
あ
り
、
裁
判
所
は

20-3•4-307 (香法2001)



量
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
政
治
過
程
に
お
け
る
紛
争
に
裁
判
所
が
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
は
「
政
府
の
同
位
の
部
門
に
対
す
る
適
切
な
敬
意
の
欠
如
」

の
表
明
で
あ
り
、
及
び
「
多
様
な
見
解
の
表
明
か
ら
混
乱
が
起
き
る
可
能
性
」
が
生
じ
る
と
述
べ
る
も
の
が
あ
る
。

S
a
n
c
h
e
z
-
E
s
p
i
n
o
z
a

（
地
裁
判
決
）

で
は
、
議
会
と
大
統
領
の
対
立
に
裁
判
所
が
一
方
の
見
解
に
与
し
第
三
の
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
が
政
治
的
問
題
で
あ
る

と
さ
れ
た
。

L
o
w
r
y

(
地
裁
判
決
）

で
は
、
議
会
内
で
の
戦
争
権
限
決
議
の
適
用
に
関
す
る
対
立
に
裁
判
所
が
介
入
す
る
こ
と
は
「
多
様

な
見
解
の
表
明
」
と
な
る
と
さ
れ
た
（
た
だ
し
議
会
の
見
解
が
一
致
す
れ
ば
紛
争
は
成
熟
し
政
治
的
問
題
で
は
な
く
な
る
と
い
う
）
。
こ
の

よ
う
な
考
慮
に
対
し
て
、
大
統
領
が
憲
法
上
有
し
て
な
い
権
限
を
主
張
す
る
こ
と
こ
そ
が
問
題
で
あ
り
、
ま
た
裁
判
所
は
「
混
乱
」
を
除

(106) 

去
す
る
た
め
に
積
極
的
に
司
法
権
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

最
後
に
、
対
外
政
策
に
関
わ
る
が
ゆ
え
に
司
法
の
介
入
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
裁
判
所
が
外
交
部
門
た
る
大
統
領
と
異

な
る
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
は
米
国
の
対
外
的
活
動
へ
の
障
害
と
な
り
、
「
多
様
な
見
解
の
表
明
」
と
な
る
と
い
う
考
慮
が
見
ら
れ
る
。

S
a
n
c
h
e
z
-
E
s
p
i
n
o
z
a
 
(
控
訴
裁
判
決
）
や

L
o
w
r
y
(
地
裁
判
決
）
が
そ
う
で
あ
り
、

C
a
m
p
b
e
l
l
(
控
訴
裁
判
決
）

の
S
i
l
b
e
r
m
a
n
意
見

(107) 

で
も
強
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
そ
れ
で
も
な
お
法
の
支
配
が
優
越
す
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
（
同
判
決
の

T
a
t
e
l
意
見
参
照
）
。

ま
た
、
対
外
事
項
は
政
治
部
門
が
決
定
す
べ
き
分
野
で
あ
り
司
法
府
が
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
も
見
ら
れ
る
。

S
a
n
c
h
e
zー

E
s
p
i
n
o
z
a
 (
控
訴
裁
判
決
）
や
A
n
g
e
v. 
B
u
s
h
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
対
外
事
項
の
判
断
は
複
雑
で
予
測
の
要
素
を

有
し
柔
軟
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
、
議
会
は
予
算
や
弾
劾
に
よ
っ
て
執
行
府
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
こ
と
、
対
外
事
項
は
執
行
府
の
裁

か
り
に
大
統
領
の
行
動
が
違
憲
で
あ
っ
て
も
議
会
は
対
抗
手
段
（
法
律
の
制
定
、
支
出
の
承
認
、
執
行
府
職
員
指
名
の
承
認
、
弾
劾
裁

判
な
ど
）

を
有
す
る
の
で
司
法
判
断
を
自
制
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
あ
と
で
み
る
成
熟
性
や
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
の
法
理
、
原

告
適
格
の
理
由
づ
け
で
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
手
段
に
は
リ
ス
ク
も
あ
る
。
例
え
ば
、
軍
の
撤
退
を
命
じ
る
法
律

―
二
六
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論
文
で
参
照
し
た
判
決
も
含
め
）

―
二
七

こ
の
分
野
で
判
例
が

（
拒
否
権
は
免

ま
た
は
合
同
決
議
は
大
統
領
の
拒
否
権
の
対
象
と
な
る
。
同
意
決
議
で
行
う
こ
と
は
I.

N. S. 
v. 
C
h
a
d
h
a
に
照
ら
し
て
違
憲
と
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
予
算
は
強
力
な
手
段
で
あ
る
が
や
は
り
拒
否
権
の
対
象
と
な
り
、
予
算
の
策
定
を
拒
否
す
る
方
法
も
あ
る

属）

れ
る
）
が
、
対
立
が
解
消
し
な
け
れ
ば
政
府
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
大
統
領
の
罷
免
に
い
た
る
弾
劾
裁
判
は

面）

効
果
が
強
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
政
治
部
門
間
の
対
立
に
あ
く
ま
で

す
よ
り
も
裁
判
所
の
介
入
が
適
切
な
場
合
が
あ
り
、

(IlU) 

切
か
つ
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

「
政
治
的
自
力
救
済
」
を
要
求
し
て
重
大
な
結
果
を
も
た
ら

ま
た
違
憲
な
軍
事
作
戦
そ
の
も
の
を
直
接
終
了
さ
せ
る
に
は
司
法
的
救
済
の
方
が
適

ま
た
、
対
外
事
項
は
執
行
府
が
単
独
で
決
定
で
き
る
事
項
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
誤
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

C
h
a
r
n
e
y
は

対
外
事
項
が
大
統
領
に
属
す
る
こ
と
は
憲
法
の
文
言
か
ら
も
制
憲
過
程
か
ら
も
導
く
こ
と
は
で
き
ず
、
議
会
も
立
法
を
通
し
て
外
交
政
策

に
関
与
し
決
定
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
最
高
裁
の

U
n
i
t
e
d
S
t
a
t
e
s
 
v. C
u
r
t
i
s
s
 1 W
r
i
g
h
t
 E
x
p
o
r
t
 C
o
r
p
.
 は
、
対
外
事
項
は
国
内

事
項
と
は
異
な
り
、
大
統
領
は
議
会
の
委
任
が
な
く
と
も
単
独
で
行
動
す
る
権
限
を
有
す
る
と
判
示
し
た
。
同
判
決
は
そ
の
後
の
判
例
（
本

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
対
外
事
項
で
の
大
統
領
の
行
為
に
対
す
る
裁
判
所
の
審
査
を
消
極
的
に
し

（田）

議
会
の
授
権
が
な
く
と
も
是
認
さ
れ
る
傾
向
を
作
っ
て
き
た
と
さ
れ
、
判
例
に
よ
っ
て
憲
法
を
修
正
し
た
と
の
強
い
批
判
が
あ
る
。

最
後
に
、
対
外
事
項
に
対
す
る
司
法
審
査
を
支
持
す
る
論
者
の
主
張
の
中
で
注
目
す
べ
き
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
く
。
第
一
は
、

(
D
e
l
l
u
m
s
や

連
邦
最
高
裁
の
先
例
で
対
外
事
項
、
特
に
戦
争
権
限
を
政
治
的
問
題
で
あ
る
と
し
た
事
例
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る

C
a
m
p
b
e
l
l
 (
控
訴
裁
判
決
）
の

T
a
t
e
l
意
見
参
照
）
。
第
二
は
、
政
治
的
問
題
を
理
由
に
司
法
審
査
を
回
避
す
る
こ
と
の
弊
害
で
あ
る
。
す

作
ら
れ
な
い
、

な
わ
ち
、
そ
れ
は
大
統
領
に
よ
る
既
成
事
実
の
追
認
で
し
か
な
く
政
府
の
無
秩
序
と
憲
法
上
の
危
機
を
も
た
ら
す
、

記）

そ
し
て
司
法
の
正
統
性
及
び
独
立
性
を
危
う
く
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
法
の
解
釈
適
用
の
可
能
な
事
件

で
あ
る
の
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
司
法
判
断
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
が
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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先
に
参
照
し
た
諸
判
決
に
お
い
て
原
告
の
請
求
を
退
け
た
根
拠
は
様
々
で
あ
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
（
救
済
付
与
の
裁
量
）
、
成
熟
性
、

議
員
の
原
告
適
格
、

ム
ー
ト
ネ
ス
で
あ
る
が
、
戦
争
権
限
を
争
う
訴
訟
に
対
す
る
裁
判
所
の
姿
勢
に
一
定
の
傾
向
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で

そ
れ
は
、
議
会
の
明
確
な
意
思
の
表
明
を
本
案
審
理
の
前
提
条
件
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
典
型
的
な
の
は
、
紛
争
の
成
熟
性
の
法
理
に

議
会
と
大
統
領
の
現
実
の
明
確
な
対
立
の
顕
在
化
（
憲
法
上
の
行
き
詰
ま
り

constitutional
i
m
p
a
s
s
e
)
を
読
み
込
む
理
論
で
あ
る
。
こ

の
理
論
は
、
後
述
す
る

G
o
l
d
w
a
t
e
r
v. 
C
a
r
t
e
r
の
P
o
w
e
l
l
裁
判
官
同
意
意
見
で
表
明
さ
れ
た
も
の
で
、

S
a
n
c
h
e
zー
E
s
p
i
n
o
z
a
(
控
訴

の
G
i
n
s
b
u
r
g
裁
判
官
意
見
に
よ
っ
て
、
戦
争
権
限
の
分
野
に
導
入
さ
れ
た
。

G
o
l
d
w
a
t
e
r
は
、
米
中
国
交
正
常
化
に
伴
う
大
統
領
に
よ
る
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
終
了
を
議
員
が
争
っ
た
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
で

は
、
裁
量
上
訴
を
受
理
し
て
六
人
の
裁
判
官
の
賛
成
に
よ
り
訴
訟
の
棄
却
を
指
示
し
て
原
審
に
差
し
戻
し
た
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
は
形

成
さ
れ
ず
、
四
人
が
政
治
的
問
題
の
法
理
の
適
用
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、

P
o
w
e
l
l
裁
判
官
は
、
本
件
が
政
治
部
門
間
の
紛
争
で
あ
り
政

治
的
考
慮
に
依
拠
す
る
の
で
、
司
法
府
は
各
部
門
が
そ
の
憲
法
上
の
権
限
を
主
張
し
て
「
憲
法
上
の
行
き
詰
ま
り
」
ま
た
は
「
現
実
の
対

(117) 

立
」
に
達
す
る
ま
で
は
司
法
審
査
を
拒
絶
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

裁
判
決
）

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2

政
治
部
門
間
の
紛
争
と
機
能
主
義
的
権
力
分
立
観

の
立
法
が
あ
れ
ば
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、
原
告
の
主
張
は
大
統
領
と
議
会
の
間
の
権
限
分
配
に
関

第
三
に
、
次
の
よ
う
な

H
e
n
k
i
n
の
指
摘
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
問
題
の
法
理
は
、
憲
法
が
政
治
部
門
の
権
限
内
に
あ
る
と
し

た
事
項
の
場
合
を
除
け
ば
、
裁
判
所
の
創
設
し
た
法
理
（
裁
量
に
よ
る
自
制
）
で
あ
り
、
議
会
に
よ
っ
て
修
正
ま
た
は
規
制
す
る
こ
と
が

(116) 

で
き
る
と
い
う
。
ゆ
え
に
、
議
会
の
明
示
の
立
法
に
よ
り
政
治
的
問
題
の
法
理
の
適
用
を
排
除
で
き
る
し
、
戦
争
権
限
決
議
と
い
う
議
会

―
二
八
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点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

す
る
紛
争
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
紛
争
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
議
会
が
沈
黙
し
て
い
る
状
態
で
は
、
裁
判
所
は
関
与
を
差
し
控
え
る
べ
き

こ
の
よ
う
な
見
解
に
は
、
米
国
憲
法
判
例
の
背
後
に
あ
る
機
能
主
義
的
な
い
し
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
権
力
分
立
観
が
関
連
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Y
o
u
n
g
s
t
o
w
n
 S
h
e
e
t
 &
 T
u
b
e
 C
o
.
 v. 
S
a
w
y
e
r
の
J
a
c
k
s
o
n
裁
判
吉
口
同
意
意
見
は
、
大
統
領
と
議
会
の
間
の

権
限
分
配
と
裁
判
所
の
と
る
べ
き
態
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
①
大
統
領
が
議
会
の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
授
権
に
従
っ
て
行

動
し
て
い
る
場
合
大
統
領
の
権
限
は
自
身
の
権
利
及
び
議
会
が
委
任
し
た
権
限
を
含
む
が
ゆ
え
に
最
大
と
な
る
。

行
為
の
妥
当
性
は
お
そ
ら
く
支
持
さ
れ
る
。
②
議
会
に
よ
る
権
限
の
付
与
も
拒
否
も
な
い
場
合
|
ー
ー
大
統
領
は
自
身
の
独
立
の
権
限
に
依

た
そ
が
れ

拠
で
き
る
が
、
両
部
門
が
競
合
す
る
権
限
を
有
す
る
ま
た
は
配
分
の
不
明
確
な
「
黄
昏
の
領
域
(
N
o
n
e
 of twilight)
」
が
存
在
す
る
。

え
に
、
議
会
が
招
い
た
の
で
な
い
限
り
、
議
会
の
無
反
応
、

無
関
心
、
沈
黙
は
大
統
領
の
独
自
の
行
為
を
可
能
に
す
る
。
③
大
統
領
が
議

会
の
明
ホ
ま
た
は
黙
示
の
意
思
に
反
し
て
行
動
す
る
場
合
l

大
統
領
は
議
会
の
権
限
を
除
い
た
自
身
の
権
限
に
し
か
依
拠
で
き
な
い
の
(118) 

ゆ
え
に
、
大
統
領
の
行
為
は
慎
重
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
大
統
領
の
権
限
は
「
最
低
潮

(at
its 
l
o
w
e
s
t
 e
b
b
)
」
と
な
る
。

―
二
九 ゆ

え
に
大
統
領
のゆ

原
則
と
し
て
大
統
領
は
議
会
に
委
任
さ
れ
た
行
為
の
み
を
な
し
う
る
が
、
議
会
が
沈
黙
し
て
い
る
場
合
（
②
の
黄
昏
の
領
域
の
場
合
）

裁
判
所
は
大
統
領
の
行
為
を
違
憲
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
合
憲
か
否
か
と
い
う
本
案
の
判

断
と
本
案
審
理
に
入
る
前
の
成
熟
性
の
有
無
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
議
会
の
態
度
が
不
明
な
場
合
大
統
領
の
行
為
が
是
認
さ
れ
る

さ
て
、
前
記
の

P
o
w
e
l
l
意
見
を
援
用
し
た

G
i
n
s
b
u
r
g
意
見
は
議
会
が
支
出
権
限
と
調
査
権
を
有
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
議
会
が
対
ニ

カ
ラ
グ
ア
軍
事
援
助
に
か
か
わ
る
予
算
支
出
を
承
認
し
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
紛
争
は
未
成
熟
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

D
e
l
l
u
m
s
で
は
、
成
熟
性
の
認
定
は
議
会
の
行
為
と
大
統
領
の
行
為
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
分
け
て
検
討
さ
れ
た
。
議
会
の
行
為
に
関

で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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題
に
つ
い
て
も
同
様
）
。

重
し
そ
の
形
成
を
待
つ
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
る
。

し
て
は
、

を
認
定
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
大
統
領
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
「
成
熟
性
を
認
め
る
の
に
十
分
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
大
統
領
は
示
し
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
示
唆
し
た
が
結
論
を
避
け
た
。

A
n
g
e
で
は
、
大
統
領
が
軍
事
行
動
の
前
に
議
会
の
承
認
を
得
る
か
否
か
は
不

(119) 

明
で
あ
り
、
特
に
対
外
事
項
の
場
合
は
そ
う
で
あ
る
と
し
た
。

こ
う
し
た
権
力
分
立
の
考
慮
は
、

で
あ
る
、

一
三
〇

そ
の
多
数
派
の
見
解
の
表
明
ま
た
は
議
会
自
身
も
し
く
は
そ
の
多
数
派
を
代
表
す
る
議
員
の
提
訴
が
な
け
れ
ば
紛
争
の
成
熟
性

「
救
済
付
与
の
裁
量
」
ま
た
は
「
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
」
の
法
理
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
理

は
、
差
止
命
令
や
宣
言
判
決
と
い
っ
た
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済
の
付
与
が
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
紛
争
が
議
会
内
部
の
紛
争

(120) 

ま
た
は
請
求
さ
れ
た
救
済
が
立
法
過
程
に
よ
っ
て
も
実
質
的
に
付
与
さ
れ
る
場
合
に
は
訴
訟
を
退
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

原
告
と
な
っ
た
議
員
た
ち
は
議
会
の
多
数
派
が
動
か
な
い
の
で
出
訴
し
た
側
面
は
あ
る
の
だ
が
、
裁
判
所
は
議
会
の
多
数
派
の
意
思
を
尊

C
r
o
c
k
e
t
t
 (
地
裁
判
決
）
で
は
、
対
外
援
助
法
違
反
の
主
張
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
争
わ
れ
た
行
為
は
別
の
法
律
で
授
権
さ
れ
て
お
り
、

原
告
の
請
求
は
議
会
内
紛
争
を
裁
判
所
に
持
ち
込
む
も
の
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。

C
o
n
y
e
r
s
v. 
R
e
a
g
a
n
 (
地
裁
判
決
）
で
は
、
支
出
権
限
、

法
律
の
制
定
、
弾
劾
裁
判
な
ど
議
会
に
お
い
て
得
ら
れ
る
救
済
を
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
注
目
す
べ
き
は

L
o
w
r
y
(
地
裁
判
決
）

で
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
と
し
て
い
る
が
、
議
会
の
多
数
派
の
意
思
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
は
司
法
は
介
入
せ
ず
、
前
記

P
o
w
e
l
l
意
見
を
引

用
し
て
、
議
会
の
意
思
が
表
明
さ
れ
れ
ば
紛
争
が
成
熟
す
る
と
判
示
し
て
お
り
、
実
際
は
成
熟
性
の
法
理
に
依
拠
し
て
い
る

（
政
治
的
問

(121) 

こ
の
よ
う
な
権
力
分
立
へ
の
考
慮
は
最
近
の

C
a
m
p
b
e
l
l
の
原
告
適
格
の
判
断
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
地
裁
判
決
は
議
会
と
大
統
領
の

間
の
「
憲
法
上
の
行
き
詰
ま
り
」
が
原
告
適
格
認
定
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
し
て
、
実
質
的
に
成
熟
性
の
法
理
に
依
拠
し
た
が
、
控
訴
裁

判
決
は
さ
ら
に
厳
格
な
立
場
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
議
会
に
よ
る
救
済
が
付
与
さ
れ
な
い
場
合
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
が
、
立
法
、
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予
算
、
弾
劾
な
ど
に
よ
る
救
済
が
可
能
で
あ
る
の
で
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
の
法
理
と
同
じ
論
理
で
あ
る
。

た
だ
し
、
控
訴
裁
判
決
の
論
理
に
従
え
ば
議
会
は
つ
ね
に
対
抗
手
段
を
保
持
し
て
い
る
の
で
実
質
的
に
裁
判
に
よ
る
解
決
の
途
は
閉
ざ

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

R
a
n
d
o
l
p
h
裁
判
官
の
同
意
意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
原
告
適
格
は
議
員
の
有
す
る
固
有
の
権
利
が
侵
害

さ
れ
た
か
否
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
政
治
過
程
で
救
済
が
得
ら
れ
る
か
否
か
ま
で
考
慮
す
る
の
は
こ
の
法
理
の
趣
旨
か
ら
外
れ
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が

R
y
n
e
s
v. 
B
y
r
d
の
解
釈
と
し
て
妥
当
な
も
の
な
の
か
、
今
後
の
判
例
の
展
開
に
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

憲
法
上
議
会
が
戦
争
を
宣
言
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
和
戦
の
決
定
権
は
議
会
に
あ
る
が
、
軍
の
使
用
は
最
高
司
令
官
た
る

大
統
領
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
戦
争
権
限
は
両
部
門
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
。

は
大
統
領
が
武
力
行
使
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
握
り
議
会
が
支
出
承
認
な
ど
の
形
で
事
後
追
認
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
よ
う

好
ま
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
が
）
。
ゆ
え
に
、
大
統
領
と
議
会
の
戦
争
権
限
の
配
分
に
つ
い
て
裁
判
所
は
機
能
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る

従
っ
て
、
裁
判
所
が
戦
争
権
限
を
め
ぐ
る
紛
争
に
介
入
す
る
に
あ
た
り
議
会
の
意
思
の
表
明
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、

司
法
府
の
政
治
過
程
内
の
紛
争
に
対
す
る
姿
勢
と
し
て
は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
統
領
単
独
の
決
定
に
よ
る
軍
事

そ
れ
が
憲
法
及
び
戦
争
権
限
決
議
の
違
反
で
あ
り
議
会
の
権
限
の
侵
害
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
黙
認
す
る
意
図
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
議
会
が
自
ら
の
権
限
を
主
張
し
て
大
統
領
の
行
動
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う
意
思
を
明
確
に
し
た
場
合
は

ま
り
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
も
し
議
会
が
大
統
領
と
対
立
す
る
こ
と
を
選
ば
な
い
の
な
ら
」
裁
判
所
が
関
与
す
る
必
要
は
な
い
が
、

行
動
に
対
し
て
議
会
が
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
は
、

~ 「
憲
法
上
の
行
き
詰

の
が
合
理
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

由
に
決
定
し
う
る
。
権
限
の
委
任
ま
た
は
放
棄
も
可
能
で
、

（
本
来
は

一
定
の
範
囲
及
び
期
間
の
軍
事
行
動
を
黙
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
現
実
に

ま
た
、
議
会
に
よ
る
授
権
の
方
法
は
議
会
が
自
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三

大
統
領
と
議
会
が
軍
の
使
用
の
可
否
に
関
し
て
深
刻
な
政
治
的
対
立
に
陥
っ
た
場
合
、
裁
判
所
が
ア
ン
パ
イ
ア
と
し
て
関
与
す
る
意
義
及

(123) 

び
必
要
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
抑
制
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
「
政
治
的
問
題
」
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
に
司
法

審
査
を
放
棄
す
る
方
法
よ
り
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
「
憲
法
上
の
行
き
詰
ま
り
」
を
要
件
と
す
る
処
理
に
は
批
判
も
あ
る
。
第
一
に
、
司
法
審
査
を
認
め
さ
せ
る
た

(124) 

め
に
議
会
の
側
で
す
で
に
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
内
容
を
繰
り
返
す
立
法
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
の
批
判

は
、
当
然
な
が
ら
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
戦
争
権
限
に
関
す
る
法
の
構
造
と
整
合
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
主
義
的
解
釈
か

ら
は
憲
法
は
戦
争
宣
言
と
い
う
形
で
の
議
会
の
事
前
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
授
権
を
要
求
し
て
お
り
、
議
会
が
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
は
大
統
領

(125) 

の
行
動
に
対
す
る
黙
認
と
は
な
ら
ず
、
議
会
の
事
前
の
授
権
な
し
に
行
動
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
戦
争
権
限
決
議
に
つ
い
て
も
成
り
立
つ
。
現
実
に
は
決
議
に
お
い
て
議
会
の
意
思
は
表
明
さ
れ
て
い
る
。
議
会
が
沈
黙
し

（
ま
た
は
九

0
日）

で
軍
事
行
動
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
議
会
の
承
認
を
得

る
た
め
の
説
明
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
大
統
領
の
側
で
あ
る
。
裁
判
所
が
敵
対
行
動
の
度
毎
に
議
会
の
側
の
積
極
的
行
動
を
要
求

(126) 

す
る
の
は
決
議
の
趣
旨
を
無
意
味
に
し
て
し
ま
う
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
は
的
を
得
た
部
分
も
あ
る
が
、
議
会
の
戦
争
権
限
の
回
復
は
議
会
自
身
の
手
に
委
ね
裁
判
所
の
過
度
の
介
入
を
避
け

る
の
が
望
ま
し
く
、
少
な
く
と
も
裁
判
所
の
政
治
部
門
間
の
紛
争
に
対
す
る
関
与
の
あ
り
方
と
し
て
は
成
熟
性
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る
程
度

戦
争
権
限
決
議
の
実
効
性
と
議
会
の
責
任

議
会
は
戦
争
権
限
を
自
ら
の
手
に
取
り
戻
す
こ
と
を
意
図
し
て
戦
争
権
限
決
議
を
制
定
し
た
。
大
統
領
の
行
動
範
囲
は
決
議
成
立
以
前

3
 

妥
当
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

て
い
る
場
合
、
大
統
領
が
な
す
べ
き
こ
と
は
六

0
日
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は
終
了
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
た
。

(ln) 

「
黄
昏
の
領
域
」
か
ら
「
最
低
潮
」
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
議
会
が
米
国
の
対
外
軍
事
行
動
の
決
定
に
関
与
す
る

こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、
戦
争
権
限
決
議
の
存
在
及
び
大
統
領
に
よ
る
決
議
の
不
遵
守
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
の
意
思
の
表

明
あ
る
い
は
議
会
の
行
動
を
待
つ
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
決
議
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
議
会
の
意
図
は
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

の
大
き
な
原
因
は
戦
争
権
限
決
議
自
体
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ

戦
争
権
限
決
議
は
二
重
の
あ
い
ま
い
さ
を
有
し
て
い
る
。
第
一
に
決
議
発
動
の
要
件
と
な
る
「
敵
対
行
為
ま
た
は
敵
対
行
為
へ
の
差
し

迫
っ
た
関
与
が
情
勢
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
状
況
」
（
四
節
囮
①
）
の
あ
い
ま
い
さ
で
あ
る
。
第
二
に
、
六

0
日
の
期
間
が
起
算
さ
れ

る
た
め
の
「
報
告
が
提
出
さ
れ
る
日
ま
た
は
提
出
が
求
め
ら
れ
る
日
」
（
五
節
⑯
）
の
不
明
確
さ
で
あ
る
。
裁
判
所
が
決
議
の
実
施
に
困
難

（四）

を
感
じ
る
一
因
で
あ
ろ
う
。

こ
の
不
明
確
さ
は
、
戦
争
権
限
決
議
を
発
動
さ
せ
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
大
統
領
の
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
さ
ら
に
決
議
の
実
効
性
を
失
わ

せ
て
し
ま
う
。
大
統
領
が
決
議
に
従
っ
た
敵
対
行
為
へ
の
軍
の
投
入
の
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
決
議
の
「
自
動
執
行
性
」

(
C
r
o
c
k
e
t
t
 
(
地
裁
判
決
）
）
。
多
く
の
事
例
で
、
議
会
は
そ
の
事
例
が
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
「
敵
対
行
為
」
に
該
当
す
る
か
否
か
、

避
し
た
。
六

0
日
規
定
は
作
用
せ
ず
、

は
な
く
な
る

大
統
領
の
法
的
根
拠
の
あ
い
ま
い
な
報
告
を
四
節
①

mの
報
告
と
み
な
す
か
否
か
の
議
論
に
終
始
し
、
判
断
を
求
め
ら
れ
た
裁
判
所
も
回

ゆ
え
に
大
統
領
と
議
会
と
の
間
の
実
質
的
協
議
や
議
会
で
の
審
議
は
行
わ
れ
な
い
ま
ま
軍
事
作
戦

そ
も
そ
も
、
戦
争
権
限
決
議
自
体
が
、
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
武
力
行
使
を
認
め
事
後
そ
の
可
否
を
判
断
す
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
た
め
に
弱
さ
を
抱
え
て
い
る
。
少
な
く
と
も
結
果
的
に
大
統
領
に
六

0
日
間
の
白
紙
委
任
を
与
え
て
い
る
の
に
等
し
い
。
大
統

領
が
一
方
的
に
開
始
し
た
軍
事
行
動
に
対
し
て
、
議
会
は
事
後
撤
退
を
命
じ
る
こ
と
に
は
米
国
の
国
威
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
心

(129) 

理
的
抵
抗
を
感
じ
る
。
議
会
の
武
器
は
戦
費
の
支
出
の
権
限
で
あ
る
が
、
海
外
で
米
軍
が
戦
闘
に
従
事
し
て
い
る
の
に
そ
れ
に
対
す
る
支

の

~ 
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一
三
四

(130) 

出
を
拒
否
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
に
抵
抗
が
あ
る
。
決
議
は
敵
対
行
為
へ
の
支
出
は
当
該
行
為
へ
の
授
権
と
み
な
さ
れ
な
い
旨
規
定

学
説
に
お
い
て
戦
争
権
限
決
議
の
実
効
性
強
化
の
た
め
の
改
正
が
提
案
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
要
点
を
紹
介
し
て
お
く
。

第
一
は
、
大
統
領
の
固
有
の
権
限
に
関
す
る
原
則
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
統
領
が
例
外
的
に
事
前
の
議
会
の
承
認
が
な
く
と

も
な
し
う
る
武
力
行
使
の
タ
イ
プ
を
現
行
規
定
よ
り
も
広
く
現
実
に
適
合
し
た
範
囲
で
認
め
、
自
由
に
武
力
行
使
し
う
る
期
間
の
適
用
を

こ
の
場
合
に
限
定
す
る
。
そ
し
て
、
議
会
の
事
前
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
原
則
と

(131) 

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
改
正
は
大
統
領
の
決
議
遵
守
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
手
続
を
整
備
し
議
会
を
で
き
る
か
ぎ
り
当
初
の
段
階
で
関
与
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

F
r
a
n
k
は
大
統
領
が
最
高
司
令
官
と
し

て
議
会
の
授
権
な
し
に
行
動
で
き
る
場
合
で
も
議
会
は
手
続
上
の
制
約
を
課
す
こ
と
が
で
き
、
手
続
的
要
件
な
ら
ば
裁
判
所
も
司
法
判
断

(132) 

可
能
で
あ
る
と
い
う
。
議
会
指
導
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
、
大
統
領
に
事
前
の
協
議
を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
緊
急
の
場
合
や
秘
密

(133) 

戦
争
の
場
合
に
も
事
前
協
議
を
確
保
す
る
案
も
あ
る
。

E
l
y
は
、
大
統
領
が
敵
対
行
為
へ
の
軍
投
入
の
報
告
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
訴
訟
提

起
を
認
め
る
こ
と
、
事
前
の
授
権
の
要
請
が
不
可
能
な
場
合
大
統
領
に
軍
事
行
動
開
始
と
同
時
に
授
権
を
要
請
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
こ

(134) 

と
、
大
統
領
の
自
由
行
動
の
期
間
を
事
前
の
授
権
が
不
可
能
で
あ
っ
た
場
合
に
限
り
二

0
日
に
短
縮
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

第
三
に
、
議
会
の
承
認
の
な
い
武
力
行
使
に
は
承
認
が
あ
る
ま
で
自
動
的
に
支
出
を
禁
止
す
る
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

(135) 

い
る
。
大
統
領
が
議
会
の
説
得
に
成
功
し
な
い
限
り
自
動
的
に
軍
事
行
動
を
終
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
議
の
趣
旨
を
生
か

せ
る
の
は
こ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

F
r
a
n
k
ら
は
、
議
会
が
武
力
行
使
を
承
認
し
な
い
旨
の
同
意
決
議
を
採
択
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
出
を

(136) 

承
認
す
る
法
案
の
提
出
を
禁
止
す
る
効
果
を
当
該
決
議
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

第
四
に
、
裁
判
に
よ
る
救
済
を
明
文
で
認
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
大
統
領
に
よ
る
違
法
な
武
力
行
使
に
は
議
員
の
出
訴
を
認

し
て

（
八
節

g)
、
武
器
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
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裁
判
決
）

は
、
議
会
（
ま
た
は
裁
判
所
）

ヵゞ

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
。

（
前
述
し
た
よ
う
に
リ
ス
ク
や
間
接
的
な
強
制
に
と
ど
ま

エ
ク
イ
テ
ィ
の
裁
量
な
ど
）
を
明
文
で
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
撤
退
を
命
じ
る
法
律
は
大
統
領
の
拒
否
権
の
対
象
と
な
り
、
同
意
決
議
は
違
憲
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
裁
判
所
に

よ
る
宣
―
―
―
口
判
決
ま
た
は
差
止
命
令
が
効
果
的
な
救
済
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
連
邦
最
高
裁
へ
の
跳
躍
上
告
や
緊
急
の
審
理
手
続
を
導
入
す
べ

（
印
）

き
と
い
う
提
案
も
あ
る
。

紛
争
の
成
熟
性
に
関
し
て
、

F
r
a
n
k
は
、
前
述
し
た
不
承
認
の
同
意
決
議
に
お
い
て
大
統
領
の
行
動
が
権
限
を
鍮
越
し
て
い
る
こ
と
を

明
記
す
れ
ば
成
熟
性
の
要
件
が
み
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
、

G
l
e
n
n
o
n
は
大
統
領
の
戦
争
権
限
決
議
不
遵
守
が
紛
争
を
成
熟
さ
せ
る

（
国
）

旨
改
正
さ
れ
た
戦
争
権
限
決
議
に
お
い
て
明
記
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

問
題
に
な
る
の
は
原
告
適
格
で
あ
る
。
制
定
法
で
原
告
適
格
を
付
与
し
て
も
、
憲
法
上
の
原
告
適
格
に
関
す
る
判
例
法
理
に
よ
り
制
限

を
受
け
る
。
学
説
で
は
、
議
員
は
和
戦
の
決
定
へ
の
投
票
権
と
い
う
市
民
と
は
異
な
る
特
別
の
利
害
を
有
し
て
お
り
、
大
統
領
の
憲
法
及

び
戦
争
権
限
決
議
に
違
反
す
る
軍
事
行
動
に
よ
り
当
該
行
動
を
授
権
す
る
投
票
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
こ
と
で
現
実
の
「
一
身
専
属
的
な
損

面）

害
」
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

R
a
i
n
e
s
v. 
B
y
r
d
に
よ
り
議
員
の
原
告
適
格
は
制
限
さ
れ
、
実
際
C
a
m
p
b
e
l
l
の
よ
う
に
、
大
統

面）

領
の
軍
事
行
動
を
争
う
議
員
の
原
告
適
格
を
ほ
ぼ
否
定
す
る
判
決
も
出
さ
れ
た
。
第
四
の
提
案
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
欠
陥
を
抱
え
、
様
々
な
改
正
の
提
案
の
出
さ
れ
て
い
る
戦
争
権
限
決
議
で
あ
る
が
、
現
行
の
制
度
の
枠
内
で
も
あ
る
程
度

―
つ
の
方
法
と
し
て
、
議
会
自
ら
決
議
を
発
動
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

C
r
o
c
k
e
t
t
(
地

「
敵
対
行
為
」
ま
た
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
状
況
の
存
在
を
認
定
し
大
統
領
に
報
告
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
で
決
議
が
作
用
可
能
に
な
る
と
指
摘
す
る
。

E
l
y
も
大
統
領
の
提
出
し
た
報
告
を
四
節
①
田
の
報
告
と
み
な
す
合
同
決
議
を

採
択
し
て
六

0
日
の
期
間
を
起
算
さ
せ
る
ほ
か
な
い
と
述
べ
る
。
そ
れ
以
外
に

る
と
い
っ
た
難
点
は
あ
る
も
の
の
）
法
律
ま
た
は
同
意
決
議
に
よ
る
撤
退
の
指
示
、
支
出
の
拒
否
、
弾
劾
の
威
嚇
、
自
ら
訴
訟
を
提
起
す

め
、
司
法
判
断
適
合
性
に
関
す
る
障
害
（
政
治
的
問
題
、

一
三
五
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(102) 

(103) 

(104) 
T
u
r
n
e
r
は
、
戦
争
権
限
決
議
は
議
員
が
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
を
許
す
口
実
で
し
か
な
い
と
い
う
。
議
会
は
、
大
統
領
に
よ
る
武
力
行

使
を
容
認
し
つ
つ
そ
れ
が
成
功
す
れ
ば
支
持
し
、
失
敗
す
れ
ば
大
統
領
の
行
動
は
違
法
で
あ
っ
た
と
責
任
を
転
嫁
す
る
行
動
を
と
っ
て
い

こ
の
よ
う
な
議
会
の
姿
勢
は
、
当
初
支
持
し
な
が
ら
戦
況
が
悪
化
す
る
と
「
N
i
x
o
n
の
戦
争
」

(143) 

と
非
難
し
て
大
統
領
に
責
任
を
転
嫁
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
由
来
す
る
と
い
う
。

G
l
e
n
n
o
n
も
同
様
に
議
会
の
日
和
見
的
態
度
と
無
責
任

を
指
摘
す
る
。
彼
は
、
議
会
は
「
一
方
で
声
援
を
送
り
つ
つ
、
他
方
で
苦
情
を
言
う
」
も
の
で
あ
る
と
の

H
a
t
f
i
e
l
d
上
院
議
員
の
発
言
を

(144) 

紹
介
し
、
「
戦
争
へ
の
賛
否
の
投
票
以
上
に
キ
ャ
リ
ア
を
脅
か
す
も
の
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
議
会
の
授
権
の
有
無
に

(145) 

か
か
わ
ら
ず
予
算
の
支
出
を
認
め
る
戦
争
権
限
決
議
八
節
①
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

対
外
事
項
に
関
す
る
紛
争
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
政
治
的
問
題
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Glennon, 
supra n. 6
6
,
 
8
1
6
-
8
1
7
.
 

J
.
 I. 
Charney, judicial 
Deference 
in 
F
o
r
e羹
n
Relations, 8
3
 
A
m
.
 J.
 
Int'l. 
L. 8
0
5
,
 
8
1
0
 (
1
9
8
9
)
;
 
G
l
e
n
n
o
n
,
 
supra n. 6
6
,
 
8
1
7
.
 

る
。
そ
れ
を
彼
は
「
保
険
政
策
」
と
呼
び
、

た
と
こ
ろ
で
実
を
あ
げ
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
あ
い
ま
い
で
大
統
領
に
よ
る
武
力
行
使
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
役
目
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な
い
戦
争
権
限
決
議
で
あ
る
が
、

議
会
の
側
で
決
議
を
補
完
し
強
化
す
る
た
め
の
行
動
を
と
る
な
ら
ば
、
意
図
さ
れ
た
機
能
を
発
揮
し
う
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
が
承

認
ま
た
は
不
承
認
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
は
、
司
法
審
査
と
の
関
係
に
お
い
て
も
当
該
軍
事
行
動
の
政
治
的
正
統
性
の
確
保
の
点
か
ら

も
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

戦
決
定
の
責
任
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
消
極
的
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
戦
争
権
限
決
議
を
強
化
し

(142) 

る
な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
議
会
が
自
ら
の
権
限
を
守
れ
な
い
の
は
、
議
会
自
身
が
大
統
領
と
の
対
立
を
避
け
そ
の
和

――――六

Cf. T・ 
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(113) 

(112) 

(lll) 

(110) 

(109) 

(108) 

(107) 

~~ 

106 
ヽ

(105) 
M. F
r
a
n
k
,
 
P
O
L
I
T
I
C
A
L
 Q
U
E
S
T
I
O
N
S
/
J
U
D
I
C
I
A
L
 A
N
S
W
E
R
S
 1
2
6
 (1992). 

G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 n. 66, 
819. 

裟
'jJra
n. 2, 
5
5
-
5
6
 a
n
d
 61. 

G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 n. 5, 
94. 

C
h
a
r
n
e
y
は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
司
法
府
の
決
定
こ
そ
が
米
国
政
府
の
対
外
的
立
場
を
一
元
化
し
強
化
す
る
と
主
張
す
る
一
方
で
、
和
戦
の
問
題
と
い

っ
た
軍
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
自
制
す
べ
き
で
あ
り
、
対
外
的
声
明
や
対
外
的
立
場
に
影
響
す
る
執
行
府
の
行
動
に
は
自
制
が
適
切
で
あ
る
よ
う
注
意
を

払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

E
l
y
は
戦
争
権
限
決
議
の
起
草
過
程
は
裁
判
所
に
よ
る
「
敵
対
行
為
」

の
解
釈
を
排
除
し
て
い
な
い
と
い
う
。

E
l
y
,

C
h
a
r
n
e
y
,
 
s
u
p
r
a
 n. 
104, 
8
1
1ー

812.

G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 5, 
92. 
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の
七
三
年
、
議
会
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
及
び
ラ
オ
ス
で
の
軍
事
活
動
へ
の
支
出
を
禁
止
す
る
法
律
を
可
決
し

た
が
、

N
i
x
o
n
大
統
領
は
拒
否
権
を
発
動
、
拒
否
権
を
覆
す
た
め
の
下
院
で
の
投
票
は
三
分
の
二
を
下
回
っ
た
。
議
会
は
妥
協
と
し
て
一
定
期
日
ま
で
は
南

ベ
ト
ナ
ム
以
外
で
の
軍
の
関
与
へ
の
支
出
を
認
め
る
法
律

(
E
a
g
l
e
t
o
n
修
正
）
を
採
択
し
た
。

ハ
イ
チ
派
兵
に
関
し
て
、
議
会
は
国
防
省
歳
出
予
算
法
に
、
米
国
民
の
救
出
作
戦
や
米
国
の
国
益
に
か
な
っ
た
安
全
な
派
遣
な
ど
の
場
合
を
除
き
議
会
の

同
意
の
な
い
米
軍
派
遣
へ
の
支
出
を
禁
止
す
る
旨
の
議
会
の
意
向
を
表
明
す
る
条
項
を
挿
入
し

(
1
0
7
S
t
a
t
.
1
4
7
4
,
 
§
8
1
4
7
 (1993))
、
さ
ら
に
上
院
は
、
対

ハ
イ
チ
武
力
行
使
を
授
権
す
る
安
保
理
決
議
は
戦
争
権
限
決
議
上
派
兵
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
の
法
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
し
か
し
、

C
l
i
n
t
o
n

政
権
は
ハ
イ
チ
侵
攻
を
実
施
す
る
方
針
を
変
え
ず
、
結
局
ハ
イ
チ
軍
事
政
権
と
の
合
意

(
C
a
r
t
e
rー

C
e
d
r
a
s
合
意
）
を
得
て
軍
を
派
遣
し
（
注

(19)
参
照
）
、

議
会
は
、
大
統
領
は
派
兵
の
前
に
議
会
の
授
権
を
求
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
の
議
会
の
意
向
を
表
明
す
る
決
議
を
採
択
し
た

(S.
J. 
R
e
s
.
 229, 
1
0
3
 C
o
n
g
.
,
 

2
d
 S
e
s
s
.
 (1994))
。

F
r
a
n
k
,
 
s
u
p
r
a
 n. 
5, 
773. 

G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 n. 5, 
9
3
-
9
4
.
 

C
h
a
r
n
e
y
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 104, 
806. K
o
h
も
対
外
事
項
は
議
会
と
大
統
領
の
協
議
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。

H
.

II. K
o
h
,
 
W
h
y
 t
h
e
 P
r
e
s
i
d
e
n
t
 
(
A
l
m
o
s
t
)
 A
l葵
sy
s
 
W
i
n
s
 i
n
 
.
F
o
r
e
i
g
n
 Affairs: 
L
e
s
s
o
n
s
 
o
f
 t
h
e
 Ir, ミ？
C
o
n
t
r
a
 A
f
f
a
i
r
,
 
9
7
 Y
a
l
e
 L. J
.
1
2
5
5
,
 

1
2
8
7
 (1988). 大
益
加
領
は
憲
法
上
、
条
約
締
結
権
と
大
使
な
ど
外
交
使
節
の
任
命
権
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
（
し
か
も
ど
ち
ら
も
議
会
の
承
認
が
必
要
）
。

注
(77)
参
照
。
紹
介
と
し
て
、
岡
本
篤
尚
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
国
家
安
全
保
障
権
限
」
専
修
法
研
論
集
一
九
号
(
-
九
九
六
）
一
八
三
頁
。

K
o
h
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 111, 
1
3
0
7
;
 
E
l
y
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 2, 
24; 
G
.
 S. S
w
a
n
,
 P
r
e
s
i
d
e
n
t
i
a
l
 
U
 

一
三
七
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そ
の
前
例
と
し
て
議
会
が
判
例
法
上
の
国
家
行
為
理
論
を
修
正
し
た
例
(
B
a
n
c
o
N
a
c
i
o
n
a
l
 d
e
 C
u
b
a
 v. 
S
a
b
b
a
t
i
n
o
,
 3
7
6
 
U
.
S
.
 3
9
 
0
0
(
1
9
6
4
)

に
対

す
る
H
i
c
k
e
n
l
o
o
p
e
r
修
正
）
を
挙
げ
て
い
る
。
H
e
n
k
i
n
,
supra n. 5
,
 
1
4
7
.
 
同
旨
、
F
r
a
n
k
,
s
u
p
r
a
 n. 5
,
 

77 4;
 

G
l
e
n
n
o
n
,
 
supra n. 2
3
,
 
1
1
2
.
 
戦
争

権
限
決
議
に
よ
っ
て
政
治
的
問
題
の
法
理
が
排
除
さ
れ
る
と
い
う
見
解
と
し
て
、
C
o
r
n
,
s
u
p
r
a
 n. 2
6
,
 

n. 2
6
2
.
 

(117) 
4
4
4
 
U
・
s
.
 9
9
6
 (
1
9
7
9
)
.
 

(118) 
3
4
3
 U
.
S
.
 5
7
9
,
 
6
3
5
-
6
3
8
 (
1
9
5
2
)
.
 ~
~
J
I
と
し
て
、
前5掲
『
英
米
判
例
百
選I
公
法
』
六
八
頁
、
山
田
・
前
掲
論
文
ニ
―0頁
。
ま
た
、
最
高
裁
は
、
D
a
m
e
s

た
M
o
o
r
e
v. 
R
e
g
a
n
 (
注
（

77
）
参
照
。
邦
語
で
の
紹
介
と
し
て
前
掲
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』
四
一
四
頁
）
に
お
い
て
、
対
外
事
項
に
J
a
c
k
s
o
n
意
見

の
枠
組
を
適
用
し
た
が
、
K
o
h
は
そ
の
適
用
の
仕
方
を
批
判
し
て
い
る
。
K
o
h
,
s
u
p
r
a
 n. 1
1
1
,
 
1
3
1
0
.
 

な
お
、
C
o
r
n
は
、
大
統
領
の
軍
事
行
動
の
合
憲
性
と
い
う
実
体
問
題
に
J
a
c
k
s
o
n
意
見
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
戦
争
権
限
に
関

す
る
憲
法
の
規
定
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
た
め
、
権
力
分
立
に
関
す
る
一
般
的
枠
組
(
J
a
c
k
s
o
n
意
見
及
び
D
a
m
e
s
&
 M
o
o
r
e
の
枠
組
）
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
、
戦
争
の
決
定
に
は
両
政
治
部
門
の
共
同
の
決
定
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
大
統
領
の
行
動
は
戦
争
宣
言
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
議
会
の
明
示
ま
た
は

黙
示
の
意
思
（
授
権
決
議
や
支
出
の
承
認
な
ど
）
に
合
致
す
る
場
合
合
憲
で
あ
る
。
議
会
が
沈
黙
し
て
い
る
場
合
も
黙
認
（
黙
示
の
同
意
）
と
み
な
さ
れ
る
。

重
要
な
の
は
議
会
の
明
示
的
意
思
に
反
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
た
だ
し
明
示
的
意
思
に
反
す
る
場
合
で
も
、
大
統
領
は
固
有
の
権
限
（
緊
急
の
攻
撃
ヘ

の
反
応
）
に
依
拠
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
以
上
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
判
例
(
D
e
l
l
u
m
s
を
含
む
）
を
参
照
し
て
い
る
。
C
o
r
n
,
supra n. 2
6
,
 
1
9
7
 a
n
d
 

2
5
1
.
 
同
様
に
、
大
統
領
は
議
会
の
意
思
に
反
し
な
い
限
り
行
動
の
自
由
を
有
す
る
（
表
明
さ
れ
れ
ば
そ
の
規
制
に
服
す
る
）
と
い
う
見
解
と
し
て
、

J.

R. 

E
i
d
e
n
 a
n
d
 J. 
B. Ritch, 
T
h
e
 
W
a
r
 P
o
w
e
r
 at 
a
 Constitutional 
Impasse: 
A
'
'
)

。in[
D
e
c
i
s
i
o
n
"
 
Solution, 7
7
 
G
e
o
.
 L. J. 3
6
7
,
 
3
9
4
-
3
9
5
 

(116) 

(115) 

(114) D
e
l
l
u
m
s
 v. 
B
u
s
h
 a
n
d
 Operations 
Desert Shield a
n
d
 Desert S
t
o
n
n
,
 2
2
 Calif. W
.
 Int'l 
L. J. 7
5
,
 
1
1
3
 
a
n
d
 1
2
1
 (
1
9
9
1
)
.
 

「
政
治
的
問
題
」
は
「
憲
法
が
政
治
部
門
に
決
定
を
付
与
し
た
権
限
内
の
問
題
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
H
e
n
k
i
n
,
supra n. 

5
,
 145

—

146. 

E
l
y
は
政
治
的
問
題
の
法
理
は
も
は
や
そ
の
存
在
は
疑
わ
し
い
と
述
べ
る
。
E
l
y
,
supra 
n. 2
,
 
5
5
.
 
C
o
r
n
は
、
戦
争
は
米
国
民
の
生
命
と
財

産
の
損
失
な
ど
国
内
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
で
C
u
r
t
i
s
s
-
W
r
i
g
h
t
と
は
区
別
さ
れ
る
と
い
う
。
C
o
r
n
,
supra n. 2
6
,
 
1
9
1
.
 

C
h
a
r
n
e
y
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 1
0
4
,
 
8
0
7
 ;
 G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 6
6
,
 
8
1
9ー

8
2
0
.

F
r
a
n
k
は
対
宜
外
西
公
束
店
（
び
国
I

家
盆
女
全
保
障
の
事
項
を
含
め
す
べ
て
の
裁
判
で

本
案
審
理
が
行
わ
れ
る
諸
外
国
の
例
を
参
照
し
、
特
に
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
違
憲
の
宣
言
に
と
ど
め
る
判
決
の
方
法
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
。
F
r
a
n
k
,

s
u
p
r
a
 n. 1
0
4
,
 
1
5
3
.
 

(
1
9
8
8
)
.
 

一
三
八
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(143) 

(142) 

(141) 

(140) 

(139) 

(138) 

(137) 

(135) 

(136) 

(134) 

(133) 

(132) 

W
a
r
 P
o
w
e
彦

s
u
p
r
a
n. 8
,
 
6
 

E
l
y
は、

こ
の
認
定
が
弾
劾
事

E
l
y
 

保
理
決
議
の
実
施
を
挙
げ
る
。

F
r
a
n
k
,
s
u
p
r
a
 n. 5
,
 

772. 
E
l
y
は
米
国
の
国
家
安
全
保
障
に
対
す
る
急
迫
か
つ
重
大
な
脅
威
と
す
る
。

Ely,
s
u
p
r
a
 n. 

2
,
 
6
4
.
 G
l
e
n
n
o
n
は
「
敵
対
行
為
」
の
定
義
規
定
を
お
く
と
と
も
に
、
議
会
の
事
前
承
認
を
原
則
と
し
、
さ
ら
に
米
軍
に
よ
る
武
力
行
使
を
国
際
法
に
合
致

さ
せ
る
よ
う
提
案
す
る
。

G
l
e
n
n
o
n
,
s
u
p
r
a
 n. 2
3
,
 
1
1
3ー

1
1
7
.

自
国
民
救
出
の
た
め
の
派
兵
の
場
合
、
相
手
国
政
府
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
。

F
r
a
n
k
,
s
u
p
r
a
 n. 5
,
 
7
7
2
-
7
7
3
.
 

注

(61)
の
修
正
案
を
参
照
。

Fisher,
s
u
p
r
a
 n. 4
,
 
1
9
3ー

1
9
4
;H•H• 

K
o
h
,
 T
H
E
 N
A
T
I
O
N
A
L
 S
E
C
U
R
I
T
Y
 C
O
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
 1
9
2
 (
1
9
9
0
)
.
 

な
お
、

C
r
o
c
k
e
t
t
や

S
a
n
c
h
eN
 -
E
s
p
i
n
o
z
a
で
争
わ
れ
た
よ
う
な
秘
密
作
戦

(covert
o
p
e
r
a
t
i
o
n
)
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
別

の
機
会
に
譲
る
。

Ely, 
s
u
p
r
a
 n. 2
,
 
6
4
-
6
5
.
 

Ely, 
ibid.; 
K
o
h
,
 s
u
p
r
a
 n. 1
3
3
,
 
1
9
1
;
 
G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 n. 2
3
,
 
1
1
5ー

1
1
7
.

議
会
内
部
の
手
続
に
関
す
る
も
の
な
の
で

C
h
a
d
h
a
判
決
の
適
用
を
受
け
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
F
r
a
n
k
,
s
u
p
r
a
 n. 5
,
 
7
7
5ー

7
7
6
;

Fisher, 
supra 

n. 4
,
 
1
9
3
.
 

Fisher, 
s
u
p
r
a
 n. 4
,
 
1
9
8
.
 

裁
判
所
は
議
会
の
授
権
の
な
い
武
力
行
使
を
違
憲
と
宣
言
す
る
に
と
ど
め
、
軍
の
撤
退
命
令
は
議
会
に
出
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

Ely,
s
u
p
r
a
 n. 2
,
 
6
3
-
6
4
.
 G
l
e
n
n
o
n
は
裁
判
に
よ
る
救
済
の
方
法
と
し
て
、
①
報
告
提
出
の
命
令
ま
た
は
切
判
決
期
日
も
し
く

は
③
軍
事
的
必
要
を
考
慮
し
た
別
の
日
か
ら
の
期
間
の
起
算
の
宣
言
を
提
案
す
る
。

G
l
e
n
n
o
n
,
s
u
p
r
a
 n. 2
3
,
 
1
1
8
,
 

n. 2
6
7
.
 

F
r
a
n
k
,
 
s
u
p
r
a
 n. 5
,
 
7
7
5
;
 
G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 n. 5
,
 
9
9
.
 

Ely, 
s
u
p
r
a
 n. 2
,
 
5
7
.
 

ほ
か
に
大
統
領
の
軍
事
行
動
を
争
う
適
格
を
有
す
る
と
さ
れ
る
の
は
派
遣
命
令
を
受
け
る
兵
士
で
あ
る
。

C
a
m
p
b
e
l
l
,
s
u
p
r
a
 
n. 9
4
,
 
4
3
,
 
n. 8
.
 

は
兵
士
が
作
戦
の
合
憲
性
を
争
う
こ
と
の
実
際
上
の
困
難
を
指
摘
す
る
。

Ely,
s
u
p
r
a
 n. 2
,
 
5
6
-
5
7
.
 
ま
た
、
議
会
の
権
限
の
侵
害
で
あ
る
か
ら
、
議
会
自

身
の
原
告
適
格
は
肯
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

Ely, 
ibid., 
5
2ー

5
3
.

H
e
n
k
i
n
は
、
議
会
が
大
統
領
の
行
動
が
決
議
及
び
憲
法
に
違
反
す
る
と
の
認
定
（
同
意
決
議
）
を
行
い
、

由
を
構
成
す
る
こ
と
で
事
実
上
大
統
領
を
拘
束
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

H
e
n
k
i
n
,
s
u
p
r
a
 n. 5
,
 
1
0
6
.
 

Ibid., 
1
1
0
.
 

T
u
r
n
e
r
,
 

一
四
〇
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米国における戦争権限と司法審査（湯山）

一
四

に
お
い
て
、
自
衛
隊
出
動
を
国
会
の
事
前
承

(144) 

G
l
e
n
n
o
n
,
 
s
u
p
r
a
 
n. 5
,
 
9
6
.
 

E
l
y
は
大
統
領
に
決
定
を
委
ね
か
つ
大
統
領
が
責
任
も
負
う
と
い
う
暗
黙
の
同
意
が
議
会
と
大
統
領
の
間
に
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

Ely,
s
u
p
r
a
 n. 2
,
 
5
4
.
 

(145) 

S
w
a
n
,
 s
u
p
r
a
 n. 
113, 
116. 

本
論
文
で
は
戦
争
権
限
決
議
成
立
後
の
戦
争
権
限
に
関
す
る
裁
判
例
を
紹
介
し
検
討
し
て
き
た
。
判
決
の
多
く
は
議
会
の
権
限
は
議
会

自
ら
で
守
る
か
議
会
が
明
確
に
自
ら
の
権
限
の
主
張
を
す
れ
ば
裁
判
す
る
旨
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
議
会
の
態
度
は

消
極
的
で
あ
っ
た
。

R
e
i
s
m
a
n
は
戦
争
権
限
の
問
題
の
背
景
と
し
て
、
憲
法
規
定
の
あ
い
ま
い
さ
、
大
戦
後
の
世
界
の
状
況
と
米
国
の
国
際
的
役
割
の
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
対
外
事
項
の
国
内
事
項
へ
の
浸
透
、
核
兵
器
に
象
徴
さ
れ
る
軍
事
技
術
の
革
新
と
米
軍
の
海
外
展
開
能
力
の
発
展
な
ど
を

砿）

指
摘
し
て
い
る
。
米
国
の
国
際
的
地
位
の
変
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
国
内
政
治
に
お
け
る
大
統
領
と
議
会
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
大
幅

(147) 

に
大
統
領
の
側
に
傾
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
米
国
憲
法
と
の
関
連
で
は
、
国
際
法
が
戦
争
を
違
法
化
し
、
「
戦
争
宣
言
」
の
制
度
が
廃

(148) 

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
米
国
法
の
状
態
で
あ
る
が
、
日
本
の
自
衛
隊
法
は
防
衛
出
動
（
七
六
条
）

認
に
服
さ
し
め
、
緊
急
の
場
合
は
事
後
承
認
を
求
め
不
承
認
の
議
決
が
あ
れ
ば
撤
収
す
る
と
し
て
い
る
。
命
令
に
よ
る
治
安
出
動
の
場
合

（
七
八
条
）

は
出
動
を
命
じ
た
日
か
ら
二

0
日
以
内
に
（
国
会
の
休
会
中
ま
た
は
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
は
国
会
開
会
後
す
み

や
か
に
）
国
会
に
付
議
し
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
れ
ば
撤
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
国
連
平
和
協
力
法
に
基
づ
く
国
際
平
和
協
力
業
務

お

わ

り

に
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(146) 

(147) 

(148) 

(149) 

と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

へ
の
自
衛
隊
派
遣
や
周
辺
事
態
法
に
基
づ
く
後
方
地
域
支
援
活
動
な
ど
の
場
合
も
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
自
衛
隊
の
出
動
に
は
厳
格
に
国
会
の
承
認
が
求
め
ら
れ
、
民
主
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

緊
急
の
場
合
で
事
後
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
場
合
、
国
会
が
承
認
の
議
決
も
不
承
認
の
議
決
も
し
な
い
場
合
が
問
題
に
な
ろ
う
。
日
本
は

議
院
内
閣
制
で
内
閣
は
国
権
の
最
高
機
関
た
る
国
会
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
で
、
米
国
の
よ
う
に
大
統
領
が
戦
争
権
限
決
議
を
遵
守
し

な
い
状
況
は
あ
ま
り
想
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

す
で
に
開
始
さ
れ
た
武
力
行
使
を
事
後
停
止
さ
せ
る
の
に
は
困
難
が
伴
う
こ

米
国
の
状
況
に
戻
る
と
、
裁
判
所
の
役
割
の
強
化
を
含
め
た
戦
争
権
限
決
議
の
強
化
の
た
め
の
修
正
の
提
案
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ

れ
ら
は
大
統
領
が
単
独
の
決
定
で
軍
事
行
動
を
開
始
し
た
場
合
に
、
事
後
に
そ
れ
を
終
了
さ
せ
あ
る
い
は
議
会
を
関
与
さ
せ
る
た
め
の
方

法
で
あ
る
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
軍
の
投
入
の
事
前
に
議
会
の
熟
慮
を
経
る
よ
う
促
し
、
議
会
の
望
ま
な
い
戦
争
を
防
止
す
る
こ
と
に

(149) 

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
議
会
が
、
既
成
事
実
の
追
認
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
大
統
領
の
軍
事
行
動
の
度
に
強
い
態
度
で
自
ら
の
権
限
を

主
張
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

R
e
i
s
m
a
n
,
 
supra n. 9
,
 
7
7
 
00. 

Corn, 
supra n. 2
6
,
 
2
3
9
-
2
4
0
.
 転
機
と
な
っ
た
の
は
朝
鮮
戦
争
で
あ
る
と
い
う
。

T
u
r
n
e
r
,
 
REPEALING, 
supra n. 0
0
9
0
0
 0
 ;
 
Sofaer, 
supra n. 8
,
 
3
3
.
 

G
l
e
n
n
o
n
,
 
supra n. 5
,
 91

—

92. 

一
四
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